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			異世界召喚は二度目です②

			岸本和葉

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・オグエタマムシ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			28　獣人大陸へ

			29　そういうことだ馬鹿猫

			30　そういうことは先に言え

			31　放っておけねぇ

			32　動かざるを得ない

			33　不意打ち

			34　海化

			35　海神VS黒犬

			36　面白い話

			37　危機

			38　その頃

			39　出発前夜

			40　それぞれの出発

			41　世界樹の城

			42　獣王の娘

			43　私情の衝突

			44　決着？

			45　呪術感染

			46　粉砕

			47　再会、そして期待

			48　戦地の脅威

			49　覚悟と出発

			番外編　冒険者の心得

		

	
		
			28　獣(じゆう)人(じん)大陸へ

			　

			　獣(じゆう)人(じん)大陸。

			　主に、人と獣が合わさったような種族、獣(じゆう)人(じん)が暮らす大陸である。

			　獣(じゆう)人(じん)は、獣同然の獰猛さや本能を持っている。

			　人間や魔族よりも身体能力は高いが、代わりに魔力量は多くない。

			　代わりにとは言ったが、魔法という便利なものが使えない、あるいは使いにくいというのは相当なハンデである。

			　そのハンデを補うために、獣(じゆう)人(じん)たちは自分の種族に合った特殊なスキルが備わっていたりする。

			　猫族ならば体の柔軟さ、脚力、爪などを強化できたり、犬族ならば嗅覚や脚力、特殊な声帯などをスキルによって得られる。

			　彼らはそれらを駆使して他種族と渡り合ってきた。

			　もはや魔法が使えないからといって彼らを侮る種族は存在しない。

			　そんな獣(じゆう)人(じん)たちの大陸に、一人の獣(じゆう)人(じん)が降り立った。

			　体を黒いローブで隠し、頭はフードを被っているので薄ら口元が見える程度。

			　口元から判断すると、性別はおそらく女。

			　体型が小さいことから、幼い印象を受ける。

			　彼女は獣(じゆう)人(じん)大陸の港町、〈レオポート〉を歩き始めた瞬間に、そのフードを取った。

			　頭についているのはピンとたった白い猫耳、そして彼女の髪自身も白くなっている。

			　顔はまだ幼く、日本でいう中学生といった感じで、しばらくセツと行動を共にしていたルリと同い年くらいに見える。

			　そんな彼女に、漁でとれた魚を売っている店のオヤジが、声をかけた。

			「おう！　シロネコちゃんじゃねぇか！　今さっきとれたやつ持ってけよ！」

			「もらうです」

			　シロネコと呼ばれた白髪の少女に、ピチピチといまだに動いている新鮮な魚が投げ渡される。

			「お！　シロネコちゃんじゃぁないかい！　うちの野菜持って行きな！」

			「もらうです」

			　今度は八百屋のおばさんに数種類の野菜を投げられる。

			　彼女はすべてを手の中に収めた。

			「おっと！　シロネコじゃねぇか！　うちの肉持ってけよ！」

			「もら……わないです」

			「好き嫌いはよくねぇぞ！」

			「わ、分かったです」

			　腕の中で山盛りとなった荷物の上に、肉屋の店員によりあらたな肉という荷物が置かれる。

		

	
		
			[image: p_7.jpg]
		

	
		
			　シロネコは嫌な顔をしたが、どうにか堪えて再び歩き出す。

			　彼女が街を行くと、誰かしらが挨(あい)拶(さつ)をしてきていた。

			　それはシロネコが現状この街で一番強いからである。

			　獣(じゆう)人(じん)の本能は、自分より強いものを好くというものだ。

			　そのため街の住人は、彼女を尊敬し、好いている。

			　尊敬している割には、対応が子供扱いのような気がしなくもないが、きっと彼女の見た目のせいなのだろう。

			　シロネコは大量の荷物を抱え、町の外れにある小屋に向かった。

			「ただいまです」

			　器用に足を使って小屋のドアを開けると、荷物を落とさぬよう慎重にその中に入った。

			　中はせいぜい二人暮らしができるかどうかという広さで、余計な家具は一切ない。

			　これが街の人気者であるシロネコの家である。

			「ミネコ、今帰ったのです」

			　シロネコがせまい部屋に置かれたベッドの上にいる少女に声をかけた。

			「おかえりなさい、お姉ちゃん」

			　ベッドで横になっていたミネコと呼ばれた長い黒髪の少女は、声に反応して体を起こす。

			　見たところ年齢はシロネコより上に見える。

			　長い黒髪は乱れ、所々跳ねているが、それが絶妙なあどけなさを醸(かも)し出し、整った顔は逆に大人っぽさを感じさせる。

			　そして頭に生えた黒い猫耳が愛らしい。

			　ただ、どう考えても、シロネコの方が姉ということは、見た目じゃ分からないだろう。

			「起きなくていいです」

			「今日は気分がいいので大丈夫ですよ」

			　そう言うミネコの表情は明るかったが、体は弱っているように見えた。

			　それもそのはず、彼女は今、病に侵されている。

			　徐々に体が弱っていく病であり、原因は不明。

			　街の医者もお手上げで、ミネコの病はかれこれ数年間、治療法が掴めないでいた。

			「とりあえず今日も薬を飲むのです。昨日なくなったから、今日は新しいのをもらってきたのです」

			「いつもごめんなさい……お姉ちゃん」

			「妹なんだから甘えていいんです。ミネコを治す方法は絶対私が見つけるのです。それまでは……頑張って耐えるのです」

			「……はい」

			　ミネコは笑う。

			　シロネコは少々無愛想な娘であったが、このときだけは少し悲しげな笑顔を浮かべていた。

			　シロネコが着ていたローブの懐から黒い粒の入ったビンを取り出す。

			　それを開け、手の上に一粒落とす。

			　大きさは薬の錠剤ほどだ。

			「飲むのです」

			「はい……」

			　簡単な水魔法で創られた水とともに、黒い粒がミネコの中へと落ちていった。

			「……絶対にあなたを元気な体に戻してあげるのです。こんな症状を遅らせるだけの薬じゃなくて、ちゃんとした薬を見つけてくるのです」

			「お姉ちゃん、無茶はしないでくださいね？」

			「しないのです。私は――負けないです」

			　シロネコが強い目でミネコを見つめる。

			　そのとき、シロネコの耳がピクリと何かに反応した。

			「……ちょっと仕事が入ったのです。少しの間留守にするので、ミネコは寝ているのです」

			「はい、お姉ちゃん」

			　彼女はそっとミネコの髪を一撫でして、家を後にする。

			　再び港街を歩きだすシロネコは、真っ直ぐ海の方向を睨(にら)みつけていた。

			　最愛の家族である妹を助けるため、彼女は今日、一人の男に牙を向く――――。

			　

			　

			「見えてきたわよ――――――獣(じゆう)人(じん)大陸」

			「ん……おお」

			　海を進むリヴァイアの頭の上で寝っ転がっていた俺は、前方に見えてきた大陸に懐かしさを感じ、思わず間抜けな声をもらす。

			「うっへぇ、なっつかしいな」

			「私、獣臭いの得意じゃないんだけど……」

			「我慢をしろ我慢を……お前猫耳に犬耳だぞ？」

			「それがなんなのよ……」

			　こいつはどうやら獣耳の良さが分からないようだ。

			　お前もつけたら可愛さ二割増だってのに勿体ない。

			「とりあえず、獣(じゆう)人(じん)大陸に到着したら真っ直ぐ獣王を訪ねるの？」

			「ああ、早々にめんどくせぇ戦争を終わらせて、この世界を過ごしやすくしてやる。んで、アリゼたちを探し出す」

			「……そうね」

			　アリゼの村の人々が、範囲召喚によってどこかへ飛ばされたことは確認できた。

			　あの後必死こいて村を探索したが、結局、人っ子一人発見できない始末。

			　ほんの少し村の周りを探索したが、あいつらはいなかった。

			　攫(さら)われたことは分かった――が、問題はどこに飛ばされたかだ。

			「……獣(じゆう)人(じん)大陸にいりゃあいいんだがなぁ……んな都合良くは行かねぇだろうな」

			　俺は呟(つぶや)き、拳を握り締める。

			「――着いたわ」

			　港街から離れた人気のない海岸に、俺は足をつけた。

			　リヴァイアも目立つ前に人型へと姿を変えている。

			「あの村を出て５日ってとこかぁ！　とりあえず久々にベッドで寝てぇな、ここ最近野宿しかしてねぇし」

			「いいわね、ふかふかのベッド好きよ」

			「んじゃちょっと豪華なとこに泊まってみるか！」

			　意気揚々と歩きだす俺の後ろにリヴァイアがついて歩く。

			　獣(じゆう)人(じん)大陸の空気は人間大陸とも魔族大陸とも違う。

			　少々獣臭い感じはするが、慣れれば苦になるどころか、落ち着いてくる。

			　久々なこの大陸の空気を吸いながら進み始めるが、俺たちは三歩で足を止めることになった。

			「にゃー」

			「へ？」

			「にゃー」「にゃー」「にゃー」「にゃー」「にゃー」「にゃー」「にゃー」

			　目の前にズラーっと並ぶ猫、猫、猫、猫、猫……。

			　小さいものから大きいものまでのあらゆる種類の猫たちが、全員で俺たちを見ている。

			　なぜ到着早々猫に歓迎されることになってんだ――――……。

		

	
		
			29　そういうことだ馬鹿猫

			　

			「か、かわいい……」

			　隣にいるリヴァイアが、並ぶ様々な猫たちを見ながら呟(つぶや)いた。

			　確かに可愛いことには可愛いのだが、少なくともこんな光景、俺は今までに見たことがない。

			　少し不安を感じつつ、俺は猫たちをじっくりと観察する。

			　猫は等間隔に並んでおり、種類はまちまち。中には子供もおり、それらすべての目が俺たちの方へ向いている。

			（あの目……ちょっとおかしいな）

			　猫が等間隔に並んでジッとしてること自体おかしいのだが、そんなやつらの目は少し細工がしてあるように見えた。

			「こりゃ……視界リンクか？」

			　視界リンク――――従属魔法の一つだ。

			　自分と主従関係になっている生物の視界を、自分も見ることができる魔法であり、従属魔法の基礎とされている。

			　ちなみに従属魔法を最も得意とする種族は獣(じゆう)人(じん)だ。

			　獣(じゆう)人(じん)は自分と同じ、すなわち犬族ならば犬と名称付けされている生物と、心を通わせやすいためだ。

			　従属関係を結ぶためにはいくつかの制約があるが、とりあえず今は省くとして……。

			（この数の従属動物が、すべて一人と繋がっているとしたら、こいつは相当な使い手だぞ……？　それが獣(じゆう)人(じん)だとしたら、獣(じゆう)人(じん)にもかかわらず平均以上の魔力をもっているってことになる）

			　獣(じゆう)人(じん)ながら魔力が多い存在は少ないが、それなりの人数はいる。

			　当然そいつらは実力者ばかりだ。

			　問題は、なぜこんなふうに、上陸者を見張るような真似をしてるかってことだが――――。

			「っ！　セツ！　襲ってきたわ！」

			「なっ!?」

			「シャ――――ッ！」

			　気づくと、視界がありったけの猫で埋め尽くされており、俺は反射的に横に飛んだ。

			　砂をかぶりながらも前転して体勢を整え、素早く飛びすさる。

			　リヴァイアの方に目を向けると、すでに飛びかかってきた猫を、水魔法を駆使して空中で捕まえていた。

			「油断しすぎ！」

			「わりぃ！　考え事してた！」

			「あなた、そういうとこあるわよね……」

			　考え事するとそっちに夢中になっちゃう癖――自分でも理解してる。

			「まあいいけど！　それよりもう一回来るわよ！」

			「チッ！　なんなんだよ！」

			　猫たちは鋭い眼光を俺たちに向けながら、今度は一斉にではなく、タイミングをずらして個々に襲いかかってきた。

			　これがただの魔物であったなら、まとめてなぎ払っていたところだ。

			　しかし、日本でもお馴染みだった動物となると、どうしてもためらいを覚えてしまう。

			「やりにくいわね……ッ！」

			「まったくだッ！」

			「シャ―――ッ！」

			　四方八方から襲い来る猫を、時に払いのけ、時に避けて、やり過ごす。

			　当たったところでどうってことはないだろうが、何か付加効果があったら厄(やつ)介(かい)だ。

			　というか……あれなんだな。可愛いものを傷つけるのに抵抗があるのは俺たちだけかと思ったら、リヴァイアみたいな異世界の住人でも抵抗があるらしい。

			「やっぱり可愛いは正義なのか――――っとあぶね！」

			「シャッ！」

			　反応に遅れ、つい飛びかかってきた猫を手で払ってしまう。

			　しかし地面に叩き落とされた猫は、綺(き)麗(れい)に四足で着地し、再び毛を逆立て臨戦態勢に入っていた。

			「おぉ……思ったよりやるな、猫」

			「何言ってんのよ！　早くどうにかするわよ！」

			「おっと感心してる場合じゃなかった」

			　いい加減渋ってるわけにもいかないし、そろそろ終わらせねぇとな。

			「リヴァイア！　体を水でコーティングしろ！」

			「ッ！」

			　止まない猫の強襲の中、リヴァイアが水の膜を羽織ったのを確認し、俺は呪文の詠(えい)唱(しよう)を開始する。

			　魔法はそこまで好きじゃねぇんだが――――。

			　

			「――――眠りの淵、導くは風、温もり頬をなで、今意識の深みへ落とせ――――――〈眠り風(スリープ・フエザー)〉！」

			　暖かい風が周囲を撫でるように吹き抜ける。

			　魔法によって作られたその風は、触れた者を眠りの淵へ誘う。

			　周りにいた猫たちは、突然動きを止め、その場で寝息をたてて倒れ始めた。

			　しばらく経って、動く猫がいないことを確認し、俺は息を吐く。

			「ふぅ……とりあえずはなんとかなったな」

			「そんな便利なものがあるなら、最初から使いなさい」

			　呆れた目でこちらを見てくるリヴァイア。

			　選択肢がありすぎて、とっさにどれを使えばいいんだか迷っちまうんだから許して欲しいもんだ。

			「ま、いいわ。それで……この子たちは何なの？」

			「……分かんねぇ。だが、誰かが操ってることと、こいつらの視界を共有して、俺たちを見ていたことははっきりしてるぜ」

			「どうやらあまり歓迎されてないみたいね」

			「ああ……」

			　獣(じゆう)人(じん)大陸に入ったそばからこれか……まったくめんどくせぇな。

			「とりあえずだな――――シャワー浴びてぇ」

			「同感」

			　何をしようにも、現在猫の毛にまみれている俺たちは、ひとまず宿を取って体を洗い、休息を取ることに決めた。

			　

			　

			「……」

			　シロネコは海辺から離れたところで、ターゲットであるセツともう一人の少女をじっと見つめていた。

			（身体強化を施した猫たちの攻撃を、軽くあしらったです……）

			　セツたちを襲った猫、あれらはすべてシロネコの従属魔法でＤ級魔物ほどの実力を備えていた。

			　あの二人だから大丈夫だったものの、一般的な冒険者であったなら五秒と持たずに八つ裂きにされていただろう。

			　あの体捌(さば)きを見て、シロネコも少なからずセツと戦ってみたい欲求が芽生えたが、彼女が大切なものを守るためにはその欲求は捨てなければならなかった。

			「卑(ひ)怯(きよう)な手を使ってでも……私はあなたを倒さないといけないのです」

			　彼女はわずかに揺れた自身の心から目を背け、セツたちが向かった街の方へと足を運んだ。

			　

			　

			　獣(じゆう)人(じん)大陸にある港街、その中心に構えている宿、「獣の愛した木陰」――――。

			　ここが今日俺たちの泊まる宿だ。

			　値段は割と手頃だが、内装はかなり綺(き)麗(れい)で出された昼食も文句ない品だった。

			　水浴びができる場所があったのも、ポイントが高い。

			　別に浜辺で体を流してもよかったが、それだと服が毛まみれのままだった。

			　ここなら服を洗って乾かすこともできる。

			　まあリヴァイアの服は魔力でできているから、そんな心配はなかったんだろうが……。

			「ふー……とりあえず部屋行くか」

			「……そうね」

			　俺たちは宿の食堂を後にする。内装は綺(き)麗(れい)、飯もうまい。問題なのは周りの視線だけだ。

			（ま、今は戦争中だもんな）

			　若(じやつ)干(かん)忘れかけていたが、今、獣(じゆう)人(じん)大陸は人間大陸と絶賛戦争中だ。

			　それ故に、獣(じゆう)人(じん)たちの人間を見る目はどこへ出ても厳しいものだった。

			（宿が取れただけでも儲けもんだな……こりゃ）

			　ちょっとした嫌がらせのつもりなのか、空き部屋が多い割に一番安くて小さい部屋へと通されてしまったが、俺たちがその程度のことを気にするわけがない。

			「私はベッドで寝ることができればそれでいいわ」

			　リヴァイアが迷いなくベッドへとダイブする。

			　この部屋はベッドが二つの二人部屋。

			　男女だからって部屋を二つ取るなんて真似はしない。

			　なによりも勿体ないからだ。

			「とりあえず一息つくか……」

			　特に荷物を背負っているわけでもないため、俺ももう片方のベッドへと飛び込む。

			　あーすっごいふかふかだ……こりゃたまらん。

			　満腹でありながら、水浴びでさっぱりしていた俺の意識は、まだ日が高いにもかかわらず、すーっと眠りの中へ落ちていく――――。

			　

			　

			「……ここです」

			　深夜、街からは光が消え、酔っ払いが街を闊歩する時間帯。

			　シロネコは「獣の愛した木陰」の前に立っていた。

			　立派な扉から中に入ると、ここの亭主である犬族の男が彼女へ手招きしていた。

			「……あの二人組はどこにいるです？」

			「二階の一番端の部屋にいるぜ、ほれ、鍵だ」

			　シロネコはその部屋のキーを受け取り、男に礼を言う。

			　彼女はすでにこの街の人々には協力を申し込んである。

			　この宿にいるってことを知ったのも、街の人間が彼女へと伝えたからである。

			「あんまり寝込みを襲うってのはいいやり方じゃねぇと思うが……」

			「分かってるのです。でも……どうしても捕えなければいけないのです」

			「……ああ、妹さんのためだもんな」

			　獣(じゆう)人(じん)は戦いを好むが、正々堂々の戦いを好む。

			　しかし正々堂々以上に、彼らは家族を愛している。

			　たとえ卑(ひ)怯(きよう)な手を使うことになったとしても、それが家族のためならばいくらでも使う。

			「周りに住む連中も避難させてある。やつらが部屋のベッドで寝始めたことも確認した。あとは……あんまり壊さないでくれよ？」

			「善(ぜん)処(しよ)する……です」

			　さっきはあれだけ警戒していたのだから、十中八九、今も警戒しているだろうという考えがシロネコの中にはあった。

			　おそらく、かなり激しい戦闘になる。

			「……行ってくるです」

			　彼女は音を立てないよう慎重に階段を上り始める。

			（――――ここです）

			　二階の廊下を歩き、床の木が変な音をたてないよう気を使いながら、ようやく目的の部屋の前へとたどり着く。

			（一撃で終われば……いいんですが）

			　淡い期待を抱きつつ、シロネコは鍵をドアノブへと差し込もうとする。

			　しかし――――。

			（あれ……入らないです）

			　鍵がドアノブに差さらない。

			　どうやら形が違っているようだ。

			（あの亭主……間違えたです？　だったら……）

			　シロネコはドアから少し距離を取り、構える。

			（一気に飛び込んで強襲する……大丈夫、あの男の匂いは覚えてるです……）

			　彼女は足に力を込める。

			　腰を落とし、腕を交差させて顔の横で構えた。

			　そして獣(じゆう)人(じん)にしては多い魔力を使用し、全身に行き渡らせる。

			　それによってただでさえ鋭い爪が、ぐんと伸びてさらに鋭さを増すことになった。

			　念のためこの場でもセツの匂いを確認しようとするが、そこら中からいろんなものの匂いがして把(は)握(あく)することができない。

			　軽く不安を覚えつつも、シロネコはその不安をすぐさま振り払った。

			　中に入ればさすがに分かる。

			　彼が気づくその一瞬で、ベッドの判別さえできればいいのだ。

			「一瞬で……終わりにするです……っ！」

			　シロネコが床の板をへし折るほどの力で蹴(け)り込むと、その体が一気にドアへと迫る。

			　衝突寸前で構えた腕を振ると、ドアは細切れになり、音をたてて崩れ落ちた。

			　彼女は爪にその鋭さを保たせたまま、ベッドの上へと飛び上がった。

			（どっちのベッドです……っ!?　――――――あれ？）

			　シロネコは飛び上がって気づいた。

			　この部屋にある二つのベッド、そこにいるはずの存在は――――――なかった。

			（まさか……罠……!?）

			　爪を突き立てる相手がいないということで、彼女はその可能性に行き着く。

			「だとしたら――――」

			「そういうことだ、馬鹿猫！」

			「しまっ」

			　床に降り立つ寸前、シロネコが着地の体勢に入っていたところを、真横からの飛び蹴(げ)りが襲う。

			　とっさに腕をクロスして体の前に構えた彼女は、腕にとんでもない衝撃を受けたあと、部屋の窓を割り外の通りへと飛び出していた。

			「迂(う)闊(かつ)だった……ですっ！」

			　窓のガラスとともに地面に落下するシロネコは、空中で一回転すると、高いところから飛び降りた猫のように四本足で着地する。

			　地に腕をつけたときに鈍い痛みが走ったが、幸い魔力で強化されていたためそこまで長引く痛みではない。

			「さすがに宿の亭主までお前に協力してるとは思わなかったぞ。寝込みを襲われることは予想してたが、鍵を使われたときは少しビビった。だがこの際だ、お前ら黒ローブのこと、洗いざらい吐いてもらうぜ？」

			「っ!?」

			　セツは窓から飛び降り、魔法袋から黒い大剣を抜き放った。

		

	
		
			30　そういうことは先に言え

			　

			「なぜ……私に不意打ちができたです？」

			　白髪の猫族は手足を地につけた体勢で、地面に降り立った俺に問う。

			　見たところ爪に魔力が流れているようだから、それで戦うスタイルなんだろう。

			「ちょっとしたトリックだよ、お前はまんまと引っかかったわけだ」

			　宿に着いた俺たちは、食事、水浴びの後、そのままベッドで仮眠をとり、夜に備えて光属性の魔法である〈イリュージョン〉をかけておいた。

			　この魔法は光の屈折を利用し、人の認識を狂わせるという効果を持っている。

			「鍵穴が合わなかったろ？　あれは宿のミスじゃなくて、単純にお前が部屋を間違えていただけだ」

			　こいつが入った部屋は、俺たちの泊まった部屋の一つ手前だった。

			〈イリュージョン〉で廊下の認識が曖(あい)昧(まい)になり、廊下があそこで終わっていると錯覚させた。

			　そしてこいつが一つ隣の部屋に飛び込んだ瞬間、隠れていた俺が突入って戦法だ。

			　――――それにしてもだ。

			　まさか宿のやつらまで、こいつに協力するとは思っていなかった。

			　だがそれも今になって考えれば納得できる。

			（コイツ……相当強い）

			　ランクで言えばＳＳ級とＳＳＳ級の間ってところか……万全のリヴァイアには負けるが、今のあいつになら勝てるレベル。

			　言っておくが、こんなに強いやつはそうそういない。

			　だから獣(じゆう)人(じん)たちは、こいつに協力するんだ。

			　あいつらは自分より強いやつが大好きだからな。

			　ちなみに、獣(じゆう)人(じん)はあらゆる種族の中で一番統率がとれている生物だ。

			　その単純な思考により、大陸で一番強いものが王になり、そこに住むあらゆる民がそれを敬い、従う。

			　小難しいことを考えて、相続やら血筋やらを気にする人間や魔族よりよっぽど分かりやすい。

			「はめられた……です」

			「理解したようだな。そんで……さっそくだがてめぇら黒ローブどもの目的を聞かせて欲しいんだが？」

			「……」

			「お？　だんまりか？」

			　白髪猫族は何も喋(しやべ)らず、静かに神経を研ぎ澄ませていく。

			　明らかな戦闘態勢だ。

			「シュッ！」

			「はっ！　質問ぐらい答えろよ！」

			　四本足で地を弾き、白髪猫族は俺に向かってダイビングに近い形で飛びかかってくる。

			　同時に振られた腕を抜いた黒丸でいなし、横薙ぎにこれを振り回した。

			「うっ」

			　飛びかかっていたため空中での踏ん張りができない猫族の娘は、爪を盾にしたものの横から襲いかかった力に押されて吹き飛ばされる。

			　爪を地面に突き立て勢いを殺した彼女は、突き抜けた衝撃の痛みに顔をしかめつつ体勢を立て直した。

			「はぁ！」

			「おっ、まだ来るか」

			　半分ヤケが混ざったような表情で、白髪猫族は再び地を蹴(け)って飛びかかってきた。

			　叩きつけるように繰り出された爪攻撃を、俺は時に受け止め、時にかわしたりしながら、動きをよく観察する。

			「そんな焦ったような攻撃じゃ当たんねぇって！」

			「ッ……」

			　あまりの大振りな動きのせいで、こいつの持ち味であろうスピードが意味をなしていない。

			　速さを追求しているであろう筋肉が全くの無駄だ。

			「無駄が多すぎだ猫娘！」

			　俺は爪の乱舞を楽々くぐり抜け、こいつの懐に飛び込むと同時に、黒丸の柄をガラ空きの胴体へと突き入れる。

			「がっ……」

			　動きが止まった一瞬、そこを狙い、俺は白髪猫族のローブの胸ぐらを掴み上げた。

			　そして――――――。

			「オラァ！」

			　真後ろにぶん投げる。

			　空中に放り出された白髪猫族は急に動きが上手くとれなくなり、宙に浮きながらジタバタしている。

			　俺は投げた次の瞬間に黒丸を握り直し、微量の魔力を流し込む。

			　それを高く振り上げ、狙いを定めて軽く振り下ろした。

			「〈飛剣〉――――――ッ！」

			　竜の巣で繰り出したものと同じ規模の飛ぶ斬撃が、宿前の通りを抉(えぐ)りながら白髪猫族へと向かう。

			「ちっ……」

			　空中で避けようのない彼女は、腕を巻きつけるようにして体を捻る。

			　そして衝突の一瞬――――――。

			「はぁ!!」

			　捻った分だけ体を空中で回転させると、伸ばされた爪が俺の〈飛剣〉に接触し、ガキンと音をたてて爪の方が弾かれる。

			　だがそれによって彼女の体は斬撃の進路から逸れ、爪が当たってもびくともしなかった〈飛剣〉はそのまま突き進む。

			　あわや、通りの最奥の民家を破壊しそうになったとき、突如現れた水の壁が、家を守るように進路を遮(さえぎ)った。

			〈飛剣〉が水壁と衝突すると、水が弾力のあるゴムのように震え、斬撃の勢いをすべて殺して霧(む)散(さん)させる。

			　俺の斬撃を防いだ水壁は役目は終わったとばかりに形を崩して水溜りとなり、その姿を消した。

			「おー、わりぃな、リヴァイア」

			「全力の……〈水の壁(ウオーターウオール)〉……ッ！　あなたの〈飛剣〉を止めるの大変なんだから、あんまりやらないで欲しいわ……」

			「分かった、分かった……」

			　俺は〈飛剣〉が接触しかけた民家の上に立っているリヴァイアに、素直に謝る。

			　あいつには今、戦いで民家などに被害が出ないよう防衛してもらっているんだが、水に浸かっていないリヴァイアでは、ちょっと荷が重かったようだ。

			「二人でかかってこないなんて……舐めてるです……？」

			「ん？」

			〈飛剣〉を逃れた白髪猫族娘が、四つん這いの戦闘態勢をとったまま俺を睨(にら)みつけている。

			　てかいい加減、白髪猫族って呼ぶの疲れてきたな。

			「別に舐めてねぇよ？　俺が連携プレーが苦手なだけ」

			　誰かと組んで戦うと絶対動きにくいからな、俺の場合。

			　あの男の娘で変態な勇者野郎だったら付いてこられるかもしれないが、他のやつじゃ俺の攻撃に巻き込まれて、そいつが最初に倒れる可能性がある。

			「……」

			「んでさぁ、お前の名前を聞きたいんだが教えてくれよ」

			「……どうしてです」

			「そう睨(にら)むなよ、別に仲良くしたいわけじゃねぇ。単純に知りたいだけだ、てめぇら黒ローブどもの存在をな」

			　そう言うと、白髪猫族は少し考えたあとに口を開いた。

			「――――シロネコです」

			「へぇ、いい名前じゃんか」

			　そのまんまじゃねぇかと思ったのは内緒だ。

			「俺はセツ、ＳＳＳ級冒険者だ」

			「聞いてないです……」

			「んなこと言うなって……これから自分を屈服させる男の名だぜ？」

			「黙る……ですッ！」

			「ッ……まじか」

			　黙れと俺に言った瞬間、シロネコの体に変化が訪れる。全身の細胞が光り輝くと同時に、その形状を人型から動物へと変化させていく。

			　尖った耳、切れ長の目、長く揺れる尻尾(しつぽ)へと、その姿を変えていく。

			　光が収まった頃、そこに可愛らしい彼女の姿はなかった。

			　いるのは一匹の猫―――――白く美しい毛並みを持ち、さらに鋭く強(きよう)靭(じん)になった爪を携え、愛らしさよりも神秘的な何かを感じる姿であった。

			　――――――ただしめちゃくちゃ大きい。

			「…………はぁ!?」

			　待て待て待て待て！　どういうことだ!?

			「〈獣化〉……です」

			「それは知ってるわ！」

			〈獣化〉――――――獣(じゆう)人(じん)のみが扱える、己の力をすべて表に出せる姿になる技である。

			　訓練を積んだ獣(じゆう)人(じん)ならば基本的に誰でも使え、その能力の高さは他種族を脅(おど)かす。

			　使用すると身体能力が数段階上昇し、人によっては魔力なんかも大幅に増幅する。

			　そして……その姿は当然のことながら獣だ。

			　犬族なら犬、猫族なら猫といったように姿を変えることができる。

			　ここまでの話では、シロネコが〈獣化〉したことも大して驚くことではない。

			　問題は……そのサイズ。

			「どうしてお前はこんなにでかい……？　〈獣化〉を使った獣(じゆう)人(じん)はその動物の平均的なサイズになるんじゃなかったのか？」

			　要するに、犬族ならば日本でも飼われているようなペットサイズになるし、猫族も同様にペットサイズになるはずなんだ。

			　それでも中のパワーは人型のときよりも段違いに大きいから油断はできないんだが……。

			「鍛錬をし続けたらこうなったです」

			「マジで!?」

			　もしかして力があればあるだけ、サイズもでかいのか!?

			　そういえば獣王やその周りの連中の獣化は見たことなかったな……獣王とは戦う約束をしたまま別れちまったし……。

			「お喋(しやべ)りは終わりです！」

			「っ！　おっと……」

			　なぎ払うように繰り出された丸太のように太い腕を、俺は少し高く飛ぶことでかわす。

			　飛び上がっているこの状態でシロネコの方を見ると、嫌なものが見えた。

			「うげっ……〈獣砲〉かよ」

			「ガァ！」

			　俺は黒丸を体が隠れるように前へ突き出した。

			　するとそこへ巨大な鉄球が衝突したような不可視な衝撃が走り、俺の体は黒丸ごと大きく後ろへと吹き飛ばされる。

			〈獣砲〉は確か獣(じゆう)人(じん)が使う声を押し固めた砲撃だ。

			　咆(ほう)哮(こう)とも呼ばれている。強化された肺にて溜められた空気を、声帯で押し固め、爆音とともに外へ一直線に放つ技。

			　鼓(こ)膜(まく)が破けそうな轟(ごう)音(おん)とともに衝撃波が駆け抜け、敵を討つ。

			　こうしてガードした場合でも、威力が高ければこうして吹き飛ばされる。

			「このやろ……っ」

			　俺は空中で風魔法を使用。

			　足場を作る魔法を使い、俺は無理やり宙を蹴(け)る。

			　吹っ飛ばされた勢いを殺しきり、俺は民家の屋根へ着地すると同時に駆け出した。

			「てめ……〈獣砲〉なんて撃ったら近所に大迷惑だろ!?」

			「この近辺の住民には退去してもらったです！　周囲に人はいないです！」

			「なっ――――――」

			　ふざけんな……そういうことは――――。

			「先に言えやぁぁぁぁ！」

			「ぐっ!?」

			　俺は助走をつけ屋根の上からシロネコへと飛びかかった。

			　高く振り上げた黒丸を思いっきり叩きつけようとすると、それは鋭く強(きよう)靭(じん)な前足の爪で防がれる。

			「邪魔だ！」

			　剣を防がれた俺は素早く切り返し、力任せに下からやつの爪を跳ね上げる。

			　そして無防備になったシロネコの正面に着地し、黒丸を握っていた右手を放した。

			「くっ……」

			「それ知ってりゃ、最初っから思う存分戦えたじゃねぇか!!」

			　俺は放した右腕を振りかぶり、手のひらを開いた状態でシロネコの顔面へと叩きつける。

			　いわゆるビンタだ。

			　横から強烈な衝撃を受けたこいつは真横に吹っ飛び、その顔面を近くの民家へめり込ませた。

		

	
		
			31　放っておけねぇ

			　

			「――――終わったの？」

			「ん？」

			　屋根の上から飛び降りてきたリヴァイアが俺の横に着地する。

			　シロネコは頭を民家にめり込ませたまま動かない。

			「なんか動く気配ないけど……」

			「……とりあえず引っこ抜いてみるか」

			　俺はシロネコの巨体に歩み寄り、その頭の毛を握って踏ん張る。

			　俺にとってのわずかな抵抗とともに頭はすっぽ抜け、頭を離してやると鈍い音をたてて地面に横たわった。

			　すると体が光り輝き、元の人型へと戻っていく。

			「気絶……してるわね」

			「そ、そんな強い力で殴った覚えはねぇんだけど……」

			「あなたはいつも加減が下手なんだから……そろそろ自覚しなさい……」

			　呆れられてしまった……これでも努力はしてるんだぞ？

			「でもまいったな、この黒ローブのこと聞きたかったんだが……」

			　仰向けに倒れているシロネコの黒ローブをパタパタと弄(いじ)る。

			　やっぱり何度見てもあの影野郎と同じローブだ。

			　こいつが奴らと関わっているのは間違いない。

			「一度身ぐるみ剥(は)いで――――――いって!?」

			　突然頭に何かが当たり、俺は思わず声を上げた。

			　近くに石が落ちているがもしかしてこれか？

			「セツ……囲まれてるわよ」

			「は？」

			　俺は辺りを見回して驚く。老若男女の獣(じゆう)人(じん)、それが俺たちを取り囲むように立っていた。

			　どうやらここらに住んでいる住人のようだが……。

			「なんの用だよ」

			　おそらく石を投げつけてきたやつであろうガキに問う。

			　ガキは怒りの表情で俺たちを睨(にら)みつけていた。

			「よくもシロネコを！」

			「あ？　かかってきたのはこいつだぞ？」

			　理不尽極まりないことをぬかすガキに、俺は反論した。

			「殺意を持って突っ込んでくるようなやつ、さすがにほっとけねェだろ？」

			「うるせぇ！　素直に死んどけってんだ！」

			　おい話聞けよ、おっさん。

			　俺はガキの後ろで怒鳴り散らすおっさんを睨(にら)みつけた。

			「なんでそんな態度なのよ……この男はこの子に勝ったのよ？　強い者には尊敬の念を送るのが獣(じゆう)人(じん)ではないのかしら？」

			「その男の強さは認めるわ！　でも今回は話が別よ！」

			　リヴァイアの疑問に猫耳を生やしたおばさんが答える。

			　なんだよ、話が別って……。

			「てめぇを倒さねぇとシロネコはなぁ！　……シロネコの……妹はなぁ……」

			　妹？

			　なぜか悔しそうに泣き出すおっさんの言葉に疑問を覚える。

			「――――わりぃ、ここからは俺に任せてくれねぇか？」

			「てめぇは……」

			　人垣をかき分けて姿を現したのは、一人の男。

			「宿の亭主だな？」

			「ああ。……みんな解散してくれ。どのみち俺たちじゃこいつには勝てないだろ？」

			「くっ……」

			　そう言われた住人たちは、悔しげに顔を伏せながらこの場から一人一人離れていく。

			　どいつもこいつも諦めたような表情してやがるが――――。

			「てめぇが説明してくれんのか？」

			「ああ、ちょっと宿まで戻るぞ」

			　そう言って宿の亭主は、倒れたシロネコを担ぎ、宿の方向へ歩きだす。

			　俺とリヴァイアは顔を見合わせ、とりあえずはコイツについていくことを決めた。

			　

			　

			「ふむ……やはり主様の愛した男は規格外ですね……」

			　宿の亭主についていくセツを、少し離れた民家の屋根の上から眺めている者がいた。

			　声は高く、黒いローブを着てフードをかぶっているが、その特有の丸みから女性であることが分かる。

			「それにしても、こうも簡単にやられてしまったら、さすがに処分せざるを得ませんね」

			　クロイヌは担がれているシロネコに目線を向けながら、残酷な判断を下す。

			　実際のところ、負けたら処分しろと命令されているわけではないのだが、冬(とう)真(ま)に対して忠誠心が高い彼女からすれば、負けた時点で役立たずとみなすのは当然である。

			　そしてクロイヌという女は、「彼の役に立たないものは存在してはいけない」と考える女だ。

			「そうだ……どうせならば厄介な妹とともに処分してしまいましょう。役立たずには罰(ばつ)を……」

			　そう言い残したクロイヌは、軽い身のこなしで夜の街に消えていった――――。

			　

			　

			「――――妹？」

			「ああ、シロネコには一人の妹がいる」

			　俺たちは泊まることにした宿の一室に集まっていた。

			　亭主と俺たちは椅子に座り、シロネコはこの部屋のベッドに寝かせてある。

			「そいつがどうしたって？」

			「……人質に取られてんだよ、妹のミネコがな」

			「それは誰にだ？」

			「黒いローブを着た連中だった。この街でも頻繁に見かけられるようになってな。どいつもこいつも得体の知れない雰囲気が漂っていたぜ」

			　やっぱり……黒ローブの連中か。

			「人質っていっても連れ去られたわけじゃねぇ」

			「どういうこと？」

			「ミネコは病気でな、徐々に体の力が失われていくっていう、治る見込みのないものらしい。その進行を遅らせる薬ってのがあるらしいんだが……」

			「……なるほど、それを持っているのが、黒ローブどもってとこか？」

			「ご明察だ。そして今回こいつに出された指令が、お前を襲撃することだったらしい」

			　ってことはシロネコは、俺を襲いたくって襲ったわけじゃねぇってことか。

			　わざわざ俺を狙ってくるなんて、やっぱり黒ローブのリーダーは……考えたくねぇけど――――――。

			「？　顔色悪いわね、セツ」

			「……ああ、ちょっと思い出したくねぇやつの顔を思い出しちまっただけだ」

			「話を続けるが大丈夫か？」

			　俺は頭を振って悪い考えを払う。

			　別にやつが生きていると決まったわけでもねぇ、確証がないうちは気にしない方がいい。

			「ああ、続きを頼む」

			「分かった。それで俺たちはこいつに協力を求められたんだよ。シロネコはこの一帯じゃ最強に近いからな、こいつの役に立てるならってみんな食いついたよ」

			「それで避難したりしてたのね？」

			「ああ、結局みんなこいつが心配で隠れてたみたいだがな」

			　なるほど、だからすぐに取り囲まれちまったわけだな。

			「俺もお前らをシロネコに売っちまった、宿の亭主としては最低だったと思う。すまなかったな」

			「それはもういいんだが……にしてもやけにシロネコの肩を持つやつが多いような気がしたんだが……」

			「妹のミネコも関わってるからな。シロネコとミネコは抜群に息が合っていてな。二人がタッグを組めば、獣王様に傷をつけられるほどだ」

			　ほぉ……そりゃすげぇな。

			　獣王に傷をつけられるってことは、この世界においてＳＳＳ級以上の実力があるということの証明になる。

			　人間の国であるディスティニア以外のこの世界の王は、両方とも規格外だからだ。

			　二人にはＳＳＳ級数人がかりでかかっても、おそらく倒せない。

			　そしてＳＳＳ級一人じゃ傷すら負わせられないんだ。

			　ここまで言えば、二人の実力は分かるだろう。

			　まあ俺はそんな王が二人がかりできても負けるつもりはないが、それでも無事とは行かないだろう。

			「二人で最強となれば、俺たちも両方を尊敬するしかねぇだろ？」

			「まあ……そうだな」

			「とりあえず彼女に脅(おど)されている限りは、シロネコは自由になれねぇ。……ある日突然病気が治ったりするなら、話は別だろうが」

			「……」

			　俺は黙って立ち上がり、シロネコへと歩み寄る。

			　規則正しい寝息をたてている目の前の少女は、まだ成熟しきっていない幼さの塊だ。

			　俺はそれをすっと抱える。

			　お姫様抱っこってやつだな。
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			　それにしても軽い、なのにどうして強いのだろうか？

			　多分俺はこの世界に来て何度もこの疑問を抱いただろう。

			　旅の仲間だったエルカやティア、魔王であるデザス、弟子のアリゼ。

			　どいつもこいつもどこにあんなパワーを持っているのだろうか？

			　ん？　リヴァイア？　本体はそれに似合った質量を持ってるからノーカンです。

			「なあ、こいつらの家ってどこにある？」

			「ま、街外れにあるが……シロネコをそこへ運ぶ気か？」

			「ああ。ちょいと気になることもできたからな。リヴァイア、行くぞ」

			「ええ……」

			　空は薄らと白み始めている。

			　だいぶ話していたようだな、夜が明けちまいそうだ。

			　幸い、もともと大した睡眠をとる必要もない体だからか、寝てなくても眠気はない。

			「今から歩き出しゃ、その妹が起き出す時間くらいには着けんだろ」

			　どうせ起きてねぇだろうから、急ぐ必要はねぇ。

			　けど……考えたいことがいくつかある。

			　整理するためにも少し歩きたい。

			「んじゃ亭主、俺たち行くわ。まさかお客を売っておいて金は取らねぇよな？」

			「へっ……まあな」

			　ちっ、逃げられたか――――とでも言いたげな表情で顔を背けられた。

			　その商売根性はなかなかのものだと思うぞ？

			　俺とリヴァイアは苦笑いを浮かべつつ、宿を後にする。

			　腕が疲れるからお姫様抱っこをやめてシロネコを背負い、静まり返った街を歩く。

			「どうしてその子の家に向かうの？」

			　横を歩くリヴァイアが、シロネコの寝顔をのぞきながら聞いてくる。

			「……俺だったら、その妹を助けられるかもしれねぇと思ってな」

			「はぁ……そういうことね」

			　俺の答えに呆れたようにため息をつかれてしまった。

			　それもそのはず、数日前にあまりやるなと言われたことを、再びやろうとしているのだから。

			「もう止めないわよ……無駄みたいだしね……」

			「わりぃな。でも――――一つの家族を守ってやるくらいいいだろ？」

			　目の前で苦しむ家族を見捨てることは、できねぇよな。

		

	
		
			32　動かざるを得ない

			　

			「あれ……私……」

			「よお、起きたかよ」

			「!?」

			　朝の空気の中、俺の背中で揺られていたシロネコが目を覚ます。

			　寝ぼけ眼で辺りを見渡し、自分が俺に背負われていると分かると、その可愛らしい目を限界まで見開き、ビクンとした反応の後、硬直した。

			「なぜ……お前が？　戦いはどうなって……」

			「勝敗はお前の負け。んで、てめぇが気絶した後、ある程度の事情は聞かせてもらった。なんでも妹がいるらしいな？」

			「……まさか妹に手を出すつもりです!?　それだけは――――」

			「さすがにしないから落ち着いて？」

			　暴れそうになったシロネコを、俺の横を歩いていたリヴァイアが押さえつける。

			　俺もこいつの足を抱えている腕をギュッと絞めてより強固に固定した。

			　強(きよう)靭(じん)な力に押さえつけられたシロネコは、さすがに敵わないと理解したようで、徐々にその体から力を抜く。

			「私たちを……どうする気です……？」

			「別にどうもしねぇよ。それともあれか？　どうにかして欲しいのか？」

			「そうじゃないですっ！　でも私はあなたの命を狙ったのです……」

			「ああ、そんなことか……」

			　命を狙われたということを「そんなこと」と言ってのけてやると、シロネコは一瞬目を見開いたあと、目に見えて落ち込んだ表情になる。

			「私の襲撃など……恐るるに足りなかったということです……？」

			「ん？　ああ、まあそうだな」

			「っ……」

			　おい……そんな落ち込むことじゃないだろう……はっきり言い切った俺も悪いと思うけどよ……。

			　さらに暗いオーラを放ち始めたシロネコに、そうさせた本人から励ましの言葉なんて言えるわけもなく、呆れ顔のリヴァイアが代わりにフォローに入った。

			「……こいつはいろいろと規格外だから気にすることないわよ？」

			「それは……知っているです……」

			　知っている――――その言葉を聞いて俺は「やはりか」とため息をつきながら呟(つぶや)く。

			「シロネコ。俺たちはこれ以上お前が何かをしてこない限り、戦う気はねぇ。やろうってんなら満足するまで付き合ってやるが。めんどくせぇからそんな気は起こさねぇでくれると助かる」

			「はい……」

			「そんでまあ、一応俺たちは命を狙われたんだ。俺はともかくとして、リヴァイアなら傷ついていたかもしれねぇ。そういう危険性があったことを考えると、てめぇをこのまま逃がすわけにもいかないわけだ」

			　少し脅(おど)し気味に言えばちょっとはビビるかと思いきや、シロネコは強い意志のこもった目で俺を見てきた。

			　実力では敵わずとも気持ちでは負けないとでも言いたげだ。

			「どうもしねぇとは言ったが、それはあくまで肉体的な意味だ。暴力を振るったりはしねぇが……お前には俺の質問に素直に答えてもらいたい。それ以上は望まない、分かったか？」

			　シロネコはこくりと頷き、俺に先を促してくる。

			「よし……んじゃ単刀直入に。お前らを脅(おど)している親玉の話を聞きたい。そいつの名前は……なんだ？」

			「……あの人は、仲間からトーマと呼ばれていたです。私自身、あの人たちとそれほど親交は深くなかったですから、正確には分からないですが……」

			　彼女の口から飛び出した名前に、俺は思わず肩をがっくりと落とす。

			　あからさまにテンションを落とした俺に対し、二人とも何事かと視線を向けてきた。

			「どうしたのよ、いったい」

			「いや……一番最悪な予想が当たっちまったもんで落ち込んでるだけだ」

			　ティア、エルカ……お前らの言ってたことは正しかったよ。

			　グレイン、あいつ生きてるってさ、しかも変な組織を作って俺を狙ってきている。

			　どうする？　お前ら、俺はこの先やっていけると思うか？

			　今頃、ディスティニアの国で元気にやっているであろうお供三人の顔が浮かび上がってくる。

			　今だけでもいいから、あいつらに側にいて欲しい気分だぜ……。

			「もうほとんど絶望してるが……念のため聞く。そいつの容姿は？」

			「私たちと同じ黒ローブを着ているから……顔までは分からないです。でも小柄ですごく線が細くて、まるで女の子みたいです。あ、声も高かったです……」

			　ああ……確定だ。

			　人違いかもしれないというわずかな望みが、あっけなく砕かれる。いや……でもまさか本当に生きてるとはな。俺がこの手で止めを刺したってのもあって、いまだにその実感はわかない。

			　本来〈聖剣〉を持つものは、力を高めていくと不死性を得る。

			　致命傷を負ったとしても、その命の灯火が消える前に瞬時に再生し、寿命の概念や病の存在とも無縁となるのだ。

			　ゲームの勇者は死んでも生き返るだろ？　あれみたいなもんだ。

			　けれど、そんな化物勇者たちを殺す方法がある。

			　それが聖剣持ち同士、つまりは勇者同士で戦うということ――――。

			〈聖剣〉は〈聖剣〉によって壊すことができ、壊すと所有者から不死性は消える。

			　言い方を変えれば勇者の資格を剥(りやく)奪(だつ)されたようなもので、つまりはゲームの勇者みたいにゲームオーバーになっても、やりなおすなんてことができなくなるわけだ。

			　どういう原理かはよく分からないが、とりあえず〈聖剣〉はこの世界で相当な力を持っているということらしい。

			　それこそ……人を死と無縁にするほどには――――。

			　だが、この話。冬真の話も含めて明らかな矛盾がひとつある。

			　俺と冬真はお互いに〈聖剣〉を構えて戦ったんだ。

			　そして俺がやつを殺せたってことは、冬真の〈聖剣〉は確かに俺の〈聖剣〉によって砕かれたってことだ。

			　俺は覚えている、〈大食い〉があいつの心臓を突いた感触を……命を奪った感触を――――――。

			「――――セツ、大丈夫なの？」

			　不安げなリヴァイアの声で俺が思考の渦から現実へ戻ってくる。

			　心配をかけちまったことを軽く反省しつつ、俺は現時点で考えても仕方がないことをすべて記憶の隅に押しやった。

			　やつがどうやって生き返ったかなんて後回しだ、とりあえずは目の前のことを済ませてやる。

			「ああ……大丈夫だ」

			「そう……あ、シロネコの家ってあれじゃないかしら？」

			　いつもの調子に戻ったリヴァイアが指した方向には、ポツンと一軒家があった。

			　街から少し外れた場所にあるそれは、木々に囲まれ、少々孤立している感じが否めない。

			「あれです、あそこに妹も……」

			「ふぅ……ようやく着いたか」

			　朝焼けを過ぎて空がしっかりとした青みを帯び始めた頃、俺たち三人はシロネコの家に到着した。

			　シロネコの家の玄関へ向かい、木でできたドアをノックする。

			　反応はない。

			「妹は寝てると思うです。もうすぐ起きる時間です」

			「そうか。まあ入っちまってもいいよな？」

			「はいです」

			　俺の背中から降りたシロネコがドアの鍵を外し、扉を開けて三人で中に入る。

			　あまり新しい印象はなかった家だが、中は綺(き)麗(れい)に整頓されていて狭さはあるものの窮屈だと主張するほどではない。

			　家の中をキョロキョロと観察していると、奥にあるベッドの辺りを高速で何かが動いた。

			「ミネ――――…」

			「お姉ちゃんから離れて、人間!!」

			　シロネコが何か言おうとしたのを遮(さえぎ)り、高速で動く何か……いや、黒髪をなびかせた猫族の少女が、鋭さを極めた爪を振り上げ、俺に向かって飛びかかってくる。

			「おっと……」

			　突然のことで一瞬思考が止まったが、瞬時に反応した体が振り下ろされた腕を掴み、足を払って床に組み伏せることに成功した。

			　軽く体重をかけ、体の自由を奪う。

			「くっ……」

			「落ち着くですミネコ、その人たちは悪い人じゃないです」

			　シロネコがこの組み伏せた少女を諭すように言うと、抵抗してきた強い力が弱まっていく。

			「……お姉ちゃんがそう言うなら……」

			「こいつがお前の妹か？」

			「はいです、妹のミネコです」

			　いや、どう見てもシロネコの方が妹なんだが。これは突っ込んだらダメなのか？　ふとリヴァイアを見ると、無言で首を振ってくる。

			　なるほど、女的にはダメらしい。

			「悪かったな、こんなふうに組み伏せちまって……よっと」

			　抵抗が完全になくなったのを確認して、俺はミネコの上から退く。

			　拘束がなくなった彼女は、服の埃を払いながら立ち上がった。

			「俺はセツ、こっちはリヴァイアだ」

			「ミネコです。シロネコお姉ちゃんの妹で――――――ゴホッ！　ゲホッ！」

			「!?」

			　互いの自己紹介の途中、急にミネコが苦しそうに胸元を押さえ、膝から崩れ落ちてしまった。

			　そうだった、確かこいつは体が弱っていく病にかかっていて――――。

			「ミネコ！　暴れたからです！　すぐにベッドで安静にしてるです！」

			「ご、ごめんなさいゴホッ……お姉ちゃん……ゴホッゴホッ……」

			　シロネコがミネコに肩を貸し、奥のベッドへ横たわらせる。

			　苦しそうに咳き込む彼女に水を飲ませると、苦しそうな表情は徐々に薄れ始めた。

			「……こりゃ思ったよりも進行してんのか……？」

			「そうね……あの程度の運動量でこれだものね……」

			　横たわったミネコを見て俺たちは言う。

			　いまだに少し苦しげな表情が残る彼女を、必死に看病するシロネコ。

			　こんなん見たらめんどくさがりの俺でもさすがに――――。

			「動かざるを得ないよな……」

		

	
		
			33　不意打ち

			　

			「ごめんなさいです……ミネコはあまり人間を信じていなくて……」

			　彼女の看病をするシロネコが、先ほどのミネコの行動の弁解をする。

			　気にしていないと伝え、俺は横たわるミネコの容態を観察した。

			　咳は収まりつつあるものの、呼吸は荒く顔色は優れない。

			　病が相当進行していることは確かだ。

			「……なあ、もしその病気を治せるかもしれねぇって言ったら……どうする？」

			「っ!?」

			　そう問うと、ものすごい形相で振り返ったシロネコが俺に掴みかかってきた。

			「そんなことできるんです!?　お願いするです！　ミネコを助けてくださいです！」

			　俺の服を掴んで懇(こん)願(がん)する顔は、先ほど俺と戦った勇敢な獣(じゆう)人(じん)の戦士の顔とは異なっていた。

			　今あるのは家族を思う純粋な少女の顔――――俺は前に一度だけこれと同じものを見たことがある。

			『お願いユキくん！　助けて！』

			「――――ああ、助けてやる……」

			　かつて自分を頼って助けを求めてきた幼(おさな)馴(な)染(じみ)と、今のシロネコの姿がぴったりと重なる。

			　俺は安心させるためにその頭をひと撫でし、ミネコの枕元に立った。

			　ニキビ一つない綺(き)麗(れい)なデコに手を滑らせ、その体を蝕む病の元を探る。

			「光よ、邪悪なる存在を暴け――――――〈光の解析(ブレイクライト)〉」

			　詠(えい)唱(しよう)ありで、主に健康状態を調べる魔法を放つ。

			　詠(えい)唱(しよう)をする余裕があるときはできる限りした方がいい。

			　何においても無(む)詠(えい)唱(しよう)よりも効果が期待できるからだ。

			（……ん？）

			　光を体内の魔力や血液に流し、病の元にたどり着こうと試みたが、一向に何も見えてこない。

			　というか……全体的に黒い靄のようなものが全身をまるで侵食するがごとく存在し、肝心の大本が全く見えてこなかった。

			（この感じは……ちっ、マジかよ）

			　ミネコを蝕んでんのは、病なんて生易しいものじゃない。

			　もっとドス黒くおぞましいもの……冬真(あいつ)の――――。

			「〈呪術魔法(カーストマジツク)〉」

			「ちょ、ちょっと待つです！　それって……」

			「？　何よその〈呪術魔法〉って」

			〈呪術魔法〉――――冬真の使う、勇者としてはあるまじき効果を持つユニーク魔法。

			　対象と接触するだけで、自分の作り出した〈呪い〉を相手に与えることができる。

			〈呪い〉の種類は様々で、動きを束縛する呪いから、それこそ病のように体を蝕むものまで何でもありだ。

			　万能故に大量の魔力をコストとして使用するため、連続使用が難しいのが救いだが、そのデメリットを含めても余りあるメリットが存在する。

			　一回呪いをかけちまえばもう解く手段はほとんどない。

			　数十人の光魔法のスペシャリストを集めて、全員で浄化魔法をかけ続ければ何とかなるかもしれないが……。

			「あの野郎……薬を渡しといてその病気の原因は自分じゃねぇか。シロネコ、ちょっとミネコの薬を見せてくれ」

			「こ、これです……」

			　渡された小瓶には黒い粒がいくつも入っている。

			　取り出して匂いを嗅いでみると、日本にいたときよくお世話になった正〇丸と同じ匂いがした。

			「――――って丸っきり正露〇じゃねぇか、舐めやがって!!」

			　手の中にある小瓶を外目掛けて投(とう)擲(てき)してやる。

			　開いていた窓からそれは飛び出していき、見えなくなると同時にパリンとガラスが砕ける音がした。

			　なぜ日本の物を、あいつが持ってるのかは気にしないでおく。

			「ちょ……いいの!?　あれミネコの薬なんじゃ……」

			「あんなもんは病気に効く薬だ！　〈呪い〉には全く効果がねぇ！」

			　呪いはやばい、特に冬真の呪いだけは絶対に食らっちゃいけない。

			　受けたら最後、身動きが取れなくなった体を好き勝手蹂(じゆう)躙(りん)されちまう。

			　非難の目を向けてきたリヴァイアも、〈呪い〉という言葉を聞いて押し黙った。

			　こいつは〈呪い〉のことをよく分かっていないようだが、俺がこれだけ取り乱すという点からその危険性は分かったようだ。

			「そんな……私は今まで何のためにあの人に従ってたです……？」

			「……」

			　シロネコにかけてやれる言葉がない。

			　良かれと思ってしていた行動が、仇(あだ)とはなっていなくとも何の意味もなかったと分かったのだ。

			　薬をわざわざもらう必要なんてなかった。

			　薬をもらっていたところで、ミネコは助からなかったのだから……。

			　それがはっきりと分かってしまったシロネコは、ミネコの寝ているベッドに手をつく。

			　今にも悔し涙を流しそうな彼女が見てられず、俺はもう一度ミネコに向き合った。

			「治……せる……です？」

			　目に涙を浮かべたシロネコが、縋(すが)るような視線を向けてくる。

			　俺はその頭をもう一度撫で、安心できるようにニカッと笑いかけてやった。

			「ああ、任せとけ」

			　頭から手を離してやり、俺は虚空に手をかざした。

			「――――〈大食い〉」

			　突如、空間が破れる。

			　虚空に空いた穴からは禍(まが)々(まが)しい魔力が吹き出し、部屋に充満していく。

			「うっ……」

			　その魔力に影響され、リヴァイアとシロネコの体がその場に崩れ落ちた。

			　二人には刺激の強すぎる魔力が吹き出しているということだ。

			　屋外ならば魔力は拡散してくれるためこんなことにはならなかっただろうが、生憎室内の魔力は篭もりやすい。

			　大量に吹き出した禍(まが)々(まが)しい魔力が屋内に篭もり、二人の顔色を悪くしていく。

			　これはちゃっと終わらせねぇとこいつらが危ないな。

			「おら、出てこい」

			　虚空の穴から、突然剣の柄が飛び出してきた。

			　それを握って引き抜いてやると、中に溜め込まれていた魔力たちがズルズルと持ち手に引かれていき、禍(まが)々(まが)しい宝石と歪(いびつ)な造形で出来た鍔と、刃を作り出していく。

			　少し歪(ゆが)んだ刃には、口のような切れ込みが入っており、周りを不気味なオーラが漂っていた。

			　ここにあるのは邪悪ではなく単純なる〈欲〉、ただすべてを貪り尽くしたいという、〈異形型〉の聖剣〈空腹の牙(ハングリーフアング)〉の食欲だ。

			　むき出しの欲に慣れていない者は、この欲を異形と認識し、無意識に拒否反応を起こしてしまう。

			　今のリヴァイアとシロネコがまさにそれで、体が無意識にこの刀から離れたがっている。

			　できることなら、この欲の塊である魔力にもなれて欲しいところではあるが、何度か見ているリヴァイアですらこのザマなため、とりあえずすべて後回しだ。

			「今は――――食事の時間だ」

			　俺は〈大食い〉をミネコの体に深々と突き刺す。

			　肉を貫く感触は一切なく、俺の刀は簡単に彼女の体に突き立った。

			　シロネコが目を見開いて俺を見てきたが、俺はそのまま呪いを食す。

			　ミネコの呪いが薄れていく度、〈大食い〉の腹が膨れる。体の隅々まで口が巡っていき、呪いの何もかもを食い尽くしていった。

			〈大食い〉……正式名称〈空腹の牙(ハングリーフアング)〉は、何度も言うようだが、そのままの意味でなんでも食べる。

			　無機物から有機物、気体から液体、魔力や精神力……それこそ命まで――――。

			（やっぱり俺は好きになれそうにないわ）

			　強(きよう)靭(じん)な呪いをものともせずに噛み砕いていく自分の聖剣魔剣を見て、俺はつくづくそう思う。

			　理不尽すぎる。

			　目の前に何が来ようと喰らい尽くすこれは、理不尽の塊といってもいい。

			　正義だろうが悪だろうが関係なく食っちまうこいつを、一応は勇者として召(しよう)喚(かん)された俺に使う資格はあるんだろうか……？

			　――――まあ使うけど。

			　使えるものを使わないなんて馬鹿だ、宝の持ち腐れだ。

			　勇者らしくなんて糞くらえだ。

			　非人道的なんて知ったことか。

			『――――君には自分の意志を押し通せる理不尽さ、力があるんだ。使わなくてどうするの？　もっと自由に振るわなきゃ！』

			「……まさかこの呪いをかけた本人の言葉をここで思い出すなんてな……」

			　俺と同じような理不尽な力を持つあの男の娘野郎の顔が浮かび上がってくる。

			〈大食い〉でも食えないような笑みを浮かべるあいつに一泡吹かせてやるために、俺は最後の最後、頭の天辺からつま先まで、一つ残らず呪いを食い切ってやった――――。

			　

			　

			「すごい……体が軽い……」

			「調子はいいか？」

			「すこぶるいいです。体中に力が満ちていく感じがします！」

			　あれから数分。呪いを完全に食い切ったことで、ミネコの体が弱っていく現象は止まった。

			　落ちた体力なんかは回復ポーションを飲ませることである程度取り戻し、起き上がって歩き回ることが苦ではなくなるくらいまでには回復したようだ。

			「よかったです……ミネコ……本当に……ううっ」

			「あーもう！　あんまり泣かないでお姉ちゃん！」

			　元気になったミネコが、喜びで泣きじゃくるシロネコの頭を撫でてあやし始める。

			　やっぱりどう見ても姉と妹が逆に見えるんだが、どうしても突っ込んじゃダメか？

			「ご苦労様」

			「おう……」

			　リヴァイアが俺の隣に並んで、労いの言葉をかけてきた。

			　さりげなく俺の手を取り、半分ほど失った魔力に自分の魔力を足してくれる。

			　暖かい魔力が流れ込んできて、その心地よさにわずかにあった疲労の色はどこか遠くへ飛んでいった。

			　今回、〈大食い〉に呪いを食わせたところ、なんとコイツの腹が六分目ほどまで埋まってしまった。

			　それだけやつの呪いは強固で、根強かったということなんだろう。

			　余った分を俺の魔力半分で補えたのはかなり助かったが、改めて呪いの対策を立てなければいけないかもしれない。

			〈大食い〉――――〈空腹の牙(ハングリーフアング)〉には、満腹になるまで止まらないという代償の他に、満腹になると効果を失うというものがある。

			　当然だ、なんたって腹がいっぱいなんだから。さらに詰め込むことなんてできない。

			　この弱点から考えると、この規模の呪いを食えるのはせいぜい二回までってことになる。

			　ほんの数分で再び空腹になることにはなるのだが、仮に戦闘中であった場合、確実にそんな猶(ゆう)予(よ)はない。

			　何かしら呪いを回避できる方法さえあれば解決なんだが、まあそんなに甘くはない。

			「――――ま、今は小難しいこと考えなくてもいいよな。どうだシロネコ、これでお前は冬真の野郎に付き合う必要はなくなったわけだし、もう俺たちを襲ったりしねぇよな？」

			「はいです……ぐすっ……本当にありがとうです……」

			　泣きながら礼を言うシロネコを、ミネコが「よしよし」なんて言いながら背中を撫でている。

			　これでこいつらはまた仲良く暮らしていけるだろう。もう二度とおかしな連中に利用されねぇといいが……。

			　何はともあれ、俺たちもこれで獣王のもとへ向かえる。少し疲れたから出発は明日にでもするか。

			「――――困るんですよね、こんなふうに簡単に解決されては……」

			「っ！　お姉ちゃん危ない！」

			「え？」

			　視界の隅に……一瞬だけ、飛来する何かの姿が映った。

			　黒光りするその何かは複数。

			　それらは完全なる不意打ちの形でシロネコとミネコに襲いかかる。

			　俺やリヴァイアすら一瞬反応できなかった致命的な不意。

			　それでも反射的に俺は腕を振り、いくつかのその何かを弾き飛ばす。

			　何かがぶつかり合い、響き渡るは金属音。

			　俺の意識はその音より、逃してしまった残りのそれに対して向いた。

			　シロネコからは完全な死角、ミネコにはかろうじて見えるかといった位置にそれはあった。

			　ミネコがシロネコの体を突き飛ばす。

			　彼女らへと向かっていた何かは、シロネコが床に倒れこむ瞬間と同時に……。

			　深々とミネコの胸へと突き刺さった。
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			「――――っ！　外だ！」

			　俺は思わず叫ぶ。

			　気を抜いたことでできた完全な不意を突かれてしまい、少なからず俺は動揺していた。

			　黒い何かが飛んできた窓、そこから外へ飛び出す。

			　第二波を撃たせないための行動だったが、幸いなことにそれはなかった。

			　まだ正午には程遠い時間、一番上まで登りきっていない太陽が照らす土の上に、そいつはいた。

			「おい……てめぇかよ、物騒なもん投げやがったのは」

			「その通りですが？　ああ、シロネコは仕留められませんでした……役立たずは早く始末しなければならないというのに……」

			　黒いローブを着た女が答える。

			　黒に黒を重ねたような髪を後ろで縛り、頭には犬の耳がある。

			　口元が黒い布で隠れており、素顔は確認できないようになっている。

			「あなたが私たちの主の愛しの人……私としては嫉(しつ)妬(と)で狂ってしまいそうなほどにあなたが憎いですが……主の命令故、あなたを拘束し連行したいと思います」

			「誰が捕まるか、真っ黒オンナ。てめぇの主に言っとけ、その女みてぇな顔をグッチャグチャに歪(ゆが)めてやるから待っとけってよ」

			「……前言撤回です。原形が分からなくなるほど痛めつけてから、連れて行くとしましょう」

			　女がローブを脱ぎさり、その全貌を見せる。

			　黒装束に網タイツのような履物、口元を隠していた布は頭の後ろで結ばれているようで、余った布が後ろへと流れていた。

			　これは日本ではお馴染みの……アレではないだろうか？

			「――――〈くノ一〉クロイヌ……参る」

			　日本に伝わる暗殺やスパイ活動を得意とした人種――――忍者。

		

	
		
			34　海化

			　

			「がふっ……」

			「ミネコ！」

			　ミネコの口から血が溢れ出し、その綺(き)麗(れい)な口元を赤く汚す。

			　彼女の胸に突き刺さっているのは、忍者と呼ばれる者がよく使う武器、クナイである。

			　そのひし形の刀身は半分ほど突き刺さっており、胸部の服を赤く染めていた。

			　口から血を吐いたということは、おそらく内臓にも少なからず傷がついているのだろう。

			（ダメ……っ！　この深さの傷じゃどうしようもできない……！）

			　突き立ったクナイを見て、リヴァイアは自分の回復魔法の能力を恨んだ。

			　せいぜい打撲や切り傷程度しか治せない彼女では、現状、役立たずとしてミネコを眺めることしかできない。

			「……セツしかない……！」

			　リヴァイアはミネコに何もしてやることはできないが、セツならば回復魔法でどうとでもできる。

			〈大食い〉の使用は不可能としても、彼ならばこの傷を治せるはずだ。

			　嬉し涙から一転、悲しみの涙を流すシロネコを置き去りにして、リヴァイアは窓から飛び出す。

			　ミネコを助けるには黒装束の女とリヴァイアが戦い、セツが彼女の治療に入るしかない。

			「セツ！　退きなさい！」

			　リヴァイアは地に足をつけると同時に、魔法を放つ。

			　小柄な人ならば飲み込んでしまうであろう大きさの水砲が、セツと黒装束へと向かう――。

			　

			　

			「はぁ！」

			「よっと」

			　あらゆる角度から飛んでくるクナイや手裏剣を、俺は黒丸を大きくひと振りすることで全て叩き落とす。

			「ずいぶんと粗暴な男ですね……ッ！」

			「そういうお前は粘着質な女だなッ！」

			　さっきからコイツの攻撃は俺の対応しにくい位置を的確に攻めてきやがる。

			　思い切って攻めようにもそれのせいで身動きが取りにくい。

			（いっそのことスルーしてなぎ払うか？）

			　別に当たったところで大したダメージはないんだが……さすがに眼球なんかに当たってしまえば俺でもただじゃ済まない。

			　向こうもそれが分かっているのか、何本に一本が顔面を狙ってきている。

			　ほんと気持ち悪い攻め方をしてきやがる。

			　ネチネチと気持ち悪い。

			「っち……やっぱりダメージ覚悟で――――」

			「――――セツ！　退きなさい！」

			　反射的に横へ跳ぶ。

			　すると後方から水飛沫を撒き散らしながら、巨大な水弾が飛んでいった。

			「なっ……くっ……〈炎(えん)術(じゆつ)・厚(あつ)壁(へき)〉!!」

			　真っ直ぐとクロイヌへと向かったその水弾は、彼女の目の前に出現した炎の壁に命中し、水蒸気を辺りに撒き散らす。

			　煙のように漂うそれのせいでクロイヌの姿が見えない。

			　代わりに俺の近くに来たのは、おそらくさっきの水弾を撃ったであろうリヴァイアだった。

			「あぶねぇことしやがる……俺に当たってたらどうする気だったんだよ」

			「当たっても死にはしないでしょ。それより交代よ。あなたはミネコの治療に行ってあげて、あの犬っころは私がやるから」

			　俺は後ろを振り返り、シロネコの家の中へと目を向ける。

			　この距離でも分かる出血の量、確かにあれじゃリヴァイアが真顔で飛び出してくるわけだ。

			「……そうだな。ミネコは俺に任せろ、だから犬は任せたぞ。やつは魔力でおかしな技を使うみてぇだが……」

			　さっきの炎の壁は、炎系魔法を使う際の魔力の流し方と異なっていた。

			　まともな魔法ではないことは確か……まあ忍者が使う術なんて忍術くらいしかねぇと思うが、この世界に忍術なんてあったっけな？

			「わかってるわよ。あなたはさっさとミネコのもとへ行きなさい、私はあの犬っころを倒すから」

			「……油断すんなよ？　今のお前は――――――」

			「誰に言ってんのよ、私は海神よ？　ちょっと変な術が使えるだけの犬になんか負けるわけないじゃない。さっさと行って？」

			「はっ……分かったよ」

			　俺はその場で踵を返して家へと戻る。

			　リヴァイアが負けるとは思わない、だが苦戦はするだろう。

			　ミネコの傷をさっさと治しリヴァイアの加勢に向かうため、俺は窓からシロネコの家へ飛び込んだ。

			「おいシロネコ！　手ぇどけろ！」

			「……え？」

			　ミネコを抱き抱えて、なんとか血を止めようとしているシロネコから彼女の体を奪い取る。

			　呆然としているシロネコをよそに、俺は刺さったクナイに手をかけて、一気に引き抜いた。

			「ごふっ……」

			「ミネコ！」

			　その瞬間さらなる量の血が口から吹き出て、俺たちの服を汚す。

			　俺はゴポッと血が溢れ出した傷口に手を当て、治療に取り掛かった。

			「〈完全回復(パーフエクトヒール)〉！」

			　押さえた手に強烈な光が宿り、ミネコの体に注がれていく。

			　思っていたより傷が深刻だ。

			　心臓は無事だが、肺が片方やられてしまっている。

			（おまけに〈再生阻害〉つきかよ……っ！　こりゃちょいと時間取られそうだな……）

			　再生阻害と呼ばれている能力は、その名の通り、負わせた傷の治りが遅くなるというものだ。

			　武器に魔力をまとわせることで発動でき、暗殺者の必須技術でもある。

			　本来〈完全回復〉をかけてしまえば、死んでない限りは一瞬で治してやれるのに、再生阻害で受けた傷の場合は治りが悪く、いつもの数百倍、数千倍は時間がかかる。

			「あの犬っころ……ＳＳ級はあるな」

			　このレベルの〈再生阻害〉を武器につけられるのは相当実力がある証拠。

			　そうなると今のリヴァイアじゃ厳しいな、現状Ｓ級程度の実力しかないし。

			「セツ！　ミネコは大丈夫なんです!?」

			「……」

			　今のシロネコを加勢に向かわせたところで使い物にはならねぇよな……。

			「俺がこうしてる限りは死なせねぇよ。黙って見てろ」

			　どちらにせよ、さっさとミネコを治せば、俺があいつの加勢に行ってやれる。

			　傷が治りきるまで、まだ数分かかっちまうが――――。

			（それまで気張れよ、リヴァイア）

			　

			　

			（――――――とか……思われているのかしらね）

			　リヴァイアは水蒸気の向こう側から飛んできたクナイを水を纏(まと)わせた手のひらで弾きながら、現在のセツの思考を予想する。

			「……あなたの魔力、そしてその気高さ。海神リヴァイアとお見受け致しますが、なぜにこんなところに？　そしてなぜあの男に手を貸すのです？　海にいてこその海神でしょう」

			「あの男には借りがあるのよ。それにあのまま姉妹離れ離れなんて可哀想だしね。あと、別に海に私がいるわけじゃないわ。私がいるところが海なのよ」

			　水蒸気が晴れて姿を現したクロイヌに、リヴァイアは手から水弾を飛ばす。

			　クロイヌはクナイを取り出しながら駆け出し、銃弾ほどの大きさの水弾をそれで弾きながら彼女に迫る。

			「正面からの攻撃など当たりません!!」

			「っ！」

			　一瞬で間合いを詰めたクロイヌは、目を見開くリヴァイアの喉元を斬りつけた。

			　血が吹き出し勝敗が決したかと思われたが、彼女の喉から吹き出したのは透明の液体。

			「変わり身!?」

			「セツでもあるまいし……まともに正面から勝負するわけないじゃない！」

			「――――――っ！」

			　水で作られていたリヴァイアの体が弾け、その後ろにいた本体がクロイヌの胴に掌底を放つ。

			　裏をかかれたためにガードが間に合わず、彼女の手のひらはやすやすとクロイヌの腹にめり込んだ。

			「がっ……」

			「もう一発っ」

			「なめ……るな!!」

			　もう片方の手が打ち出されるが、それは手をクロスさせることで防がれる。

			　しかし、

			（お、重い……！）

			　クロイヌが想像していたよりも、リヴァイアの掌底はかなり威力が高かった。

			　衝撃を殺しきれなかった彼女の体は、大きく仰け反りながら後ろへと突き飛ばされる。

			（海神が地上でもこんなに力があるなんて……）

			　クロイヌは同時にさらなる驚(きよう)愕(がく)すべき現実を受けていた。

			　海神の恐るべきところと言ったら、その無限に存在する海の水を使用した圧倒的質量での攻撃である。

			　しかも海神はどういう原理か海水に浸かっていると力が増すのだ。

			　怪力となったその龍の体から放たれる尾での攻撃は、水での攻撃並みに警戒すべきである。

			　だがそれは海水に浸かっているときの話。

			　現在海でもないこんな陸地では、海神にこんな力があるはずないのだ。

			「なぜ……ん？」

			　クロイヌは反った体を利用して地面に手をつき、バク転の要領で体勢を立て直して着地する。

			　その際にわずかに感じ取った違和感、地についた足から先ほどまでとは確実に違う何かを感じる。

			「これは……ぬかるんでいる!?」

			「あら、気づかれてしまったわね」

			　靴が体重で地面にめり込み、その下からジュクジュクと茶色く濁った水が滲み出している。

			　そして犬族であったがためにクロイヌの鼻を刺激したのは、その水から漂ってくる微かな潮の香り…………。

			「海水がないなら、私が作って広げればいいだけの話よ。私もなんで今までこの方法に気づかなかったのかしらね？」

			　

			　めちゃくちゃだった。

			　クロイヌは神と名のついた存在の力量を測り間違えたことを後悔した。

			　すでにぬかるみは辺り一帯に広がっており、染み出す水の量はどんどん増えていく。

			「これなら少しくらい戻っても大丈夫よね」

			　そう言ったリヴァイアの姿が変化する。

			　腕にウロコが浮かび上がり、肩から先が歪(いびつ)な、龍の腕へと変貌する。

			　細い女の体とは、少々バランスのとれないその大きな青色の腕ではあるが、確かな力強さを感じさせていた。

			　

			「セツの加勢を待つまでもないわ。あなたはここで私が倒す、海神の名にかけて」

			　そう言った少女の姿をした海神の迫力に、クロイヌは一瞬体を震わせた。
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			35　海神VS黒犬

			　

			「はぁ!!」

			「くっ……」

			　海神が振るった腕を、クロイヌは後ろへ飛んでかわす。

			　しかし――――――。

			（で、デタラメだ……！）

			　その巨大な腕の風圧のせいで体勢を崩し、クロイヌはみっともなく転んで、ぬかるんだ地面で体を汚した。

			　いや、それはすでにぬかるみとは言い難い。

			　もはや膝の位置まで海水が満たしており、歩行が辛いと感じるほどである。

			「ほらほらぁ！　その程度でこの海神リヴァイアに挑もうなんて片腹痛いわよ！」

			「ちっ……舐めないでください!!　〈水術・監獄〉！」

			　クロイヌは立ち上がり、水に手をつけて魔力を流し込む。

			　するとリヴァイアの周りの水が吹き上がり、瞬く間に彼女を囲う牢屋が完成した。

			「私の〈忍術〉には特殊な魔力が練り込まれています。魔術ではそう簡単には打ち消せませんよ」

			「ふーん……」

			「そして――――〈雷術・刺創〉!!」

			　クロイヌの手にバチバチと帯電している雷の槍が現れる。

			　上がり続ける水位の中、彼女は底の地面を蹴(け)り上げ、飛び上がりながら、その槍をリヴァイアへ向けて投げ放った。

			「海水は電撃を通しやすいと聞いたことがあります!!　これで海神も終わりです！」

			「……甘く見られたものね」

			　迫り来る槍を気にする様子もなく、リヴァイアは虚空へ向けて異形化していない方の腕をひと振りした。

			　すると水の牢は何の抵抗もなく形を崩し、彼女の周りで渦を巻き始める。

			「海水は私の一部のようなものよ。操るために魔術なんて使う必要もないわ」

			　渦を巻いていた海水は、槍を受け止めるように動いて広がる。

			　真正面から突撃してきた槍は、その分厚い水の層で威力を落とされ水の中で静止した。

			「なっ……しかし水が少しでもあれば電流が――――」

			「だから海水なんて私の思い通りだって言ったでしょ？」

			　リヴァイアの周りには……乾ききった地面が広がっていた。

			　まるで柵でもあるのかと思わせるように、水はその乾いた大地に浸入することができないでいる。

			「海水でぬかるんだ水なら、それを取り除けば乾くでしょ」

			「っ……」

			「ほら、今度はあなたが危ないわよ？」

			「……ハッ!?」

			　クロイヌは気づいた。

			　現在も槍は電気を発しているということに。

			　そして、自分の下の海水にも電流が流れているということに。

			「まずい……っ！　〈炎術・大砲〉!!」

			　激しく燃え盛る巨大な玉が、クロイヌの手によって海水に落とされる。

			　水が蒸発する音とともに水蒸気が彼女を包み込んだ。

			　視界は塞がったが、勘を頼りに真下に足を伸ばすと、足が地面に触れて再び宙に飛び上がることに成功する。

			「へぇ……火炎で地面を乾かしたのね。やるじゃない、自分の技で墓穴を掘りかけたくせに」

			「なに余裕そうな顔をしているのですか!!」

			　クロイヌはカッとしながらも集中してクナイを投げつける。

			　先ほどは想像以上のリヴァイアの強さに動転し、自分の首を絞めるような一撃を放ってしまったが、本来忍者という職種故の冷静さを持つクロイヌは徐々に自分のペースを取り戻しつつあった。

			「ふん」

			　迫り来るクナイを水を操って叩き落としたリヴァイアが、クロイヌに視線を向ける。

			　しかし彼女はすでに空中から消えていた。

			「っ!?」

			　突如真横から襲いかかってきた数本のクナイを、本来の姿に戻した腕で反射的に叩き落とす。

			　続いて別方向からクナイが飛んできて、リヴァイアは身を捻ってそれをかわした。

			　さらに別の方向から、そのまた別の方向から、クナイが彼女に襲いかかってくる。

			　しかしクロイヌの姿は見えず、わずかに水を蹴る音が聞こえるだけであった。

			「っち！　小賢しいわね！」

			　初めはかわしていたリヴァイアであったが、一向に終わる気配のないクナイの応酬に痺れを切らし、龍の腕でまとめてなぎ払った。

			「迂(う)闊(かつ)ですね！」

			「っ！」

			　なぎ払った腕、それを振り切ったあとの一瞬、そこに生じる硬直によってできた隙にクロイヌは飛び込んだ。

			　ガラ空きの胴にクナイを突き立てんとする彼女にリヴァイアは驚き、さらに対応が遅れる。

			　しかしそこはさすが海神と言ったところか。

			　思考よりも先に本能が働き、まだ人間の腕の方を防御のために胴の前へと持ってきた。

			　この対応に足りない点があったとするならば、それは彼女の腕がまだ龍の腕に戻っていなかった点だろう――――――。

			「ぐぅ……」

			　肘よりも手首寄りの位置に深く刺さったクナイは、その進行を止めず、リヴァイアの脇腹へと到達した。

			　腕のガードがなければ、いくつかの臓器を傷めていただろう。

			　その点、先端だけで止めることができただけ、ガードは役に立ったと言える。

			「これも防ぎますか……しかし！」

			「ぎっ……」

			　クロイヌが突き刺したクナイを思いっきりひねり上げる。

			　その度腕から血が噴き出し、その下にある脇腹からも一層大量に赤い液体が流れ始めた。

			　龍の姿であるときであれば、この程度の傷はほんのかすり傷程度で済ませることができる。

			　しかし人型のときは違う。

			　腕と脇腹が発する激痛により意識が飛びかけ、リヴァイアは懸命に歯を食いしばって耐えた。

			「音を上げませんね……っ！　ならさらに深く――――」

			「調子に……乗るなッ！」

			「ッ！」

			　痛みに耐え、リヴァイアが龍の腕を振り下ろした。

			　たまらずクナイから手を離し、回避行動を取ったクロイヌであったが、ヤケクソ気味に放たれた振り下ろしの勢いによって、大きく後ろへと吹き飛ばされた。

			「やってくれたわね、犬っころ……つぅ」

			「ずいぶんと失礼なことを言ってくれますね」

			「失礼なことをしてるのはあなただけどね……私、神よ？」

			　リヴァイアは突き刺さったクナイを痛みを堪えながら引き抜き、辺りへ放り投げた。

			　そして足元の海水を操り、傷口に当てる。

			　すると傷口から泡が噴き出し、徐々にその穴を縮めていく。

			「……再生阻害付きとは厄(やつ)介(かい)なことしてくれるじゃない」

			　海で絶対的な強さを誇る彼女は、海水に浸かっているだけでその身に受けた傷を治すことができる。

			　それは〈完全回復〉には及ばぬものの、自己再生という能力で、言わば不死属性のアンデット系の魔物に匹敵するのだ。

			　そんな驚異の再生能力をもってしても、再生阻害を上回ることはできない。

			　せいぜい血を止めるだけで精一杯だった自分の体を見て、リヴァイアはそっとため息をついた。

			「それにしてもずいぶんと速いのね、あなた。目で追うのがやっとだったわ」

			「追われていたことに驚きですよ。高速移動は私の専(せん)売(ばい)特(とつ)許(きよ)だと思っていたのですがね」

			　クロイヌが水の上に立って…………言う。

			　どうやら彼女の靴に秘密があるようだが、リヴァイアは気づきようがない。

			「そんなこともできるの」

			「忍者たるもの適応力が必要なもので」

			「そのニンジャっていうのはよく分からないけど……とりあえず次はこっちの番よね？」

			「っ！　なに!?」

			　突然クロイヌが立っている海水面から、触手のように蠢(うごめ)く水が彼女の足首に絡みついた。

			　その場から離れようとするも、絡みつく水がまるで接着剤にでもなったかのように動かない。

			「暴れる犬は繋ぐに限るわ……そして、これでも食らっときなさい」

			　リヴァイアが静かに龍の腕を天に掲げる。

			　するとクロイヌの真上に地面の海水が集まっていき、巨大な水球を作り出していた。

			「これは……困りました」

			　その水球の無(む)慈(じ)悲(ひ)な大きさに、クロイヌは諦めの表情を見せた。

			　足を縛り付ける水は一向に緩む気配を見せず、たとえ緩んだところで、すでに回避行動を取れる時間は残されていない。

			「――――〈シー・フォール〉」

		

	
		
			36　面白い話

			　

			　拘束されたクロイヌに特大の水球が叩きつけられる。

			　轟(ごう)音(おん)とともに高く水しぶきを上げたそれは、波紋となって海面を揺らした。

			「――――よく耐えたわね」

			「はぁ……はぁ……」

			　中心にいたはずのクロイヌは無事であった。

			　先ほどまで立っていた場所からはかなり吹き飛ばされているが、人体を平気で押しつぶすほどの衝撃を受けて、大した怪(け)我(が)もない。

			　リヴァイア自身、かなりの力を込めた技であったので、仕留められなかったことに驚きを隠せない。

			（っ……！　ギリギリで〈水術〉が作用したからいいものの……体力はごっそり持っていかれてしまいましたね……）

			　クロイヌは水球が衝突する直前、スレスレで〈術〉を発動させていた。

			　彼女の得意とする技である〈炎術〉、〈水術〉などの〈術〉は、謂わば対魔法用の魔法である。

			　例えば、火の槍を撃ち出す〈炎の槍(フレイムランス)〉という魔法があるのに対し、〈術〉はまず炎を創り出し、それを槍状に変化させて撃ち出す〈炎術・刺創〉という技がある。

			　ここで重要なのが、魔法は炎の槍を作る、撃ち出すの二つの手順が必要なのに対し、〈術〉は炎を作る、槍状にする、撃ち出すの三つの手順が必要になっているのだ。

			　これだけ見ると〈術〉が優れていないように見える。

			　しかしその工程のハンデが気にならないほどに、〈術〉には大きな強みがあった。

			　それは〈炎〉を操れるという点。つまり、〈炎術・刺創〉を撃つ際に、何も自分で創り出した炎を使わなくてもいいのだ。

			　自分の周りに火があれば、それを操り槍を作り出すことも可能。

			　そしてそれは、相手が撃ちだした魔法も例外ではない。

			　相手の火炎を操り撃ち返したり、創り出した水球を頭上で爆散させたり、雷を跳ね返し自滅させたりなど、魔法に対して絶大な威力を発揮する技なのだ。

			　今回クロイヌは〈術〉を使い、水球の落下点を少しずらすことに成功していた。

			　ただしリヴァイアの技は魔法ではあるものの、彼女が司っている海の水での攻撃のため完全に操ることができずに、直撃をさけるだけで精一杯であった。

			　爆発にも匹敵する水の衝撃を受け、直撃ではないものの全身にダメージを蓄積させたクロイヌは、息も絶え絶えになんとか立ち上がった。

			　膝は震えているが、目はまだ死んでいない。

			　しかし現状ではどうしようもないこともまた事実であった。

			（くっ……これでは主様の命令に従いあの男を生け捕りにするどころか、シロネコの始末さえ満足にできません……）

			「仕留められなかったのは癪(しやく)だけど、どうやらもう終わりね」

			　立ち上がってから動かないクロイヌに向けて、リヴァイアは手を突き出した。

			　その手のひらに小粒の水があるところを見ると、それで心臓を撃ち抜こうとしているように思える。

			「悪いけど、私はセツのように命までは奪わないなんてことしないわ。ちゃんと……死んでね？」

			　一点集中で水滴が飛び出す。

			　高速で飛来するそれを、クロイヌはスローモーションのように見ていた。

			（参りましたね……ほんとに体が動きません）

			〈術〉もすでに間に合わない。

			　彼女はなすすべなく、自分の胸へと吸い込まれる水弾を眺めていた。

			「――――――おいおい、やられてんじゃねぇよ、犬娘」

			「なっ……」

			　クロイヌが驚きの声を上げた。

			　突然何者かの声がしたと思えば、目の前まで迫っていた水弾が海面へと叩き落とされる。

			　声の持ち主はいつの間にか彼女らの間に立っており、脇に二メートルはあるであろう槍を抱えていた。

			「あんた……なんで？」

			「へっ、さっきぶりだな、海神様よぉ」

			　リヴァイアは驚いた。

			　それもそのはず、声の主はリヴァイアにとってよく知っているというわけでもないが、少なくとも顔見知りではある男だったのだから。

			「なるほど……私たちは騙(だま)されていたのね」

			「騙(だま)したなんて人聞きのわりぃこと言わないでくれよ、俺は親切心で話をしてやったんだぜ？　おかげであの猫姉妹は救えただろ？　それにタダで宿に泊まらせてやったしな」

			　宿の亭主――――――セツとリヴァイアに情報を提供してくれたその男が、今彼女の前に立ちふさがっている。

			　不敵な笑みを浮かべているせいで、彼の不気味さが引き立っていた。

			「それで、あんたもシロネコたちの命を狙いに来たわけ？　返答次第ではあんたも沈めるわよ？」

			「おぉ怖っ！　海神が言うとシャレになんねぇな。まあ安心しろ、俺の目的はあんな猫たちじゃねぇ」

			「だったら？」

			「――――お前だよ、海神リヴァイア」

			　リヴァイアは自分の名前を出されたことで警戒心を強め、男を無言で睨(にら)みつけた。

			「驚かねぇところを見ると、薄々気がついたらしいな。まあ自分の価値が分かっていれば当たり前か」

			「……どこまで知っているの？」

			「教えてやる義理もねぇが、お前たちの使い方までなら知っているぜ」

			　不敵な笑みのまま男は言った。

			　リヴァイアは彼を睨(にら)みつけ、状況の悪さに奥歯を噛み締める。

			「さて、痛い思いしたくなけりゃ一緒に来てもらおうか――――」

			「――――――面白い話してんな、俺も混ぜろよ」

			「っ!?」

			　男がリヴァイアを連れて行こうと一歩踏み出した瞬間、黒い一閃とともに大きく水飛沫が上がった。

			　とっさにバックステップで跳び去った男はその何かの直撃を避けることに成功したが、水飛沫を全身で浴びて視界を塞がれる。

			「しまっ――――」

			「おらよっ!!」

			　舞い上がった飛沫を切り裂いた黒い線が、男の胴を浅めに切り裂き、赤い飛沫を上げさせる。

			　苦痛に顔を歪(ゆが)めた彼であったが、追撃が来る前にもう一度大きめのバックステップで距離をとった。

			「ッチ……もう治療は終わったのか？」

			「ああ、おかげさまで」

			　飛沫がすべて下に落ちると、そこには先ほどまでミネコの治療を行っていたはずのセツが立っていた。

			　宿の亭主だった男の腹から血が流れている。

			　もう少し深く切りつけるつもりだったが、思いのほか身体能力がいい。

			　ダメージは与えたが、戦闘不能までには程遠いと見ていいだろう。

			「やっぱりてめぇは黒ローブの仲間だったか、どうにも怪しいと思ってたぜ」

			「なんだそれ？　初めっから警戒していたとでも言いたいのか？」

			「ああ。お前のセリフがどうにも怪しかったからな」

			『とりあえず彼女に脅(おど)されている限りは、シロネコは自由になれねぇ』

			「宿屋で話を聞いているとき、正体不明の黒ローブの話をしていたはずなのに、お前は彼女と性別を指摘していた。なんらかの事情で性別を確認できていたのかもしれないが、疑うには十分な理由だったぜ」

			　要は、推理ドラマや小説にある『犯人にしか知りえない情報』というやつだ。

			　自分に疑いの目を向けさせないために無理して喋(しやべ)り、思わず――「頭を殴って殺すなんて……」などと、墓穴を掘ってしまうアレだと思っている。

			「はっはぁ……なるほど。そりゃ俺が悪かったわ。もう少し発言に気をつけるべきだった。だがそれがなんだ？　警戒ができたとしても、こうして俺の接近を許しちまってんじゃねぇか」

			「関係ねぇよ。どの道ここで俺がお前を潰すんだ。どうなったって結果は一緒なんだぜ」

			　黒丸を二、三回振り回し、片手で中段に構える。

			　視界の隅で体力を削られたクロイヌがまだ動かないことを確認し、俺は剣先を男へ向けた。

			「さて……来いよ」

			　この一瞬、この一瞬で、俺は巨大な大剣である黒丸を突き出し、男は体重を乗せた槍攻撃を放った――――――。

		

	
		
			37　危機

			　

			「ぐっ……」

			　男の槍が腕ごと跳ね上がる。

			　俺の一撃で弾かれて手を離さなかったことは予想外だったが、隙であることには変わりない。

			　ガラ空きの胴を蹴(け)り飛ばし、リヴァイアが戦闘を止めたため水位が下がり始めた海面へ転がす。

			「で、デタラメな怪力だな……」

			「よく言われる。てか休んでる暇ないぞ？」

			　息も絶え絶えに立ち上がった男に、俺は間髪入れずに〈飛剣〉を放った。

			「なっ――――――ぐおぉぉぉぉ!?」

			　ほどほどに力を抑えたそれを、男は槍を横に構えて受け止めるが、受け止めきれず地に足をつけたまま後退を余儀なくされた。

			　あの槍は相当いい槍だな。

			　俺の飛剣を真正面から受け止められる武器なんてそうはない。

			　そんで男もかなりの実力者だ。

			　あのままリヴァイアが戦っていれば犬っころも合わせて負けていたかもしれない。

			「結構やるじゃねぇかお前。名前は？」

			「はぁ……はぁ……ッチ、サイガだ」

			「ふーん……俺は……ま、言わなくてももう知ってるか」

			　シロネコは俺のことを知ってたし、こいつらも全員知ってるんだろう。

			　あのクソ勇者の部下どもだしな。

			「で、どうするサイガとやら。ここでその黒い犬を連れて引いてくれりゃぁ見逃してやらねぇでもないが」

			　もちろん情報を置いてってもらうのと、これからは簡単に俺たちを襲ってこれないよう少しばかり痛めつけさせてもらうが。

			「言わせておけば……ッ！」

			「よせクロイヌ！　この状況じゃ共倒れだ……」

			　サイガの方は状況がよく分かってるようだな。

			　クロイヌの方は……うん。

			　あの目は完全にあいつに忠誠を誓っている目だ。

			　そういえばディスティニアにいたときも同じようなやつがいっぱいいたっけな。

			　特にあの王女とか酷かった。

			　そういうやつはどんな手を使ったとしても命令されたことを遂行しようとする。

			（後々めんどくさそうだな……冬真への宣戦布告も含めてボコした状態で送りつけてやろうと思ったが……ボコして監禁しておくか？）

			　そんな物騒な考えが頭をよぎる。

			　でも命令されれば自爆特攻でもなんでもしてきそうなやつを野放しにしておくのもな……。

			「サイガッ!?　私たちはまだ命令を遂行していないんですよ!?　それなのに撤退なんて……」

			「馬鹿かお前は!?　一度引くだけの話じゃねぇか！」

			「それでは主様を待たせてしまいます！　今ここで私があの役立たず姉妹を消さなければ……」

			　役立たず姉妹というと……シロネコたちか。

			　クロイヌの目標は俺じゃなくてあの二人だったってことだが、個人的には役立たずの始末なんて、後回しでもいい気がする。

			　どうせ妹を人質にとって、脅(おど)していただけの女なんかに、情報なんてろくなものは与えてないだろうし。

			「まあやるんなら相手になるが……、どうする？」

			　黒丸を突きつけ、二人に睨(にら)みを利かせてやる。

			　クロイヌは一度震えたあと一歩後ずさり、サイガからは息を呑む声が聞こえた。

			　どうやらかなりビビらせてしまったようだ。

			「ま、待て……引く。引かせてもらう。俺たちはこれ以上戦えねぇ」

			「なんだそうか。それならちょいと質問に答えろよ。見逃してやるんだからさ」

			　見逃すの部分を強調して言ってやる。

			　少しでも屈辱さを感じてもらうぜ。

			「ッ！」

			「だから止せって！　な、何を聞きたいんだ？」

			　カッとなって飛びかかろうとしたクロイヌをサイガが押さえつける。

			　よかったな、止まって。

			　ほんとに飛びかかってきてたら腕の一本ぐらいはもらうつもりだったぞ。

			「まず、てめぇらの目的が知りたい。冬真は何が目的だ？」

			「あ、あの人の目的は魔族と獣(じゆう)人(じん)をこの世界から消すことだ」

			　……は？

			　なんだそれ。

			　結構軽く聞いちまったことを後悔するくらいに、とんでもないことを言われたぞ？

			「な、なんのために？」

			「あの人はお前のためだって言ってた。セツをたぶらかした種族を皆殺しにして、邪魔者がいなくなった世界で一緒に暮らすんだとか……」

			「……あんの腐れヤンデレ野郎……」

			　そんな理由で三大種族の二つを消そうってのか？

			　相変わらずどっかイっちまってるぞ……。

			（どうする……こうなると魔族大陸にいるデザストルたちが心配だ。下手すりゃ俺が獣(じゆう)人(じん)大陸にいる間に黒ローブどもが襲いに行くかもしれねぇ。だからって、ここを離れりゃこっちが危険にさらされる。こりゃ、デザストルたちの強さを信じて凌(しの)ぎきれることを願うしかねぇか？）

			　すぐに攻め込まれるという確証があるわけじゃないが、いずれは立ちはだかる問題だろう。

			　なんとかエルカたちと連絡をとって、協力を――――。

			「……ケッ！　隙見せてんじゃねぇよ！　〈転移の石〉！」

			「ッ！　なに!?」

			　俺が少し注意を逸らした瞬間、サイガが懐から輝く石を取り出し、砕いた。

			　砕かれた石が放つ光が二人に当たり、さらにその体を光らせる。

			〈転移の石〉とは、その名の通り転移の魔法が封じ込まれた石だ。

			　砕けば本来の転移魔法と同じで、念じた場所にワープすることができる。

			「ッチ！　そんなもんを隠し持ってやがったか」

			「ハッ！　詰めが甘いぜ！　最後にいいこと教えてやるよ！　お前らがこうして呑気に俺たちに気を向けている間、人間大陸のやつらはすでに魔族大陸に攻撃を仕掛けているぜ！」

			「――――はぁ!?」

			「もうじき攻撃が始まる頃だ！　俺たちはそっちへ行かせてもらうぜ、あばよ！」

			「待てッ！　……ッチ」

			　ゲスの笑みを浮かべたサイガが光とともに姿を消し、その後ろにいたクロイヌの姿も消えてなくなった。

			　すっかり水が引いた地面には、やつらの足跡しか残っていない。

			　俺としたことが、不意を突かれて、みすみすあいつらを逃がしちまうなんてな。

			　俺は最後にあいつが言ったことをよく考える。

			（今から……って急すぎるぞ？　本当の話なのか……？　だとしたらまずい。俺の足じゃ確実に間に合わない。リヴァイアに乗って行ったら、半日以上はかかっちまうし、陸に上がる前に確実に邪魔が入る。邪魔を蹴(け)散(ち)らしたとしても、そっからイビルバロウまでは、また時間がかかっちまう）

			　状況だけ見れば、絶望的だ。

			　デザストルたちが健闘したとしても間に合わない可能性の方がでかい。

			　獣王に転移魔法陣でも貸してもらうか？　いや、それじゃ俺の魔力がすっからかんだ。

			「どうする……マジでどうするよ……」

			　柄にもなく頭を捻り続ける。

			　くっそ……やっぱり転移魔法陣しかねぇか。

			　魔力の問題はポーションでも飲めばなんとかなるだろ。

			「リヴァイア！　ちょっくら獣王のとこまで行って――――――ってどうした？」

			　声をかけたのに、リヴァイアは何も言わず遠くの海の方を眺めている。

			　さっきから静かだったのは、まさかずっと海を眺めていたからか？

			「おいリヴァイア……」

			「ごめんセツ。獣王のところへ私はついていけないわ」

			　こっちを見ず、リヴァイアはそう呟(つぶや)いた。

			「私――――しばらく別行動しようと思うの」

		

	
		
			38　その頃

			　

			　セツとリヴァイアが獣(じゆう)人(じん)大陸に上陸する数日前、人間国のディスティニアに残った彼のクラスメイトたちは、〈悲しみの洞(どう)窟(くつ)〉と呼ばれるダンジョンに潜っていた。

			　ダンジョンとは階層、または深度によって区切ることができる洞(どう)窟(くつ)や森、塔のことである。

			　いつ、誰によって作られたかなどはいまだに解明されておらず、ダンジョン内に生成される宝の出処なども同じく解明されていない。

			　分かっていることと言えば、ダンジョン内では特定の範囲内の強さの魔物しか出ないことと、最深部にはそのダンジョンで一番強い魔物が待ち構えていること。

			　強さが一定範囲に決まっているというのはかなり重要で、おかげでダンジョンに難易度を定めることができる。

			　この〈悲しみの洞(どう)窟(くつ)〉は難易度Ａ級。

			　最高難易度がＳＳＳであることを考えると、人外指定されるＳ級に片足を乗せているＡ級というのは相当な実力がないと攻略することはできない。

			「煮えたぎる溶岩よ！　敵を焼き尽くし、その命を溶かせ！　〈溶岩玉(マグマボール)〉！」

			「グギャァァ！」

			　遠(えん)藤(どう)の放った赤く煮え滾った玉が、狼型の魔物に当たりその身を焼き尽くして絶命させる。

			「さすが遠藤！」

			「ここまで全部一撃じゃん！」

			「はっはっは！　俺にかかればこんなもんだぜ！」

			　頭の悪い笑い声を上げながら、遠藤は再び溶岩玉を放ち、もう一体の魔物を絶命させた。

			　再び遠藤の取り巻きＡ、Ｂが盛り上がる中、その魔物を仕留めるべく近づき、溶岩玉の熱量で火傷を負った男子生徒は尻(しり)餅(もち)をつきながらその三人を睨(にら)みつけていた。

			「大丈夫か、根本……」

			「あちち……上田か、悪いヒールかけてくれね？」

			「ああ……癒しの光よ〈回復(ヒール)〉」

			　腕に火傷を負っている根本に、上田と呼ばれた男子生徒がヒールをかけてやる。

			　幸いそこまで重度なものではなかったため、あまり回復魔法が得意ではない上田でも完治させることができた。

			「大丈夫？　根本くん」

			「神崎か、ああ、上田のおかげでなんとか」

			　二人の近くにいた神崎と呼ばれた女子が手を差し出し、根本はそれを借りて立ち上がる。

			「よかった。それにしても遠藤くんたち、ますます調子乗ってるよね」

			「そうだな……ちくしょう、俺たちがあいつより強かったらなぁ……」

			　現在〈聖剣持ち〉である光(こう)真(ま)とその一行を除くと、一番実力があるのは遠藤であった。

			　彼はいくつかの既存の魔法を進化させたオリジナル魔法を完成させており、それはどれも強力。

			　ユニーク魔法とまでは行かないものの、それは対人、対魔物戦にて大いに役に立っていた。

			「行くぞお前ら！　俺たちの足引っ張んじゃねぇぞ！」

			　取り巻きに煽(おだ)てられ上機嫌の遠藤が、この場にいるクラスメイトたちに号令をかける。

			　誰しもが心底嫌そうに睨(にら)みつけるも、高笑いしながら進む彼には届かない。

			「ちっ……うぜぇなほんと」

			「まあ今は彼のおかげで楽できそうだし、ちょっとだけ我慢しようよ」

			「そう言われると確かにそうだけど……はぁ」

			　根本は神崎になだめられながら、上田はため息をつきながら、それぞれ遠藤の後についていった。

			　

			　

			「〈岩(がん)砕(さい)拳(けん)〉！」

			　所変わってＳ級の難易度を誇る迷宮〈帝王の塔〉では、光真一行がその歩みを進めていた。

			　辛い訓練により、持ち前の筋肉をさらに膨らました次(じ)郎(ろう)の一撃が、岩でできたロックゴーレムの体を粉砕する。

			「ちょっと！　あんまり破片を散らかさないでよ!?」

			　周囲へと飛び散ったロックゴーレムの破片を華麗な身のこなしでかわしながら、美(み)月(つき)は短剣片手に自慢のツインテールを揺らして、奥に佇(たたず)んでいた魔法使い型の魔物スカルマジシャンへと素早く接近した。

			「てやっ！」

			「ウギィィィィィ！」

			　自慢の杖を振りかぶり魔法を放つ直前に、美月の短剣がスカルマジシャンの首元を捉(とら)える。

			　骨でできた体に薄汚いローブを羽織っただけの魔物であるスカルマジシャンは、頭部と体を繋ぐ首の骨を粉砕され、なすすべもなく絶命した。

			「わりぃわりぃ、でもこれで全部片付いたか？」

			「まだ気を抜かないで、周囲の警戒！」

			　付き添い人であるグレインの叱(しつ)咤(た)で、敵を倒して気を抜いていた次郎と美月が再び警戒の姿勢になる。

			　その後方ですでにスカルマジシャンを二体切り捨てた光真は、言われるまでもなく周囲を警戒していた。

			「ユウ、怪(け)我(が)はないか？」

			「え？　あ……うん」

			　光真の背後にて、彼に守られる形でずっとそこにいた夕(ゆう)陽(ひ)は、自分が何かをする前に戦闘が終わってしまい、正直言って退屈を感じていた。

			　というかそもそもな話として、彼女はすでにこの迷宮は単独で攻略済みなのだ。

			　この迷宮に入ってから、かれこれ数時間は進み続けているが、夕陽がやったことといえばドジを踏んだ三人の治療やら索敵程度。

			　戦闘は光真が頑なにさせようとせず、彼は数時間の間ずっと夕陽を庇(かば)うように戦っていた。

			　そのせいと言ってはなんだが、彼女はストレスが溜まってきている。

			　自分ならばこのダンジョンの魔物は一撃で、それに無傷で進められるのに、と。

			「？　大丈夫か、ユウ」

			「あ、ごめん！　なんでもないよ」

			　少し顔に出てしまっていた自分を嗜め、夕陽は再び進み始めた彼らについていく。

			（はぁ……早く終わらないかな）

			（……まあ彼女にとっては退屈極まりないでしょうね）

			　あくびを噛み殺す彼女を見ながら、グレインは苦笑いを浮かべるのだった。

			「みなさん、よくぞ無事に戻られました！」

			　ディスティニア国にある城の王座の間、迷宮から帰還後そこに集められたクラスメイトたちは、直立して王女の話を聞いていた。

			（これも退屈なんだよねぇ……）

			　長い王女の話に、彼女の魅了(チヤーム)にかかっていない夕陽は、退屈を感じてしまう。

			　必死にあくびを噛み殺していると、王女の後ろに仕えているエルカからの鋭い視線を受けて夕陽はしゃんと背筋を伸ばした。
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			　セツを毛嫌いする王や王女に目をつけられるのは極力避けなければいけないことを思い出し、彼女は反省の意味を込めて、軽く会釈を返す。

			「――――エルカ、今日で悲しみの洞(どう)窟(くつ)は攻略できたのですよね？」

			「はい、証拠の品です」

			　話の流れは自然と今日の成果へと向き、付き添い人として迷宮へと入ったエルカが、完全攻略した証拠として迷宮最深部の魔物〈ダークハウンド〉の牙を見せる。

			「お見事です、みなさん。では光真様たちの方は？」

			「はい、攻略が完了しました」

			　グレインが見せたものは、エンペラードラゴンの鱗(うろこ)。

			　これも〈帝王の塔〉の最上階の魔物の所謂ドロップアイテムというやつである。

			「素晴らしい！　これでみなさんはＡ級以上、光真様たちはＳ級以上の実力があるということですね！」

			　歓声を上げる王女マーガレットであったが、実のところ難易度Ａ級というのはＡ級冒険者が単独で攻略できるラインということなので、団体で挑戦した彼らが、全員Ａ級の実力があるということではない。もちろん光真たちもである。

			　王女はその辺の理解が浅いのであった。

			「……マーガレット、そろそろだな」

			「そうですね、父上……。お疲れのところ、今日みなさんに集まっていただいたのは他でもありません」

			　玉座に座る王から催促され、王女はクラスメイト全員の顔を見渡しながら言う。

			「ここ、人間大陸に攻め込もうとしていた魔族軍の兵が、物資調達のために引き始めました。命をかけて上陸を防いでいた兵士たちのおかげで、こちらの被害は少なく、同時にあなたたちを育てる時間を確保することができ、そろそろ我々も反撃をするべき頃だと思います」

			　反撃――――その言葉にその場にいた全員が息を呑む。

			「……ここまで言えばもうお分かりですよね？　散った兵士の仇(かたき)、そして今まで好き放題暴れてきた魔族、獣(じゆう)人(じん)たちに、我々は反撃の狼煙を上げることをここに宣言します！　出発は明日の夜明け！　それまでに各自装備を整え、戦いに備えてください！　以上です！」

			「よ、夜明け……？」

			　誰かが呟(つぶや)いた。

			　王女の言った突然の反撃宣言。

			　受け入れる時間を与えられず、目の前まで迫ってきた戦争は、少なからず、彼らに動揺を与えた。

			（……もしやこれは逃げ出すチャンス？）

			　ただ一人、夕陽を除いて。

		

	
		
			39　出発前夜

			　

			　明日の朝、戦争へ出発すると突然聞かされ、クラスメイトたちはそれぞれ異なった反応をしていた。

			　うろたえ、顔色を悪くするもの。冷静に何を準備すべきか考えているもの。迫る戦いの場を想像して興奮するもの。……それぞれが思い思いに出発前の最後の夜を過ごす。

			　ただ一人。すでにエルカ、グレインには戦争時に逃げ出す算段を相談していた夕陽を除いては。

			「ユウ、ちょっといいか？」

			「ん？　光真くん？」

			　夕陽は自室へとやってきた光真を中へ通す。

			「どうしたの？　準備は終わった？」

			「ああ、準備はもう大丈夫だ。寝る前に、少しユウと話したいと思ってね」

			　それを聞き夕陽は彼から見えない角度で顔をしかめた。

			　実のところさっさとベッドに入り明日に備えたかったのだが、光真のせいでそれが叶わず不機嫌気味である。

			　とりあえず部屋の椅子に座ってもらい、彼女自身ももう一つ置いてある椅子に座った。

			「んー……まあいいよ、何話そうか？」

			「明日のこととか、どうだろう？」

			　仮にも男女が夜にする会話であるのに、そのチョイスはどうかと思うが、特に光真と関係を深めたいわけでもない夕陽は素直にその話に乗った。

			「明日……俺たちは人を殺すことになるんだよな」

			「……」

			　魔族も獣(じゆう)人(じん)も姿は違えど、中身はちゃんとした意思を持っている。

			　どうやら光真は殺すことに躊躇(ためら)いを覚えているようだった。

			（なんだそんな話か）

			　夕陽はその話を聞き、何とも言えないがっかりとした感情に襲われていた。

			　殺したくない光真と、殺す気のない夕陽――。ただ、夕陽は大切な者のためなら、たとえクラスメイトでも、その手にかけるだろう。

			　エルカからセツのそばにいるための教育を受けた彼女に、殺しを躊躇(ためら)う感情はない。

			「迷っちゃダメだよ、光真くん。大切なものを奪われたくなければ戦うしかないんだよ？　光真くんはクラスのリーダーみたいなものなんだからさ、あなたが躊躇(ためら)ってたらみんな動けなくなっちゃう。だから頑張ろ？」

			　夕陽なりに光真を元気づけるつもりであった。

			　クラスメイトから徐々に心が離れて行っている彼女であるが、光真、次郎、美月が傷つけばやはり怒りを覚える。

			「……やっぱりユウはこっちの世界に来て変わったな。なんというか……強くなった」

			「そう？」

			　自分の精神状態の変化というのはあまり自分自身では気づけないもの。

			　エルカに鍛え上げられ、この世界の決して綺(き)麗(れい)とは言えない部分に、積極的に触れることになった彼女は、気づかぬうちにたくましく、そして強く成長していた。

			　光真にそのことを気づかされ、夕陽は内心嬉しくなった。

			　少しはセツに近づけたと思い、彼女は少しだけ頬を緩ませる。

			　実際のところ、人の命を奪う行為ができなくなったセツと比べれば、精神面はすでに彼を追い抜いているのだが、それにも気づけるほど夕陽は鋭くない。

			「強くなったとは言っても……俺はユウに危険なことはして欲しくない。できることなら戦争にも行かないで欲しい……」

			「……それは無理だよ」

			　光真の願いは叶うことはない。

			　せめて光真のパーティでなければ融通が少しは利いたかもしれないが、人間の中でも重要な戦力である夕陽が戦争へ行かないというのは、許されることではないのだ。

			「分かってる。だからユウは俺が守る、この命に代えても。だから魔族大陸にいるときは俺のそばを離れないでくれ」

			「え……あ、うん」

			　肩を掴み、真っ直ぐ夕陽の顔を見て言う光真の目には、熱っぽい視線がこもっていた。

			　これがまともな女であれば、おそらくほとんどが彼の虜(とりこ)になっていただろう。

			　残念なことに夕陽の心はピクリとも動いていないが……。

			「じゃあ、俺はそろそろ行くよ。明日からの戦い……頑張ろう」

			「うん、おやすみ」

			　光真が部屋から出て行ったあと、夕陽はしばらく動かずその場で考え事をしていた。

			（離れないでね……か。まずいなぁ、これじゃ簡単に離脱できないよ……）

			　適当な理由でひとまず戦線から離れる予定であった彼女の計画は、先ほどの光真の言葉で少し雲行きが怪しくなってしまった。

			　彼がそばにいると、クラスメイトから離れるための条件を整えることができないのだ。

			　エルカやグレインを頼ろうとしても、二人は戦場に来ることができない。

			　今彼らが城で生活できているのは、他種族の味方をしないよう、戦争に参加しないという条件があるからなのである。

			　いざとなればそんな条件を無視して駆けつけると言っていたが、死んだはずの勇者のことがはっきりしない限り、エルカたちに城から離れてもらうわけにも行かない。

			（ま、それも状況によって考えればいいか）

			　なるようにしかならないとすべての問題を一括りにまとめて頭の隅っこに詰め込み、夕陽はベッドに入り込む。

			　Ｓ級迷宮攻略程度で疲れる彼女ではなかったが、エルカから早めに寝ておけと言われているため、目を閉じ、ゆっくりと眠りの海へと沈んでいった。

			　明朝、彼らは多くの国民に見送られ、５０００の軍勢とともにディスティニアを発つ。

			　彼らを待っていたのは、平凡な高校生活を送っていた頃には想像できないほどの、地獄という名の戦場だった――――。

		

	
		
			40　それぞれの出発

			　

			「……リヴァイアの野郎……」

			　獣王の暮らす街への街道を歩く。

			　平らに整備されただけの地面は所々に雑草が顔を出していて、しばらくの間、整備されていないことが窺える。

			　この辺が獣(じゆう)人(じん)族の適当さというかなんというか。

			　そういえば人間の大陸の道路はちゃんと舗装されてたな。

			「行くにしても、もうちょっと話し合いをするべきだと思うんだわ。なあお前ら」

			「わ、私たちに聞かれても……」

			「分からないです」

			　俺の後ろについて歩くミネコとシロネコは苦笑いを浮かべている。

			　なぜ二人が俺とともにいるのか。そしてどうしてリヴァイアと別れることになったのか。

			　それは昨日の場面まで遡る――――。

			　

			　

			「しばらく別行動しようと思うの――――」

			　そう言ったリヴァイアに俺はなんでかと聞いた。

			「私、今すぐ魔族大陸に戻るわ。私一人なら海に潜れるし、半日もかからずにたどり着けるから……」

			「別に俺を乗っけてったっていいんじゃねぇか？　あいつらだって弱くねぇし、半日で負けるなんてことはないだろ。俺がいれば……」

			「あなただって完(かん)璧(ぺき)じゃないわ。話を聞く限り、そのトウマとかいう勇者と黒ローブたちは人間側の味方なんでしょ？　そうなったらセツだって、どうなるか分からないじゃない」

			　確かに……冬真の野郎の目的が本当に魔族と獣(じゆう)人(じん)を滅ぼすことなら、やつらは人間の味方をしているだろう。

			　そうなると割と強い黒ローブたちと冬真を相手にしなくちゃいけなくなる。

			　冬真と俺は……そこまで実力の差がない。

			　俺の方が強いことは前回やつを殺したときに確認できたわけだが、そのときは俺の魔力もすっからかんになり、ボロボロとまでは行かなくても、かなりの怪(け)我(が)を負った。

			　もしあのとき、少しでも俺が油断していたら、勝敗は逆転していたかもしれない。

			　油断と言えば、今さっき敵に逃げられたばっかりだし。

			　現状、俺はリヴァイアに「俺がついて行った方がいい」と言い返せるほどの根拠を持っていなかった。

			「確かに……召(しよう)喚(かん)された俺のクラスメイトたちと黒ローブどもが手を組んでたら……俺だけがいても止められねぇかもな」

			　できて時間稼ぎ程度だろう。

			　それじゃあ、じきに負けるのが目に見えている。

			「けどそれならお前が行ったところでどうにも――――――」

			「分かってるわよ。私が行ったところであなたほど頼りにならないってことくらい……だから……少し頼まれてくれないかしら？」

			　俺は自虐気味に言うリヴァイアの言葉に、頷く。

			「ああ……」

			「ありがと。頼みっていうのは、セツにこの獣(じゆう)人(じん)大陸から援軍を送り込んで欲しいのよ」

			「援軍だぁ？」

			「そう。あなたの人望ならそれくらいできないことはないでしょ？」

			　確かに俺が頼めば獣王は動いてくれるだろう。

			　たとえあいつ自身は動けずとも、最大限の戦力を貸してくれるはずだ。

			「けどそこまですることか？　二大陸の力を合わせちまったら、いくら黒ローブと勇者どもがいたとしても……」

			「――――私はね、あの黒ローブたちを全滅させたいの。そして、その親玉のトウマってやつも」

			「……」

			　リヴァイアの目には、憎悪に似た何かが燃えていた。

			「その事情は話してくれねぇんだな？」

			「今はね。私自身、話したいことじゃないのよ。だからできれば聞かないで」

			「……あいよ」

			　そこまで問い詰めることでもないか……そうだよな。

			　女には多いんだろうな、そういう聞かれたくないことが。

			「まあ言いたいことは分かった。お前の望みも……頼まれるって言ったし、その通りに動いてやる。けどお前が先に行くからには、しっかり魔族大陸を守っとけよ」

			　到着したときにはもう負けてましたなんて洒落にならねぇんだからな。

			「分かってるわよ。あともう一つワガママを言わせてもらうと……できるだけ早くお願いね」

			　苦笑気味で言うリヴァイアに、俺は思わず吹き出して笑う。

			　仕方ねぇな、早めに済ませて助けに行かなきゃな。

			「ふっ……はいよ。それじゃ……」

			「ええ、また向こうで」

			「ああ、向こうでな」

			　俺とリヴァイアは挨(あい)拶(さつ)もそこそこに踵を返す。

			　こうしちゃいられない。

			　まだ時刻は午前中だし、今日、明日で獣王のところへ行こう。

			　魔族大陸には転移魔法陣を借りるとして、３日から４日はかかるな……。耐えてくれよリヴァイア、デザストル。

			「セツ……」

			「ん？　どうしたシロネコ」

			　早速出発しようとしていたところ、シロネコに声をかけられて俺は止まる。

			「私、あなたにお礼がしたいです」

			「わ、私もです！」

			　お礼と言ったシロネコに張り合うようにミネコも声を張る。

			　こんな状況じゃなければ、すぐにでも飛びつく話なんだが……。

			「今はいいって、礼ならまた今度でも――――」

			「ならばセツについていくです」

			「……は？」

			「わ、私も！」

			「……え？」

			　と、言うわけで俺はリヴァイアと別行動をとり、この猫娘二匹だか二人だかを連れて、獣王のところへ向かっている。

			　シロネコとミネコは戦力として、俺と一緒に魔族大陸での戦争に、参加してくれるそうだ。

			　二人は聞くところによると、抜群のコンビネーションだかなんだかで、かなりの実力者らしい。

			　ならば、仲間となるには申し分のない存在だな。

			「獣王か……久々だなほんと」

			　五年ぶりだもんな、デザストルのときもそうだったがこんな気持ちになることは仕方ないだろう。

			　ロアに会うのも久々なんだよな。

			　あの元気っ子、少しは成長したかね？

			「セツと獣王様ではどっちが強いです？」

			「あん？　そんなの俺に決まってんだろ」

			「決まってるんですか……」

			　戦いを好むあいつの希望に応えて何度も戦ったが、俺が負けたことはない。

			　だが傷を負った回数は、これまで戦ってきた連中よりもはるかに多い。

			　負けはしなかったが、片腕血まみれとかそういうことはよくあった。

			「まあ獣王も相当強ぇよ。できることならあいつ本人に力を借りたいところだが……」

			　魔王と獣王が揃えば、戦況が厳しかったとしても一気に押し返せるだろう。

			　王の強さは伊達じゃないってこったな。

			「っと――――――見えてきたな」

			　ここまで一日とちょっと。歩きで進んできた割にはずいぶん早くたどり着けたものだ。

			　木々が分かれた先、広大に広がった平地の上に作られた街〈王都レグダム〉が、俺たちの前にその姿を現した。

			　

			　

			　獣(じゆう)人(じん)大陸と魔族大陸の間の海、そこを猛スピードで泳いでいく影があった。

			（……言えない、言えるわけないじゃない……）

			　リヴァイアは苦虫を噛み潰したような顔で呟(つぶや)く。

			「私やデザストルが……黒ローブたちの目的を達成するための重要なピースだなんて……」

		

	
		
			41　世界樹の城

			　

			「シロネコさんにミネコさん、今日はどう言った用件で王都に？」

			「大した理由じゃないです。少し獣王様に挨(あい)拶(さつ)をしに来たのです」

			「最近顔も見せてませんでしたから……」

			「なるほど、そちらの方はご友人で？　見たところ人間のようですが……」

			「友人兼ご主人みたいなものです」

			「へ？」

			　王都レグダムに入るために、必ず通らなければいけない城下町の門。

			　その向こうに広がる、人間族やら魔族とは違い、全体的に木で作られている城下町の風景は、濃い自然の匂いとともに、俺に懐かしさを感じさせた。

			「……あの兵士、目丸くして驚いてたが、よかったのか？」

			　ほぼ顔パスで通り抜けてしまった猫姉妹に、俺は呆れ声で問いかけた。

			　いろいろツッコミどころはあったが、とりあえず話を聞く。

			「私たちに主人ができたことが、相当衝撃的だったんでしょうね」

			「私たち姉妹は常に二人だけで行動してたので。それが急に主人を連れてくれば、驚くに決まっているです」

			「いやいや、待てお前ら」

			　なんで俺がこいつらの主人になってんだ？

			　獣(じゆう)人(じん)の中でも特定の種族に限定されるが、そういうふうに主人を持つやつもいるって噂は聞いたことがある。

			　というより、獣王の娘であるロアに、主人になってくれと頼み込まれたことがあり、そこで初めてそういう習性の話を聞いた。

			　なんでも、自分を打ち負かしたやつ（この場合はどの種族でも可）のペットになる……いわゆる飼ってもらうことで、幸福を感じるらしい。

			　だが、いくらドＭことエルカと付き合いがあっても、さすがに飼いたいという衝動は今までなかったし、これからもそういったひん曲がった欲を感じたりしないように、丁重にお断りしていた。

			　しばらく泣きつかれたのには、堪えたが……。

			「セツは私を打ち負かしたです。主人になって当然です」

			「俺、許可してねぇよ……」

			「すみません。でもこう言っておけば、セツさんの身分証明にもなるじゃないですか」

			「ん？　……言われてみれば」

			　確かに、いくら獣(じゆう)人(じん)界(かい)隈(わい)では有名らしいこの二人といるとはいえ、戦争中のせいで人間の出入りがほとんどないこの街で、俺の姿はかなり目につくだろう。

			　ミネコの話だと、難癖をつけて喧(けん)嘩(か)を吹っかけてくる連中がいないわけでもないらしい。

			　だが、こうして二人の主人として話を広めることで、俺はこの二人より強いという証明になるわけだ。

			「そういうことなら……まあ、納得した」

			「ありがとうございます。しばらくはその立場で我慢してくださいね……姉さんはこの先も主人でいてもらいたがってるみたいですが……」

			「こんな強い主人を手放すなんて勿体ないです。友達に自慢できるです」

			　そう言いながら腕を組んでくるシロネコ。

			　密着したこいつの体から、オスを興奮させるメスの甘い匂いを感じたが、とりあえず無視。

			　というか、なんだ、こいつらには主人を自慢する習慣があるのか？

			　普通、主人がペットを自慢するもんだろ……。

			「……まあ、そのことは後で話すぞ。それより……相変わらずでけぇな」

			　適当にシロネコをひっつけたまま、俺は正面にそびえ立つ、都会のビルなど目じゃないほどの巨大さを誇る大樹を見上げる。

			〈世界樹〉――――――。

			　この世界で一番巨大であり、長寿の木であり、この王都レグダムの城の機能を担っている。

			　木の中は、アリの巣のように通路や部屋が延びており、王都を守る騎士や、お抱えの医者、さらに獣王の親族、さらには気に入った連中が、まとめてあの木の中で暮らしている。

			　それだけの空間を作るために、相当中を削っているはずだ。

			　しかし世界樹は片時も揺らいだことはない。

			　おそらく、俺や冬真でもこれを斬るのは至難の業だろう。

			　ちなみに、様々なファンタジーゲームの世界樹とは違い、上から下までただの木だそうだ。

			　葉っぱに死人を生き返らせる効果はないし、その雫で仲間の体力が全回復することもない。　

			　特に魔力も持っておらず、ほんとにただの木だ。まるでロマンがない。

			「ファンタジーにおいての世界樹ってかなり重要な役割を持ってるはずなんだがなぁ……」

			「ファンタジーというのがよく分からないです。でも世界樹に重要な役割なんてないです」

			「獣王様たちの住(すみ)処(か)ではありますけどね」

			「それがありましたです。やっぱり世界樹は重要なのです」

			　……違う、そうじゃない。

			　

			　

			「――――――へぇ、懐かしい匂いが来たもんだなぁ」

			　世界樹の城の最上階の部屋。

			　そこは王の間とされ、玉座が置かれている。

			「父ちゃん、どうしたん？」

			「こら、女の子なんだから父ちゃんはないだろ？」

			「別にいいじゃーん」

			　玉座に座るたくましい体つきの男。

			　金色の髪を大雑把に伸ばし、その目は睨(にら)みつけただけで命を奪えそうなほど鋭い。

			　しかし、そんな無骨な容姿とは裏腹に、彼は目の前で寝そべりながら骨付き肉を齧っている少女に対して、我が子を優しく嗜めるように注意した。

			　少女の姿は男と同じ金髪で、それが肩下まで伸びている。

			　ボサボサの状態で放置されているが、不快感はない。

			　体は少々日焼けしており、胸は控えめ、そしてその他の部分はキュッと絞まっていて、余計な脂肪は一つもないように見える。

			　どことなく顔つきは男と似ており、やはり親子と言われても差支えがなさそうだ。

			　いや――――――実際に二人は親子なのである。

			「まったくロアは……。獣王の娘ともあろうお前が、そんなふうでどうするんだ？　もう少し俺の娘らしくしてくれよ」

			「そう言う父ちゃんこそ、獣王って立場なんだから、もうちょっと威厳のある口調で話してくれ」

			「うぐっ……」

			　獣王レグルス。獣(じゆう)人(じん)たちの王にして、絶対的なパワーの持ち主である彼は、娘のロアの見事なカウンターで言葉を詰まらせた。

			「そんなことより、あたしどうしたのって聞いたよな？」

			「そんなことよりって……まあいいか。ロアは感じないか？　この匂い」

			「ん？」

			　言われてから鼻をヒクつかせてみたロアだったが、特に何かを感じたということはなかった。

			「んー、分かんない」

			「そうか、まだまだ特訓が足りないみたいだね。とりあえず下の階へ行ってみて。懐かしいやつがいるぞ」

			「懐かしいやつ？　……分かった、ちょっと行ってくる」

			　訝(いぶか)しげな視線でレグルスを見つつも、ロアは食べかけの肉を床に並べてあった皿に置き、歩き出す。

			　部屋を出る直前、ロアは急にレグルスの方へ振り返った。

			「お肉取らないで！」

			「いらない！　早く行け！」

			「ならいい！」

			　そう言って今度こそロアは退室した。

			　静かになった王の間で、レグルスは玉座に深々と沈み込んだ。

			「……まさか生きてるとはね、セツ……」

			　――――またお前と戦えると考えたら、ワクワクしてきたよ……。

			　獣王は笑う。

			　強敵、ライバルとの再会を目前にし、その興奮を表現するために。

			　獣王は高笑う。

			　もう会えないと思っていた親しき友人に、再び会える喜びを噛み締めるために――――。

		

	
		
			42　獣王の娘

			　

			　世界樹の入口さえも、シロネコとミネコの顔パスで通過することに成功した。

			　ここまで容姿以外のチェックがないと、変装する魔法なんかで簡単に侵入を許してしまいそうな気がするが、そこで役に立つのが嗅覚だ。

			　城門を守る兵士たちが、全員犬族ってのがいい証拠だろう。

			　その優れた嗅覚で、本物かどうかなんて一瞬で判断できるってわけだ。

			「相変わらずいい雰囲気のとこだな、ここは」

			「人間にも分かるです？」

			「人間ってのも意外とこういう木に囲まれた空間は好きなんだよ」

			　木そのものをくり貫いて作られたこの城は、当然のごとく内壁も床も天井も木だ。

			　石でできた風呂より、木でできた風呂の方が好きと言える程度の俺は、こういう木の匂いや質感は好ましく思う。

			「っと、それより獣王は変わらず上にいるか？」

			「はい、最上階です」

			　あんまり時間もないわけだし、チンタラもしてられない。

			　さっさと顔を見せておくか。

			「じゃあ行く――――――」

			「あ――――――！」

			「――か？」

			　突如、俺の言葉を遮(さえぎ)り城の中に響く叫び声。

			　誰もが、思わず声の主の方を見た。

			　そこにいるのは、健康的な肌色の金髪娘。

			　言わずと知れた、獣王レグルス・ゴールドの娘、ロア・レオネールであった。

			「お、お前！　この匂い……ッ！」

			「ッ！」

			　やっぱり姿が変わってもバレるか……。

			　次の瞬間、床をひと蹴(け)りしたロアは、一瞬にして俺の目の前に現れた。

			　そして視界の隅に、俺めがけて迫り来る拳の姿を捉(とら)える。

			「まだ……甘ぇ！」

			「!?」

			　その拳を掴みとり、足を払ってやって、木の床に組み伏せる。

			「セツさん!?」

			「大丈夫、俺たちの挨(あい)拶(さつ)みたいなもんだ」

			「くそっ！」

			　立ち上がるため体を起こそうとしたところを、俺はマウントを取ることで妨害する。

			　そしてぎょっとしているロアの首筋に手を伸ばした。

			　さわ、さわ。

			「ふにゃ！」

			　優しくさわさわと撫でるように。

			　くすぐる手つきとは違い、手のひらも使って安心させるタッチを心がける。

			　するとロアの表情はどんどん崩れて行き、次第に全身の力が抜け、とろけ切った表情に変わった。

			「ふにゃぁぁ～～～ダメぇ……この手つきやっぱりぃ～～」

			「久しぶりだな、ペチャパイにゃん子。ほれほれ！」

			「セツだぁ～～～～にゃぁぁぁぁ」

			　猫を撫でるがごとく。

			　何十回とやってやったこの行動は、どうやら五年経った今も体が覚えているらしい。

			　さらにいじくってやると、その体はすでに立ち上がれないほどだらけきってしまった。

			　そんなに気持ちいいのか、これ……。

			「姉さん、見てますか？　あの獣王様の娘のロアさんが手玉に取られてます……」

			「ナデナデ……羨(うらや)ましいです……」

			「そこじゃないでしょ!?　姉さんしっかりしてください！」

			　何を漫才しているんだ、こいつらは……。

			　最近分かってきたのは、シロネコはポンコツで、ミネコはツッコミ役ってことだ。

			　案外バランスが取れてるものなんだな。

			　と、そんな場合じゃない。

			「ふにゃぁ～～～もっとぉ……」

			　そろそろこいつを何とかしねぇとな――――。

			　

			　

			「今までどこをほっつき歩いてたんだよ、セツ！」

			「わりぃわりぃ、ちょっと人間国でいろいろあってな」

			「それは知ってるけどさ！　こっちは強制的に元の世界に帰されたって聞いて心配してたんだから……って撫でるな！　やめっ……ふわぁ～～～……」

			「相変わらずおもしれぇな、お前」

			　少々うるさい口を、撫でることで喋(しやべ)れなくしてやる。

			　俺だって本意じゃなかったんだから、大目にみてくれたっていいんじゃねぇかな？

			「こうして帰ってきたんだから許してくれや。心配させた借りはちゃんと返すからよ」

			「にゃぁ……わ、分かったから、今は撫でるのやめてぇ……」

			　おっと、手を止めるのを忘れてた。

			　腰が抜ける寸前で、手を引っ込めてやる。

			　さっきはロアが立ち上がるまで数分かかっちまった。

			　今は獣王のいる部屋へ向かっている途中だし、こんな廊下の真ん中で座り込まれたら大変だ。

			「ふぅ……それで、シロネコとミネコはどうしてここに？　見たところセツと一緒に来たみたいだけど……」

			　ん、ロアは二人のことも知ってんのか。

			　思ったよりこの猫姉妹も有名なんだな。

			「いろいろありまして……」

			「セツが主人になってくれたです。だから一緒にいるです」

			「はぁ!?　セツ！　あたしの主人にはなってくれないのに、シロネコの主人にはなれるって言うのか!?」

			　シロネコめ……余計なことを。

			　説明はかなりめんどくせぇが、こいつには説明しとかないとダメか。

			「別になってねぇよ。こいつが勝手に言っているだけだ」

			「ならあたしだってなる！」

			「話、聞いてたか？　俺はペットなんて募集してすらいねぇよ」

			　躾けるのなんて、あの氷ドＭ女だけで精一杯だ。

			　せいぜい他をあたれ……いや、やっぱり誰にもあたるな、それはそれで気に食わないから。

			「とりあえず、この話は後だ後!!　さっさと獣王のとこへ行って、話さねぇといけねぇことがあんだよ！」

			「むぅ……分かった」

			「よし」

			　うむ、躾のできたいい猫だ。

			　種族は獅子だがな、まあ猫科だし大した違いはないだろう。

			　そしてここまで躾けたのは俺だ。

			　前はお転婆の暴れ獅子だったせいで、厄(やつ)介(かい)者扱いされているところがあったからな……今じゃ城の者たちに笑顔で挨(あい)拶(さつ)され、そして笑顔で挨(あい)拶(さつ)を返す存在になっている。

			　なんというか、その変化が俺はとても嬉しい。

			　まあ言葉遣いは荒いのと柔らかいのが混じって、時折おかしくなってるがな。

			　それはご愛嬌ってところだろう。

			「そういえば、セツさんとロアさんはどういうご関係なんですか？　セツさんが五年前の勇者だったって話は聞きましたが、その辺りがどうにも読み取れなくて……」

			「ん？　あたしとセツの関係？」

			　そういや道中で俺の話はしたんだったな。

			　元勇者である俺と、ロアの関係が気になるのは仕方ないか。

			「そうだなぁ……セツはね、当時からすっごい強かったんだ。人間のお供三人を連れて獣(じゆう)人(じん)大陸に来たときは、戦争中だったこともあって『人間だ！　殺せ！』ってなるくらい過激な時期で、セツたちも襲われた」

			　何十人とかかってきたっけな、兵士みたいなやつらが。

			「それを、セツ一人であっという間に全滅させちゃったんだよ。そして当時やんちゃだったあたしは……って二人はあたしがやんちゃだったって知ってるか」

			「暴れ獅子の異名は私たちにも届いているです」

			「うわっ……自分で言っててあれだけど恥ずかしいな、それ」

			　当時のこいつは、獣王の娘って立場もあって、獣(じゆう)人(じん)どころか他大陸でも有名だったからな。

			　ちなみに、シロネコとミネコが有名になり始めたのは、俺が送り帰された後からだそうだ。

			「まあいいや。それであたしは、強いやつがいるって聞いて戦いを挑んだんだよ。結果は惨敗だったけどね」
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			　確か飛びかかってきたところを、クロスカウンターで一撃だった覚えがある。

			　他の雑(ざ)魚(こ)兵士と変わらない対応しちまったな、あのときは。

			「思えば父ちゃん以外に負けたのは初めてだったなぁ……そんであたしは自分を打ち負かしたセツに惚(ほ)れ込んで、くっついて歩くようになったんだよ。できれば主人になって欲しかったんだけどね」

			「そんなめんどくせぇこと誰がするかってんだ」

			「ケチだなぁ、相変わらず」

			　なんと言われたところで、俺はペットにする気はない。

			　主人は主人でも、夫の方の主人だったら、考えようはあるのにな。

			「二人も同じような理由でくっついてるんじゃないの？」

			「私はセツに負けたです。だから主人になって欲しいのです」

			「私は直接戦ったわけではないので……ですがセツさんは命の恩人ですから、この体はセツさんのために使おうとは思っています」

			「だってよセツ。モテモテだね」

			「はいはい」

			　ロアが肘で俺の脇腹を突っついてくる。

			　ここまで言われて悪い気はしねぇが、やっぱりこいつらの考えは分からん。

			　人間じゃ、自分を負かしたやつについていこうなんて思わねぇからな。

			　種族によっての価値観の違いってのはやっぱり大きいんだ。

			「そんな話をしてる間に着いたよ」

			　ロアの足が止まると同時に、俺たちも歩みを止める。

			　目の前には両開きの木の扉。

			　懐かしいな、ここも。

			「父ちゃん、入るぞ――――――」

			「ロアさん！」

			「あん？」

			　扉に手をかけたロアを止めるように、後ろから男の声がかかる。

			「なんだ、ルーガか」

			　振り返ると、そこにいたのは犬族の青年。

			　たくましい体つきで、端整な顔をしている。

			　こりゃ獣(じゆう)人(じん)の女どもは放っておかねぇな、その立ち回りや感じる圧力からすると、実力も相当なものだし。

			「何の用？　できれば手短に頼みたい」

			「何の用って……あなた、人間を獣王様に会わせるつもりですか!?　今は戦争中ですよ!?」

			　なるほど、こいつはなかなかの堅物だ。

			　この三人と一緒にいるため、ここまで余計なトラブルには巻き込まれなかったが、ある程度実力があって、ロアに口答えできるレベルのやつからすれば、俺の存在に口出しするのは当然だわな。

			　ここに来てめんどくせぇやつが出てきた……。

			「シロネコやミネコまでが人間と一緒にいるとは何事だ！　説明してもらおう！」

			「その前にあなた誰です？」

			「姉さん、この人、狼(ろう)刃(じん)のルーガですよ」

			「あー……そういえばそんな人いたです」

			「俺のことを忘れているとは、相当物覚えが悪いと見えるな」

			「あ？」

			「ね、姉さん抑えて！」

			　うおっ！　シロネコって頭の中のこと馬鹿にされるとすごい形相になるんだな。

			　覚えとくか……っとそれより。

			「老人だっけ？　とりあえず俺は獣王に用があるわけで、別に何かしてやろうって思ってるわけじゃ……」

			「貴様……今俺を侮辱したな……？」

			「は？」

			　狼刃……老人……あ、確かに俺、言い間違えてるわ――――って、発音一緒じゃねぇか!?　これは責められる謂れはないだろ!?　お前の捉(とら)え方次第だろ!?

			「この場で消してやろうか人間――――」

			「やめろ馬鹿」

			「……なぜ人間を庇(かば)うのです、ロアさん」

			　俺とルーガの間に、ロアが立ち塞がる。

			　ロアの目は、明らかな敵意をやつに放っていた。

			「違う、あたしはあんたを守るために止めたんだ。この人間は、将来あたしの飼い主……じゃなかった。主人になる人間。いくら父ちゃんの右腕になるほどの実力があるといっても、こいつには勝てない」

			　おい！　飼い主ってなんだ？　今までは主人って言って、別の意味もほのかに混ぜていたのに、完全に飼われたい欲望が出てんぞ。やめてくれ。

			　っと、それより……獣王の右腕ねぇ……どうりで実力者っぽいと思った。

			「……なんだと？　待ってくれロアさん、あなたの主人……いや、夫は俺になるはずでしょう？」

			　あ？　何言ってんだこいつ。

			「俺は獣王様がおっしゃった通り、あなたに決闘で勝利し、あなたと結ばれる権利を手に入れたはずだ」

			「あ、あれはちょっと体調が……」

			「そんな言い訳は獣(じゆう)人(じん)の間では通用しない！」

			「……っち、うるせぇな!!　誰がてめぇみたいなネチネチ野郎と結婚するか、バァ――カ!!　次、セツの前でおかしなこと言ってみろ！　八つ裂きにしてやるからな！」

			「なっ……」

			　行くぞと言いながらロアは、俺の手を掴み王の間の扉を開けた。

			　突如、昔の口調に戻り罵(ば)倒(とう)されたルーガは呆(あつ)気(け)にとられ、直立不動で固まっている。

			　その隙に俺たち四人は、目的地である王の間へと、ようやくたどり着いたのだった。

		

	
		
			43　私情の衝突

			　

			「なんだというのだ……夫になる俺よりも、あんなヒョロイ人間がいいと言うのか……」

			　ルーガは王の間の前から動けずにいた。

			　彼はロアのことを愛している。

			　その整った容姿、細いがしっかりとついた筋肉。

			　本音を言えば、もう少し胸囲が欲しかったところだが、その素晴らしくバランスのとれたスタイルを見ていると、そんな問題はどうでもよくなる。

			　尻(しり)は少々安産型で、そこも彼好みであった。

			　そして何より……その強さ。

			　彼の好みを体現したような女、それがロア・レオネールだ。

			　しかし、そんな彼女についさっき、好ましく思っている男(オス)がいることを知った。

			　それが自分より強き獣(じゆう)人(じん)ならば、諦められずとも、ひとまず納得はしただろう。

			　だが、その男(オス)は人間だった。

			　自分たち獣(じゆう)人(じん)よりも劣っているはずの存在、それが愛する彼女のとなりにいるというだけで許せない。

			　結ばれるなど、以ての外だ。

			「許さんぞ人間……俺の方が彼女にふさわしいことを思い知らせてやる……っ！」

			　彼の目に嫉(しつ)妬(と)の炎が燃え広がったとき、そのむき出しの肩に刻まれている黒き炎のタトゥーが、淡く光を放ったように見えた。

			　

			　

			　王の間は相変わらず広く、とても懐かしい。

			　だが俺は懐かしさを噛み締める前に、先ほどのルーガの言葉が気になっていた。

			「お前……さっきのやつの話……」

			「あ！　別にあいつの女になったりしないからな！　あ、安心してよ！」

			　いや……まあそこも気になるっちゃ気になるんだが……。

			　一番気になるのは、ロアが決闘に負けたって部分で――――。

			「っ！　セツさん、前！」

			「っ!?」

			　ミネコの言葉で、俺は急接近する殺気に気づいた。

			　すでに、文字通り目と鼻の先に迫っていた巨大なパワーの塊と言う名の拳を、俺は反射的に受け止める。

			　ズシンとした重さが全身にかかり、圧力で床が凹む。

			　受け止めた際の衝撃で世界樹が揺れ、下の階で悲鳴が上がったのが聞こえた。

			「はっ……！　五年ぶりの挨(あい)拶(さつ)にしちゃ……ちょっと過激じゃねぇか？　なぁ？　獅子野郎……っ！」

			「く……はははははははははは！　セツだ、姿は変わってもやっぱりセツだ！　愉快……実に愉快だよ……っ！」

			　ジリジリと拳に力を入れていく金髪の男。

			　こいつが大陸を統べる獣王レグルス・ゴールド。

			　そのパワー、身体能力は魔王デザストルを凌(しの)ぎ、その肉体は、人間が作り出せる最高級品の鎧(よろい)よりも硬い。

			「相変わらず馬鹿力だな、ちくしょう」

			「そういうお前も余裕がありそうじゃないか……！」

			「まあ……な！」

			「っ！」

			　一度力を緩め、少し膝を曲げる。

			　そして今度は一気に力を入れ直し、膝のバネも使ってレグルスを押し返した。

			「うおっ―――――」

			「ほら、お返しだ」

			　よろけているところに拳を叩きつける。

			　辛うじてガードが間に合い、手のひらで受け止めたようだが、そんなもので抑えられるパンチなんかじゃないんでな。

			　手の甲から胴へと衝撃は突き抜け、そのガッシリとした筋肉の体を、後方の玉座の方へと吹き飛ばした。

			　玉座の周りの装飾をぶち壊し、埃をあげて再び世界樹の城が揺れる。

			「ふぅ……まだまだ負けねぇよ、てめぇにはな」

			「あ～あ……相変わらずだな、父ちゃんもセツも」

			「ぽかーんです」

			「姉さん、そういうのは口に出すものではないですよ……」

			　

			　

			「くはははははは！　また負けてしまった！　腕は鈍ってないようだね、セツ！」

			「簡単に鈍るような鍛え方してねぇからな。それより……久々だな、レグルス」

			「久しぶり、セツ。元気だったかい？」

			「見た目は変わっちまったが、まあボチボチ元気だった」

			「そりゃよかった！」

			　そう言って玉座に座り、また笑う獣王。

			　こいつは……まあ元気そうだから聞かないでいいや。

			「それで、挨(あい)拶(さつ)に来たってのは分かるんだけど、何やら他にも用がありそうだね。そんな強いお供も連れてるわけだし」

			　そういやロアが知ってれば、レグルスもシロネコとミネコのことを知ってるはずだもんな。

			　なんたって二人はこいつに傷を負わせられたんだから。

			「まあな。悪いがぶっちゃけると、挨(あい)拶(さつ)はオマケだ。少々力が借りたくて来たってのが本音だ」

			「力？　お前がかい？」

			「ああ。今、魔族大陸が人間国に攻め入られたってのは知ってんだろ？」

			「今朝知ったよ」

			「そうか。んで、人間国の勇者やらなにやら、さらにはあの冬真のクソ野郎までが、人間国軍としてあちらさんにいるかもしれない」

			「……冬真が？」

			　その言葉を聞いて、ロアが身震いし、レグルスの目つきがさらに真剣になる。

			「生きてたんだ、あいつ……」

			「その辺りはよく分からねぇが、とりあえずとんでもない戦力が向こうにいることは確かだ。悔しいことに、それだけのやつらを捌(さば)ききれる自信は、俺にはねぇ」

			「そこで俺たちってことかな」

			「ああ」

			　できることなら多くの戦力が欲しいが、半端な実力なら足手まといになるからいらないということも付け加えて説明する。

			　敵の戦力が戦力だ。

			　大した実力のないやつらが束になってかかったところで、みすみす命を捨てるようなもの。

			　それならば初めからいない方がいい。

			「……俺が行きたいところだけど、その説明をされて、いつ獣(じゆう)人(じん)大陸にそいつらが来るかも分からない状況になった。本当に冬真がいるとしたら、こっちに軍を移すなんて簡単なこと。俺がここを離れるわけには行かない」

			「だろうな……」

			　王不在となると、どこの国でも危険な状況だ。

			　ましてや、人間とは違い、獣(じゆう)人(じん)や魔族は王が一番強い。

			　それが不在となれば、敵国からすれば大チャンスとなる。

			「あたしが行く。実力も文句ないんじゃない？」

			「ああ、ロアには来て欲しい……てか来い」

			「うん！」

			　嬉しそうに顔を綻ばせるロア。

			　そんなに命令されるのが嬉しいかね？

			　エルカもそうだけど、理解しがたい感情だ。

			「私やミネコも行くことになってるです」

			「そうなのかい？　なんだ、結構戦力はいるじゃないか」

			「人数的な面で少し物足りないがな」

			　実力は十分なんだ。

			　だがせめて、あと一人はＳＳＳ級に近い実力者が欲しい。

			「――――獣王様！　それは許されないことだ！　考え直して欲しい！」

			「え？」

			　突然王の間の扉が開け放たれる。

			　入ってきたのは先ほどの老人……じゃなかった、狼刃ルーガという男。

			「悪いが話は盗み聞きさせてもらった！　そんな現状を聞いて、獣(じゆう)人(じん)大陸の戦力が減るのを許容するわけにはいかない！」

			「ルーガ……」

			　突然入ってきて喚き散らかすルーガに、レグルスは何とも言えない表情になる。

			「魔族大陸とは今でこそ同盟を組んでいるとは言え、元は敵同士！　やつらのために戦力を割く必要はないはずだ！　さらに最高戦力ともなれば言(ごん)語(ご)道(どう)断(だん)！」

			　……ま、確かにな。

			　獣(じゆう)人(じん)のことを一番に考えているやつらからすれば、魔族がどうなろうと知ったことではないし、ましてや助けて自分たちが危機に陥(おちい)ったら、それこそ目も当てられない。

			　こいつの意見は至極真っ当だ。

			「もう一度考え直していただきたい！　獣王様！」

			「んー……確かにルーガの意見も正しい。でもただの人間の頼みならともかく、ほかでもないセツの頼みごとだからなぁ……」

			「なっ!?」

			　ルーガは、レグルスの煮え切らない態度に驚(きよう)愕(がく)したようだ。

			　多分、自分の意見はすぐさま通るとでも思っていたんだろう。

			　まさか、獣(じゆう)人(じん)である自分の意見が通らず、人間である俺の頼みが通るわけがない……と。

			「人間の頼みと俺の意見を天秤にかけるのですか？　このように細く、威厳のかけらもない人間ごときと!?」

			「おいてめぇ―――――」

			「そうだよ。さらに言えば、俺はセツの頼みの方を聞きたいと思っている」

			「な……に……？」

			　ロアの怒声を遮(さえぎ)り、レグルスが心を抉(えぐ)る言葉を口にする。

			　うーん……なんかめんどくさいことになりそうな予感がするな。

			「聞こえなかったかい？　俺はこの人間の頼みを聞きたいんだ。君の意見よりもね」

			「な……なぜです！　獣王という立場のあなたが！」

			「獣王ってのはね、一番強いやつがなるんだよ。俺は別に、大陸を統べるために一番強くなったんじゃない。ただ強いやつと戦いたいから、強くなったんだ。そしたら勝手に獣王に仕立て上げられ、こんな大層な椅子に座っている。まあこんな立場をもらっていい暮らしができるんだ。獣(じゆう)人(じん)大陸を守っていくくらいの情はあるけどね。でも、獣(じゆう)人(じん)大陸とこの人間親友、どちらが大切かと聞かれれば、俺はほんの少しの差でセツを選ぶだろう」

			「な……そんなの王の器として……」

			「そう、俺は王の器じゃない。国よりも友人を取る王などいてたまるか。それで不満があるならいつでもこの椅子を明け渡そう。ただし――――俺に勝てるなら、だ」

			「っ！」

			　レグルスがルーガを睨(にら)みつけると、ルーガは息をつまらせ硬直する。

			　やつも残酷なことを言う。

			　お前に勝てるやつなんて、それこそこの世界の異常者イレギュラーどもだ。

			　レグルスが強さにおいて特別な存在ならば、ルーガなど一般人に等しい。

			　一般人は特別には勝てない。

			　命を削ってでも力を求めない限りは――――。

			　まあ、俺から言わせれば、こいつが暴君として君臨しないだけマシだと思うぞ。

			　基本、強さやコネだけで王になったやつなんて好き放題やるやつばっかりだし。

			「はぁ……でもルーガの意見も正しいことではある。だから悩んでいるんだよ……うーんそうだなぁ……あ、じゃあセツ、ちょっとルーガと決闘してみてよ」

			「は？」

			　聞き返したのは、俺ではなくルーガのやつ。

			　俺は実のところ、なんとなく予想していた。

			「それで勝った方の意見を聞く。力任せな実に獣(じゆう)人(じん)らしい決め方だとは思わないかい？」

			「俺とこの人間が……？」

			　くっそめんどくせぇこと振ってきやがったな、獅子野郎。

			　この場で殴り倒して終わりじゃダメ？

			　あ、獅子野郎の目がダメって言ってるわ、うぜぇ。

			「――――いいでしょう」

			　いいのかよ。

			「俺がこんな人間ごときに負けるはずがない。完(かん)璧(ぺき)なる勝利をお見せしましょう」

			「よし。セツは？」

			「……別にいいぜ。口論よりはマシだ」

			　ここでうだうだ言ってても時間の無駄だし、力ずくで納得させられるなら手っ取り早い。

			　説得なんてするだけ無駄みたいだしな。

			　あんまり乗り気じゃないが……。

			「……ロアさん」

			「……なんだよ？」

			　当事者の一人であるルーガが、ロアの方に向きなおしていた。

			　真剣な表情に、ロアはわずかに身構える。

			「俺があの人間に勝てば、あなたは俺を夫にしてくれますか？」

			　む？

			「…………分かった。お前が勝てば、この前のあたしとの決闘も負けを認めて、大人しくあんたと結ばれてやる」

			「……ありがとう、ロアさん」

			　何を言ってんだ、ロア？

			　なんで言い終わったあとに俺の方を見る？

			　てかルーガの野郎も、国の大事がかかってる戦いで、なに私情を挟んでんだ。

			　そんな私情をぶつけてる時点で俺には――――。

			「おい、レグルス早く始めるぞ。場所はどこだ？　今すぐやるぞこのちくしょうをぶっ飛ばしてやる――――って何笑ってんだ！」

			「くっ……くくくっ……分かった分かった、今すぐやろう」

			　っち、ムカつく笑い方だぜ。

			　だが今すぐ始められるなら、そんなのどうでもいい。

			　速攻でぶちのめす。

			　こんな野郎にロアはやれねぇ、ロアは俺の――――。

			　――――あれ？

		

	
		
			44　決着？

			　

			　獣(じゆう)人(じん)の国であるレグダムの街。

			　その中心地にあるのは、戦いを好むこいつらが、定期的に力を試す場として用意された施設。

			　俺の中にある知識で言えば、それはコロッセオと呼ばれるものと似ている。

			『やれー！　ルーガ！』

			『人間なんて八つ裂きにしてやれ！』

			　そんなコロッセオのど真ん中に立つ俺には、数々の罵(ば)倒(とう)が投げかけられていた。

			「おいおい……あの獅子野郎……。めちゃくちゃ大ごとになってんじゃねぇか」

			　大勢の獣(じゆう)人(じん)が観客席を埋め尽くし、俺とこのルーガの戦いが始まるのを今か今かと待っている。

			　初めは非公開でひっそりと終わらせるつもりだったのに、レグルスが、

			『ついでだから観客として国民を招いて楽しませよう！』

			　とかほざきやがった。

			　何というか……かなりやりにくい。

			「ふん、怖気づいたか人間。所詮は下等生物だな」

			「あーうん……そうだな」

			「……っち」

			　そうやって煽(あお)られたところで、今までひたすらスルースキルを磨いた俺はビクともしない。

			　というか、かなり萎えてるせいで、めんどくさくなってきた。

			　初めは本気で潰してやろうなんて考えてたが、ここまでアウェーな状況になると、もう一撃で終わらせた方がいいんじゃないだろうか。

			　それくらいやれば、観客も静かになるはず。

			「もういいや……さっさとやろう」

			「吠え面かかせてやる……っ！」

			　何か意気込んでいるが無視だ、無視無視。

			　俺たちはコロッセオの中心で向かい合い、お互いに構える。

			　まあ俺は素手で両腕ダラーン状態だが……。

			「貴様……舐めているのか？」

			「おう」

			「……殺す」

			　おっと、余計な怒りを買ってしまった。

			（ま、口だけじゃなきゃいいんだが……）

			「両者とも準備はいいね!!」

			　コロッセオ中に、すべての元凶の声が響き渡る。

			　その声に、一度観客席は静寂に包まれ、ルーガの顔が怒りの表情から鋭い戦士の顔に早変わりした。

			「それじゃ、そろそろ我が愛娘のロア・レオネールをかけた、男と男の大(おお)喧(けん)嘩(か)を始めようか！」

			　その言葉とともに響き渡る歓声。

			　ううむ……うるさい。

			　だがこいつらを黙らせるってのも、また一興か。

			「両者よろしいかな？　では――――始め！」

			「シッ！」

			「！」

			　おそらく審判の役割をしているであろう男が、俺たちの間で開始の合図を出す。

			　それとほぼ同時に、ルーガの持つ鋭い腕の爪が、俺に迫っていた。

			「おっと……まあまあ速いな」

			「な……に……？」

			　それでも大した速度ではない。

			　その腕を掴み止めるくらい容易(たやす)くできた。

			「こんなもんか？」

			「くっ……そんなわけがないだろう……！」

			　腕を引く気配がしたから、手を離してやると、ルーガは地を蹴(け)って俺から距離を取った。

			　思ったよりは速いし、少しは楽しめるかもしれない。

			「予定変更だ、ちょっとだけ遊んでやる」

			「き……貴様ァァァァ!!」

			　自分がすごく悪役っぽいことには気づいていたが、やってることはそれと大して変わりないし、思う存分悪役気分を味わう俺であった。

			　

			　

			「――――思ったのとは違う形だけど、これはこれでいいや」

			　コロッセオの中心で戦いを繰り広げる二人を見下ろしながら、ロアは横に座るシロネコとミネコに話しかけた。

			「思ったのとは違うってどういうことですか……？」

			「最初は……あたしをかけの対象とすることで、セツを煽(あお)ろうと思ったんだ。あいつが何だかんだあたしのことを大切に思ってくれているのは知ってたから、それで少しは本気出してくれるかなって。父ちゃんがこんな大ごとにしちゃったせいで萎えられちゃったけどね……。でも思ったよりルーガが強くて、あいつも少しは戦う――――と言うより遊ぶ気になったみたい」

			「策士です」

			「たはは……結果オーライなだけだって」

			　見当違いに褒(ほ)められ、ロアは苦笑いを浮かべる。

			　彼女からすれば、自分の思惑通りに行くのが、当然のごとく一番理想だったのだ。

			「それにしても……その……」

			「可哀想です」

			「ね、姉さんはっきり言いすぎ……」

			「まあ……そりゃね」

			　三人の意見は合致していた。

			　すべてはコロッセオの中心、そこで行われている到底戦いとは言えないものに対してである。

			　すでに歓声は止み、観客は静かにそれを見ていた。

			　

			　

			「――――もう終わりか？」

			「はぁ……はぁ……」

			　あれから三分も経っていないだろう。

			　現在、ルーガは地に膝をついていた。

			「ば、馬鹿な……こんなことはありえない……」

			「いい加減、現実見ろって」

			　確かにこいつは思ったより速かった。

			　パワーもあったし、レグルスの右腕って言われているのも、少しは理解できる。

			　だがあいつ、レグルスには指一本として届いていない。

			　具体的に言えば、瞬殺されるほどの差があるはずだ。

			　……だからこそ解せないことがある。

			「なあロア！　お前ほんとにこんなやつに負けたのか！」

			　観客席にいたロアに問いかける。

			　突然声をかけられたあいつは驚き、バツが悪そうに顔を逸らした。

			「その……あのときは……メスの日だったんだよ……私のはちょっと重いから――――ってあんまり言わせんな！」

			　メスの日？

			　メスってのは女ってことだよな――――――あぁ、なるほど。

			　男には分からないあれだな。

			「お前……体調不良の女に勝って喜んでたのかよ……」

			「うるさい……っ！　黙れ！」

			「おっと」

			　こりゃ聞く耳持たずってか……。

			　立ち上がると同時にがむしゃらに振られた爪は、一つも俺に当たらず、虚空を切り裂いた。

			　顔には青筋が浮かんでおり、相当我を失っていることが分かる。

			「冒険者の心得、常に冷静であれ……ってお前は冒険者じゃないし意味ないか」

			「うおぉぉぉぉぉ！　〈飛(ひ)爪(そう)〉！」

			　ルーガが腕を振り上げる。

			　そこから放たれたのは四本の線。

			〈飛剣〉と同系統の技であり、ひと振りの数が多い分、かわしづらい。

			「その点、威力は低いがな」

			「なっ……」

			　四本まとめて片腕でなぎ払ってやると、ルーガは怒りの表情を失い、代わりに驚(きよう)愕(がく)の表情をはりつけた。

			　一点集中で攻めてくるならともかく、当てること優先で威力を蔑(ないがし)ろにしたら、そもそも俺の体には傷一つつかない。

			　だからってまともに受けてやんねぇけどな。

			「そろそろ〈獣化〉でもしたらどうだ？　お前らの本領はそっからだろ？」

			「っ！　……後悔しても知らぬぞ！」

			　そう言うキャラってすぐやられるのが定番なんだが……。

			　四つん這いになったルーガは光に包まれ、その骨格を変形させていく。

			（……予想通り……だな）

			「グルルルル……」

			　案の定と言うか何と言うか……ルーガの〈獣化〉は狼だ。

			　その体格はシロネコの〈獣化〉よりも一回り小さい。

			　確か〈獣化〉は力があればあるだけ、その体格にも差が出るって話だ。

			　ということは単純に考えて、こいつはシロネコより弱いってことなんだが……。

			「……死ね」

			　さっきより数段速い速度で飛びかかる黒い狼。

			　一回り小さいとは言っても、その大きさは俺の体を片足だけで押し倒せそうなほどだ。

			「ずいぶんと物騒なこと言いやがる」

			　眼前へ迫るルーガを潜るようにしてかわし、腹の下に入り込む。

			　そしてそのまま持ち上げてやった。

			「何!?」

			「軽いっつうの……よい……しょぉぉぉぉ!!」

			　担いだ状態から投げ捨ててやると、ルーガは何度か地面に背中を打ちつけ、コロッセオの壁に叩きつけられて止まる。

			「がっ……はっ……そんな……一撃で……」

			「どうだ？　そろそろ負けを認めるか？」

			「くっ……」

			　こいつもすでに理解しているだろう、俺には勝てないってことが。

			　この悔しそうな表情を見ていれば分かる。

			　自分は本気を出していたのに、相手は武器すら取り出さない。

			　それがどれだけプライドを折られかけただろう。

			　まあ狙ってやったんだがな。

			「終わりにしようぜ、降参しろ」

			「……」

			　ルーガは目を伏せ、うなだれた。

			　――――これでようやく勝負は決したな。

		

	
		
			45　呪術感染

			　

			　認めたくない。

			　途中から、己の力がこの男には一切通用しないことは理解できた。

			　しかし、獣(じゆう)人(じん)が人間に敗北するなどあってはならないこと。

			　だからこそ負けを認めるわけには行かない。

			　死に物狂いでかかった。

			　魔力も体力もすっからかんだ。

			　だが、やつは息の一つも乱していない。

			　力の差を思い知る。

			　それでも認めるわけには行かない。

			　ロアさん……彼女の夫に相応しい男がやつだなんて認められない。

			　あれは俺の女だ……俺のものだ――――。

			『……だいぶ愛憎が溜まってきたようだね』

			　誰だろうか……？

			　項垂れているこんな俺に、声をかける人物などいるわけがないと言うのに……。

			　獣(じゆう)人(じん)は敗者に厳しい。

			　特に、人間に圧倒されている俺などに声をかけるものなどいないはずだ。

			　だがこの声は……何やら頭の中に直接聞こえるような……。

			『獣(じゆう)人(じん)の習性なんて知りたくもないけれど、君はあの女の子が欲しいんでしょ？　ならこんなところで諦めていいのかな？』

			　――――よくはない……だが実力ではやつに。

			『まったく……何のためにその〈愛憎のタトゥー〉を植え付けてやったと思ってるんだ』

			　――――タトゥー？　何を言っているんだ？

			『あ、そうか……ごめんごめん。不可視状態にしてたから、見えるわけないよね。まあセツは見えてたみたいだけど……』

			　――――さっきから貴様は何を言っている……？　貴様は何者だ。

			『ん？　僕？　うーんとね……通りすがりの呪術師ってところかな？　君はどうしてもあの女の子が欲しい？』

			　――――欲しい……。

			『命をかけてでも欲しい？』

			　……彼女が手に入るならば……この命、いくらでも渡せるだろう。

			『その覚悟さえあれば十分さ、僕が君に力をあげるよ』

			　……なぜそんなことをする？

			『僕もね、どうしても欲しいモノがあるんだ。命、財産、夢、仲間、何を犠(ぎ)牲(せい)にしてもそれが欲しいんだ。そしてそれは、君があの男に勝つことで手に入る。まあこれは利害の一致ってことだね。君が勝つためならば、いくらでも力を与えるよ。だから――――絶対勝ってね？　何を犠(ぎ)牲(せい)にしようとも……』

			　

			　

			「何だ？」

			　何やらルーガの様子がおかしい。

			　警戒し一歩後ずさると、突然やつの肩にあったタトゥーが蠢(うごめ)きだした。

			「が……アァァァァァァァァァァァ！」

			「!?」

			　蠢(うごめ)きだしたタトゥーは、禍(まが)々(まが)しい瘴気を放ちながらルーガの全身に伸びていく。

			　黒い模様が全身に巡ると、やつの筋肉が膨張し始め、徐々にその骨格すらも変化させた。

			（この魔力……やっぱり冬真の野郎か……っ！）

			　ルーガから溢れ出す瘴気は、間違いなく冬真の呪いの魔力と同じもの。

			　いったいこいつは、どこであいつと接触を持ったんだ……。

			　いや、それは考えても仕方ないだろう。

			　あいつは神出鬼没で、どこで何に関わっているか分からない。

			　こんなところで獣(じゆう)人(じん)と関わりがあっても、何ら不思議なことではないだろう。

			　シロネコに絡んでいるくらいだからな。

			　それにしても他種族嫌いのあいつが、よくもまあ関わろうとしたな……。

			　それほど切羽詰っているということなのか？

			「ガァァァァァァアァァァ!!」

			「おっと……余計なこと考えてる場合じゃねぇな」

			　全身に広がったタトゥーは、少しずつやつの体に溶け込んでいく。

			　そして溶け込むことで、その体を黒く染め上げ、今では元のルーガの部分を探す方が困難になってきた。

			　上半身は、筋肉が膨張したことで不格好になっており、膨張していない下半身と釣り合いが取れておらず、両腕を地面についてバランスを取っている。

			　イメージはゴリラってところだが……犬だったときの方がよかったな。

			「……苦しいだろうに」

			「ガァ！　ガァァァ！」

			　ルーガの叫びの中には、悲痛な声色も混じっており、そのうち喉も裂けたのか口元から血が溢れ出している。

			　それでも叫びを止めない。

			　見ていて痛々しいったらありゃしないぞ、これは……。

			「っち……何とかしてやるか――――ってうおっ!?」

			「ヌガァァ！」

			　速い、さっきまでの比ではないほどに。

			　俺が一瞬気を逸らした隙に、距離を詰め、その豪腕を叩きつけてきた。

			　腕を交差させて防御姿勢を取ったはいいが、思ったよりも力が強く、その腕力だけで俺をコロッセオの壁に叩きつける。

			「こほっ……ちょっといてぇじゃねェか」

			『おぉぉぉ！　いいぞォ！』

			『攻めろ攻めろ！』

			「ガァァァァ！」

			　観客どもは呑気なもんだ。

			　ルーガの変異も、ただ強くなったようにしか見えてないんだろう。

			「セツ！　あれって冬真の！」

			「分かってる！　ロア！　下りてこなくていいからな！」

			「え!?　わ、分かった……」

			　飛び出してこようとしたロアを止める。

			　このままじゃ怪(け)我(が)を負わせちまうかもしれないからな……。

			　さっきのパンチから考えるに、今のルーガは獣王に匹敵するパワーとスピードを持っているのだろう。

			　十中八九、あのタトゥーがパワーアップの原因だ。

			　そしてそれは冬真が与えたもの……だとしたらパワーアップだけで済むはずがない。

			　獣王や魔王のレベルには、それこそ命をかけて力を求めなければ、たどり着けない。

			　やつらは上に立つ才能を持ち、それに加えて寿命を削るほどの努力を重ねてきた末の、実力者なのだ。

			　つまり才能というか、素質のないルーガがそこにたどり着きかけているということは……。

			「あいつ……命を燃やしてやがる……っ！」

			「ガァァァァ！」

			　やつの筋肉が膨張の末に裂け、ところどころから血が噴き出し始めた。

			　だが裂けた部分はすぐに再生し、再び別の部分が裂け、そこもすぐに再生する。

			　驚異的な細胞分裂を繰り返し、破壊、再生を瞬時に行うことで、一秒ごとに力を上げているようだ。

			　保健体育は、得意でもなかったから原理とかは曖(あい)昧(まい)だが、筋肉が強くなっていくのと一緒だろう。

			　それをこんな速度で行って、体がもつはずがない。

			「ゴロズ……ゼンブ……ゴロズッ！」

			「くそっ！　理性もほとんどねぇのか……っ！」

			　魔法袋から黒丸を抜き放ち、異形と化したルーガ目掛けて駆け出す。

			「ゴロズ！」

			　なぎ払うように振られた腕を、前かがみになってかわし、懐に入り込む。

			「あぶねぇな！」

			「ギャァ！」

			　黒丸で切り上げるようにして、ルーガの太い腕を切り飛ばした。

			　これでバランスを崩して身動き取れなくなるはず――――。

			「なっ……！　一瞬で再生して」

			「ガァァ！」

			　その目論見は見事に外れ、切り口から腕が一瞬で生え直し、そのまま俺の右脇腹を打った。

			「っち！」

			　さすがに二回も殴り飛ばされるわけにいかない。

			　黒丸を放り投げ、自分の胴よりもふた回りほど太い腕を両手で抱え込み、足に力を込めて踏ん張る。

			「ぜあッ！」

			「がっ」

			　腕を払い、もう一度懐に潜り込んで胴を蹴(け)り飛ばす。

			　壁に近かったこともあり、ルーガの体は深くコロッセオの壁にめり込んだ。

			　だが――――――。

			「……ノーダメージ……ってか？」

			「ギィィィィィ！」

			　いや、多少は効いているか、すぐに再生してしまっただけだろう。

			　それでも結構力を込めたつもりだったんだがな。

			「ジネ……ゼンブ……ジネェェェェ！」

			「ッ！　やべぇ！」

			　ルーガが雄叫びを上げる。

			　同時にやつの体から漆(しつ)黒(こく)の波動が放たれ、周囲に広がっていく。

			　それを浴びた観客の様子が、どんどんおかしくなっていった。

			『なんだ……これ……』

			『体が重い……』

			『く、苦しいよぉ……』

			「ちくしょう……〈呪術感染(パンデミツク)〉だ！」

			〈呪術感染〉――――冬真の扱える凶悪な技の一つで、呪いを植え付けたものが感染源となり、その周囲に呪いを撒き散らすというもの。

			　やつ自身が直接呪いを植え付けるわけではないため、呪いの完成まではかなり時間を要するが、それでも観客たちのように、動けないほどの体調不良を起こさせる。

			　俺はこの程度の呪いは自力で弾けるが、周りのやつらは、モロに浴びている時間が長くなると大変なことになるだろう。

			「さっさと潰さないとまずい……！」

			　だが……俺の手でルーガを殺すわけには……。

			　こだわってる場合じゃないことはわかっているが……それでも――――。

			「セツさん！」

			「!?　ミネコ!?」

			　観客席をミネコが駆けている。

			　なぜあいつは普通に動けてるんだ？

			「姉さんと獣王様とロアさんが急に倒れてしまって……！」

			「っち、あいつらでもダメか……。お前、なんで動けてるんだ？」

			　俺の隣へと飛び降りてきたミネコは、少し顔色が悪いだけで、身のこなしには異常がないように見える。

			　こんな間近まで来たはずなのに、どうしてだ？

			「いえ……少しだるさはありますけど、呪いに侵されてたときよりは、数十倍マシです」

			「……なるほどな」

			　呪いへの抗体……長い期間、その身を強力な呪いに侵され続けたことで、ミネコの体はかなり呪術に強くなっているのかもしれない。

			　特にこう言った身体に悪影響を与える系統のものだと、病原体と同じような働きをするものが多く、体に抗体ができたとしても不思議ではない。

			　これは……不幸中の幸いだ。

			「ミネコ……ちょっと力貸せ」

			「え？　は、はい！」

			「ガァァァァ！」

			　いまだ雄叫びをあげ、呪いを撒き散らすルーガに、俺たちは向き合う。

			　もう少しだけ……手荒く行くぞ。

		

	
		
			46　粉砕

			　

			〈呪術感染〉の感染源になってしまった者は、術をかけた本人が解除するか、本体の生命活動を停止させるしか止める方法はない。

			　だがおそらく、こいつには二つの呪術がかけられているのだろう。

			　一つは身体能力を強化し、暴走させるもの。

			　これがやつの肩にあったタトゥーだろう。

			　もう一つがこの〈呪術感染〉。

			　こうなると厄(やつ)介(かい)なこと極まりない。

			　殺すにも再生能力が高すぎて一筋縄では行かないし、半端な力じゃ逆にこっちがやられる。

			　俺なら一撃で――――――いや……。

			「チッ……！　ミネコ！　俺がやつの動きを止める！　だから……やつの頭を潰してくれ」

			「え!?　わ、分かりました！」

			　俺の滅茶苦茶な要求に、ミネコは驚きながらも承(しよう)諾(だく)してくれる。

			　どんなに再生能力があっても、頭がなくなればさすがに生きていけない。

			　おそらくそこに、呪いの源があるんだろう。

			　実際、冬真が初めて暴走させた人間は、頭を粉々にすることで止まった。

			　それならば……ミネコで十分だろう。

			「行くぞ！」

			「はい！」

			「ガァァァァ！」

			　体を倒して、前のめりにルーガに突っ込む。

			　目と鼻の先まで迫ったところで、その豪腕が俺に向かって突き出された。

			「しゃらくせぇ！」

			　近すぎて上手く扱えていない腕を、見切って肘部分から斬り上げる。

			　斬り飛ばされ、高く舞った腕は地面に落ちたが、その腕もすぐに再生を始めた。

			　だが簡単にはさせない。

			「〈ツバメ返し〉――――――ッ！」

			　俺にしては珍しく、狙いすました純粋な剣術。

			　斜めから黒丸を下まで振り下ろし、ルーガの腕と太ももを斬り飛ばす。

			「ッ！　オラァ！」

			　次に、振り下ろしきった剣を今度は膝を使って跳ね上がるように斬り上げた。

			　Ｖ字に斬られたルーガは両腕両足を失い、支えがなくなったため、うつ伏せに倒れこむ。

			「やれ！」

			「はいッ！　〈重脚〉！」

			　倒れこみ、再生が完了するまでの時間。

			　ミネコはそこにタイミングを合わせ、頭めがけてかかと落としを叩き込んだ。

			〈重脚〉は足に魔力を込めて叩き込むだけという技。

			　魔力があるものなら大抵は扱える初歩技だ。

			　それでもミネコの力なら、ルーガの頭を潰すくらいの威力が――――。

			「!?　つぅ……」

			「おい！　どうした!?」

			　かかとを叩き込んだミネコの顔が苦痛に染まる。

			　逆にルーガは無傷で、痛みに悶(もだ)える声すらもない。

			「ウガ……アァァァァ！」

			「あぶねぇ！」

			　四肢を再生させたルーガが立ち上がる。

			　その際に振り回された腕がミネコを捉(とら)えかけ、俺はもう一度黒丸で腕を斬り飛ばしながら、彼女を回収してその場を離れた。

			「足をやったのか？」

			「はい……あの体、硬すぎます……」

			　抱えていたミネコを下ろし、その足に回復魔法をかけてやる。

			　痛めた足はすぐに治ったが、こいつの〈重脚〉を耐えるってどういう強度してやがるんだ……。

			　道中、魔物に襲われることもあり、ミネコの戦いっぷりも見た。

			　その際の〈重脚〉は、Ｓ級の魔物を軽く粉砕する威力はあったはずだ。

			　それを耐えるとは、こいつは本格的に獣王に匹敵しているのかもしれない。

			「〈重脚〉以上の技はあるか？」

			「はい。でもあの頭を粉砕するには少しタメが必要になります。あと動きが止まっていないと、確実にはちょっと……」

			　タメと束縛か――――それなら。

			「あの魔法が使えんな。……あんまり使ったことねぇから不安だが」

			　そもそも魔法を使って戦わねぇからな、俺。

			「ガァァ！」

			　ルーガはかわされたことが気に入らないのか、さらに激高して太い腕を上手く使ってこっちへ駆け出す。

			　タイミングが合うといいが……。

			「大地よ、母なる生の原点よ、我に仇(あだ)なす者を捕らえたまえ――――――〈地手拘束(アース・バインド)〉！」

			「ガッ!?」

			　慣れていない魔法なため、完全詠(えい)唱(しよう)で発動させた。

			　タイミングは幸いなことにぴったりで、大地から生えた土の腕がやつの足に絡みつき、動きが鈍ったところをさらに伸びた腕が絡みついていく。

			　体の自由を奪われていくルーガはもがくが、その無駄に発達した腕のせいで、上手いこと土の腕を振りほどけない。

			　次第に腕にさえ絡みつき始めた土の手たちは、俺の魔力に呼応してその強度を最大にする。

			「ガ……アアァ……」

			　体に強く食い込み、完全に身動きがとれなくなったルーガは、苦しいのか最後の抵抗を見せたあと、うめき声をあげた。

			「完全に捕らえた……ッ！　ミネコ！」

			「はい！　〈猫(ねこ)脚(あし)〉……ッ！」

			　後ろでクラウチングスタートの構えを取っていたミネコの足が、猫の足へとその見た目を変える。

			〈部分獣化〉の一種だろう。

			　精密な力のコントロールで、体の一部分だけを獣に変える技。

			　ミネコの獣化は、当然猫。

			　そして猫の足は――――。

			「はぁ！」

			　自分の身長の五倍以上跳べるほどに、強(きよう)靭(じん)らしい。

			「ギャッ――――」

			　助走をつけ、身動きの取れないルーガの目の前で跳ね上がったミネコは、その膝をやつの顔面へと叩き込んだ。

			　すべての力を余すことなく伝えられた頭は、何かが砕ける音とともに爆散。

			　血肉をまき散らしながら、そこに一つの首なし像を完成させた。

		

	
		
			47　再会、そして期待

			　

			「ふぅ……終わったか」

			「みたい……ですね」

			　頭を失ったルーガは動かない。

			〈呪術感染〉の元を潰したため、これ以上被害が広がることはないだろう。

			　すぐに全員動けるようになるはずだ。

			　念のため、光魔法で浄化した方がいいが、それはあとでレグルスに言っておこう。

			「まさかルーガさんがこんなふうになってしまうなんて……何があったんですか？」

			「こいつは……利用されたんだ。極悪非道のあの野郎に――――」

			『おっと、極悪非道はちょっと酷いんじゃないかな？』

			「!?」

			　思わず。

			　そう、反射的に。

			　俺はミネコを背後に回し、かばっていた。

			　こいつを近づけてはいけない。

			　この声の主に近づけてはいけない。

			『そんなにその子が大切？　ねぇ――――セツ』

			「……久しぶりだな、クソ野郎」

			　いつの間にか立っていた。

			　ルーガの屍の上に立っていた。

			　灰色の髪に赤い目、気味が悪いほどに白い肌。

			　魔族の肌色とは違い、その肌からは違和感しか感じない。

			　黒ローブどもと同じ服を羽織っているが、フードは脱いでおり、その顔が鮮明に分かる。

			　五年前と変わらない――――少女と言われれば信じてしまいそうな顔。

			　それは紛れもなくこいつが本人だということを確定付けるものであり、どうしようもなく覆(くつがえ)すことのできない現実だった。

			「どうしてここにいやがる……冬真……！」

			『やだなぁ、そんなに怖い顔しないで？　数年ぶりの再会じゃないか』

			　その男、神代冬真は、五年前と変わらない姿で、今、ここに立っていた。
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			『――――とは言っても、実際僕の体はここにはないんだ。今すぐにでも僕を抱きしめたいって気持ちは、すごいセツから伝わって来るよ……でもごめんね？　ほんとの再会はもう少し先なんだ。それまで頑張って我慢してて？』

			「ふざけんな、ど畜生」

			　思わず黒丸をひと振り。

			　確実に真っ二つにできるはずなのに、その刀身はなんの手応えもなくやつの体をすり抜けた。

			『だから実体じゃないんだって。この死体を座標にして、僕の思念体を送ってるだけ』

			「チッ……相変わらず人をおちょくりやがって」

			『僕なりの君への愛情表現の一つさ』

			　相変わらず身の毛のよだつことを言いやがる。

			　こいつはいつも掴みどころのない笑みを浮かべながら、俺に淀み一つない、純粋に熱のこもった視線を投げかけてきていた。

			　それは五年経った今も変わらない。

			「この声……！　私に呪いをかけた人と同じ……！」

			『やあやあ久しぶりだね、ミネコ。よくもまあ姉妹ともども裏切ってくれたよ。せっかく、獣(じゆう)人(じん)だけど仲間に入れてやろうって思ってたのにさ』

			「嘘……ッ！　私と姉さんをあれだけ苦しめて！」

			『君たちがなかなか反抗的な目を直さないんだから仕方ないじゃないか。僕だってあんまり手荒なことはしたくなかったんだよ？　それに僕に協力し続けてくれれば、解放してあげるって言ったじゃん』

			　嘘だ。

			　俺は冬真が一瞬斜め上を見たのを確認した。

			　これはこいつが嘘をつくときの癖。

			　死闘を繰り広げた俺だからこそ知ってる……こいつの唯一と言っていい分かりやすい部分だ。

			『ま、いいよ。セツ側につくって言うなら始末するだけだし。セツの近くにいていいのは僕だけなんだ。ごめんねセツ……すぐにそんなメス猫を消して僕がとなりにいてあげるから』

			「ッ!?」

			「やかましい、誰がやらせるかよ」

			　後ろにいるミネコを、抱え込むように抱きしめる。

			　こいつも、シロネコも、ロアも、他の誰であっても消させるわけにはいかない。

			　すでに立派な俺の大切なものだ。

			「せ、セツさん……」

			『………………羨(うらや)ましいなぁ……羨(うらや)ましい、うん、羨(うらや)ましいよ、ミネコ。ねぇどうしてだい？　セツ。なんで僕は抱きしめてくれない？　もっと大切に扱ってくれてもいいんじゃないかな？　僕はそんな女より君に尽くせるよ？　君が望めば身の回りの世話は全部やってあげる。君が望めば夜の世話だって喜んでやるよ！　それでもダメ？　やっぱりこの体がダメなの？　性別なんて関係ないよ！　そこに愛があればなんだっていいじゃないか！　ほら、ねぇセツ。僕のもとへ来てよ。僕が君を幸せにしてあげる。君をたぶらかす魔族も、獣(じゆう)人(じん)も全部滅ぼしてあげるから……僕と二人で、二人っきりで暮らそ？　誰も来ない静かなところで――――――』

			「そういうところがダメなんだよ、ヤンデレ野郎」

			　冬真の言葉を遮(さえぎ)り、片手で黒丸を突きつける。

			　それ以上聞くことを、体が拒否していた。

			「お前がこれ以上俺の仲間に手を出すようなら、俺はお前をこの手で殺す。一度殺したんだ、二度殺したところで大して変わんねぇだろ」

			　どうやって生き返ったのかは知らないが、俺が殺し損ねていたならもう一度しっかりと殺さないといけない。

			　一度、神代冬真という人物の命を背負うことになったんだ。

			　最後まで背負い切るのが俺の役目だろう。

			「今まで、てめぇの命を背負うだけで精一杯だったが、生きてるってんなら話は別だ。もう一度……もう一度てめぇの命を背負い直してやる」

			『……やっぱり一筋縄では分かってくれないんだね。いいよ、君が望むなら……やろうか。僕は今魔族大陸にいる。君も知っての通り、絶賛戦争中だ。来るなら早く来た方がいいよ？　直に僕の部下たちも加わるからね』

			　部下とはおそらく黒ローブどものことだろう。

			　やつらの実力はよく知っている。

			　だからこそ、こいつに構ってないで、さっさと行きたいところだ。

			「知ってるっつうの。ちゃっちゃと行くから大人しく待っとけ」

			『ふふふ……うん、待ってるよ。今回こそは……君を手に入れてみせる』

			　そう言い残し、冬真の姿が薄れ始める。

			　完全に姿を消すまで、やつは不敵な笑みを浮かべ続けていた。

			　相変わらず余裕ヅラしやがって……ムカつく野郎だ。

			「せ、セツさん……そのぉ……」

			「ん？　あ、わりぃ」

			「い、いえ……」

			　そういえばミネコを抱きしめていたのを忘れていた。

			　離してやると、顔を赤くしてパタパタと手で扇ぎ始める。

			　その姿が少し微(ほほ)笑(え)ましくて、何となく怒りが収まり、冷静になれた気がした。

			「ありがとな、ミネコ。お前のおかげで少しは冷静でいられた」

			「こ、こちらこそ……ちょっと嬉しかった……です」

			　ううむ……赤い顔のまま俯(うつむ)く姿がかなりそそる。

			　やっぱり冬真に消させるわけにはいかないな。

			　こいつも、誰であっても、あいつにくれてやることはできない。

			「二人とも大丈夫か!?」

			「大丈夫です？」

			「ロアにシロネコ……お前らこそ大丈夫かよ」

			　観客席から下りてきた二人は、少し顔色が悪いものの、すでに普通に動けるようになったようだ。

			「もうだいぶいいよ。それにしてもさっきの……」

			「ああ、冬真の野郎だ」

			「やっぱり……」

			　ロアの顔が憎々しげな表情に変わる。

			　こいつもあいつの恐怖を知っているやつだ。

			　少し体が震えているのは、仕方がないことだろう。

			「あれは……私に命令してた人間と同じ声です」

			「うん……」

			　この二人にも思うところはあるだろう。

			　今まで散々脅(おど)され、利用されていたみたいだからな。

			「――――これはかなり大変なことになったね」

			「レグルス……お前も平気か？」

			「結構前には動けるようになってたから大丈夫。あいつの話も全部聞いたよ」

			　余裕そうに歩いているし、その辺りはさすがと言ったところか。

			　念のため全員に光魔法をかけてやり、完全にその呪いを浄化してやる。

			「ルーガはなんというか……俺がこんな戦いを提案しなければ……」

			「いや――――どっちみちこうなる運命だったんだろう」

			　呪いを植えつけられた以上、冬真から逃れることは容(よう)易(い)ではない。

			　いずれ何の前触れもなく暴走させられ、こうして姿を変えられて利用されていたはずだ。

			　ロアを愛してしまった時点で、あいつからすれば絶好の駒だったんだろう。

			　愛をも利用する、それがあいつの残酷なところだ。

			「彼の埋(まい)葬(そう)は俺がやろう。それでお前たちは……」

			「魔族大陸に行く。今すぐにでも」

			　行ってやつを止める。

			　そんでもって、さっさとこの戦争も終わらせてやるんだ。

			「分かった。それなら転移魔法陣の準備をしよう。そう時間はかからないはずだけど、しばらく待っていて欲しい」

			「ああ、助かる」

			　転移できれば、海を渡るよりはよっぽど速い。

			　これなら黒ローブどもが暴れだす前に行ける気がする。

			　それにしても心配事が多い。

			　戦争に参加させられているはずの夕陽、一足速く戦地に向かったリヴァイア、第一に狙われるはずのデザストル。

			　頼むから無事であって欲しい。

			（あいつらは……もう行ってたりするんだろうな）

			　その心配を少しは緩和してくれるやつらがいる。

			　俺の予想が――――希望が正しければ、あいつらはすでに魔族大陸に向かってくれているはずだ。

			「頼むぜ……三人とも」

		

	
		
			48　戦地の脅(きよう)威(い)

			　

			　獣(じゆう)人(じん)大陸にて、セツと狼刃ルーガの戦いが始まる、数刻前のこと。

			　人間大陸のディスティニア王国、その城の中にある、魔導博士ことティア・アムレートの研究所。

			　そこには三人の人影があった。

			　一つはこの部屋の主、ティア・アムレート。

			　もう一つはエルカ・ヴェルソー。

			　そしてグレイン・アルモニー。

			　三人は大きな魔法陣――――――正確に言えば、転移魔法陣の上に立っていた。

			「ようやくこの堅苦しい城から出られますね……」

			「冬真の魔力が完全に感知できた。これでこの城は用済み」

			「二人とも厳しいですね。僕は結構愛着湧いてたりしますよ？」

			　そう、いよいよ冬真という存在が表舞台へ出てきたことで、彼らの目的である、冬真の生存確認は済んでしまったのだ。

			　そうなった以上、この城を拠点として情報を集める必要はなくなった。

			　つまり――――――彼らは自由に動けるようになるということ。

			「私はセツ様がいればどこでも愛着が湧きますよ？」

			「つまりここにはいないから愛着はないと……」

			「そうなります」

			　キリッとした顔で言い放ったエルカだったが、言葉の内容が内容なため、グレインは呆れてため息を吐いた。

			「セツがいればどこでも楽しい。だから早くセツのところへ行こう」

			「ティアも大概ですね……でもその点は僕も同感です」

			　転移魔法陣が輝き始める。

			　それは発動待機状態であり、今すぐにでも、とべるという合図でもあった。

			「とりあえずは戦争に参加、殲(せん)滅(めつ)対象を人間兵に定め、隙を見つけて夕陽さんの回収。忘れないでくださいね？」

			「分かってます。セツ様いるといいなぁ……」

			「問題ない。セツがまだ来てなくても、来る前に終わらせるくらいの気でやる」

			　グレインは女性陣の頼もしさに、思わず苦笑いを浮かべる。

			　なぜ自分は男だというのに、こうも威厳がないのだろうかと考えてしまうのも、こうも女性が強いと仕方ないことだろう。

			「じゃ……セツさんも僕たちを頼ってくれるだろうし……行きますか」

			　今、三人の強者が戦地へと向かった。

			　セツと彼らはテレパシーが使えるわけではない。

			　それでも、長く連れ添った仲として、お互い何を望んでいるかが分かるくらいは、彼らは強く繋がっている。

			　魔族大陸に、世界を揺るがすほどの戦力が揃いつつあった。

			　

			　

			「ふぅ……セツはやっぱり変わらないなぁ」

			「顔見せは終わったか、主よ」

			「うん、待たせたね、カゲロウ。みんな」

			　大粒の雨が降る巨大な崖の上、そこには黒ローブを着た七人の男女が並んでいた。

			　中心にいるのは冬真。

			　先ほどセツが見た思念体と、同じ姿をしている。

			「やっぱりあの獣(じゆう)人(じん)は役に立たなかったのね……冬真様に恥をかかせて……」

			「まあ落ち着いてルーナ。僕は大して気にしてないから」

			「でも！」

			「君たちは僕の役に立ってくれるんでしょ？」

			　そう問いかけると、黒ローブは全員深く頷く。

			　中には、頼られたことで笑みをこぼす者もいる。

			　彼らはそれほど強く、それこそ死ねと言われれば死ぬほど、冬真のことを愛し、忠誠を誓っているのだ。

			「さて……それじゃ行こうか……世界から拒絶された者たちよ」

			　冬真の号令に従い、今、六人の死神が崖下の戦地へと解き放たれた。

			　人間の兵士と魔族の兵士が拮抗した戦いの中、両軍からは断末魔が響く。

			　そして今このとき、長く均衡を保っていた戦場が、ようやく動き始めた。

			「さあ！　蹂(じゆう)躙(りん)してくれ！　僕の可愛いおもちゃたち！」

			　狂った勇者の笑い声が、戦場に響き渡る。

			　この日は雨が降っていた――――。

			　

			　

			「つ、強い！　誰か止めろ！　こいつを止めろ！」

			「ダメです！　前衛崩壊！」

			「クソがぁぁ！　命に代えてもここで殺せぇ！」

			　私は――――なぜここにいる？

			「貴様！　その肌と角は魔族だろ！　なぜ我々を攻撃する!?」

			「この同族殺しがギャッ――――」

			　私は――――――なぜ同族を刺した？

			「止むを得ん！　取り囲み仕留め――――」

			「兵長！」

			　やかましい男の脳天に、レイピアを突き入れる。

			　その周囲にいた魔族の兵士を魔法で焼き払い、レイピアを連続で繰り出し息の根を止めていく。

			「あ、赤髪の女だ！　レイピアを持った赤髪の女！　肩に傷がある！　最優先で仕留めろ！　魔王様のもとへ行かせるな！」

			「と、止まりません！　ギャァ!!」

			　私は――――――いったい何をしているんだ？

			　意識がぼやける。

			　さっきから何を考えてもまとまらない。

			　ここはどこなんだ。

			　誰と何のために戦っている。

			　なぜ私の腕はレイピアを突き出し続ける。

			　また一人死んだ。

			　やめろ。

			　助けてくれ。

			　やめろ。

			　ヤメロ、ヤメロ、ヤメロ、ヤメロ。

			　ヤメロヤメロヤメロヤメロヤメロヤメロヤメロヤメロヤメロ――――――ッ！

			　誰か私を――――――。

			「――――――トメテクレ」

			　突如戦地を荒らし始めた、赤い髪の魔族の女。

			　同族の血にまみれ、全身を真っ赤に染め上げた女は、一人で戦地に佇(たたず)む。

			　彼女の周りにあるのは屍、屍、屍――――――。

			　表情はなく、虚ろな表情で佇(たたず)む彼女は、赤い涙を流す。

			　雨で体の血は流れ落ち、その涙もすぐに消える。

			　あるいは――――――その目から流れたのは涙ではなかったのかもしれない。

			　彼女は、もうそんな感情を抱くことができないよう、作り替えられたのだから。

			　それでも彼女は泣き叫ぶ。

			　心の――――――どこか深く、暗く、狭いところで。

			「いた！　あの女だ！」

			「同族殺しめ！　ここで死ねぇ！」

			「あの横のやつはなんだ!?」

			　再び獲物がやってきた。

			　彼女の体は自然と動く。

			　それを、それらを殺すために。

			　彼女の横には、いつの間にか兵士たちが並んでいた。

			　その身は彼女の倍、無骨な装甲を身に付け、いくつもの魔法陣が組み込まれた兵士。

			〈魔導兵〉――――後に世界に伝わる、戦争兵器の名前である。

			「――――――イコウ、ラーメル」

			　女は呟(つぶや)いた。

			　それに呼応するように、魔導兵は動き出す。

			　黒いローブの死神が戦場に現れた頃、戦地の片隅で、別の脅(きよう)威(い)が動き始めた。

		

	
		
			49　覚悟と出発

			　

			「……」

			「どうしたの？」

			「ロア……」

			　世界樹の城の一室、魔族大陸へと行く予定の俺たちは、そこで転移魔法陣の準備が整うまでの間、ひとときの休息を取っていた。

			　転移魔法陣には大量の魔力が必要というのは、前にも言ったと思う。

			　そのため、いざとなったときに使えないというデメリットが存在する。

			　デメリットを消すためと言って、常にフルチャージで置いておいても、それはそれで事故やら悪用されたりしたらたまったものではない。

			　そこで取られた対策は、あらかじめある程度の魔力を補充しておき、使う際に短時間のチャージで済ますという方法だ。

			　種族的に魔力量が多くない獣(じゆう)人(じん)でも、ルーガとの戦いから数時間はたったため、そろそろチャージが完了するはず……。

			「あたしもデザスが心配だなぁ。なんたって魔王だからさ、一番優先的に狙われるじゃん？」

			「確かにな……」

			　あいつならそう簡単には討たれないと思うが、黒ローブどもの動き次第では、一気に危険になる可能性もある。

			　まだ動き出してなきゃ対処できんだけどな。

			「まあ……五大魔将もいるし、あいつ自身相当強い。当分は大丈夫だろ」

			「そうだと思うけどさ……」

			「それに、命の危機が迫れば俺が気づく」

			「ああ、デザスにもこういうの渡してあるからか」

			　そう言って、ロアが首につけた黒いチョーカーを撫でる。

			　俺が与えたロアのチョーカーやデザスのブローチには、一から作り上げた俺のオリジナル魔法が組み込まれており、持ち主の危機に反応して知らせてくれるようになっている。

			　基本的に俺が渡すアクセサリー類にはこれが組み込まれており、今のところ何も反応がないということは、みんな無事と言っていいのだろう。

			　ちなみに渡してある人物は増えて、夕陽、お供の三人、デザストル、ルリ、リヴァイア、レグルス、ロア……。

			　そういや、他にもあいつらがいたな……まあ、あいつらが戦場なんかに行くわけないし、今心配すべきは名前を上げた連中なんだが。

			　ルリは商人だから戦いはしないだろうが、イビルバロウに住んでいる以上、敵はそこを目指して進軍してくるのだから、危険がないわけではない。

			　他のやつも心配だが、一番は夕陽だ。

			　心の優しいあいつのことだから、戦場でも敵に情けをかけて痛い目をみているかもしれない。

			　エルカたちが俺の予想通りに魔族大陸へと行って、保護してくれたらかなり安心できるんだが――――。

			　

			　

			「商人！　水をくれ！」

			「は、はい！」

			　幼き商人・ルリは、雨に濡れ、服に泥をつけながらも、必死に頼まれた荷物を運んでいた。

		

	
		
			[image: p_200.jpg]
		

	
		
			　セツの予想通り、彼女は戦いはしなかったが、こうして物資補給班として魔族軍に貢献している。

			　魔王デザストルと顔見知りであるルリは、人間ながら魔王直々に補給係を頼まれ、こうして戦場を駆け回っていた。

			　彼女はセツ直伝の揚げ物屋台を順調に経営しており、「セツの料理が食べられる」ということで、魔族の兵士たちも行きつけの店とし、ルリと仲良くなっている。

			　商人としての技術もそこそこあり、兵士の信用、行動力、手際において、ルリが補給班の班長に選ばれるのは、ある意味必然であった。

			　初めは、自分より幼い人間に指示されるのに不満があった他の補給班のメンバーであったが、彼女の手際の良さと的確な指示、そして戦場の忙しさによって、すでに不満など感じていない――――と言うより、感じる暇すらない。

			「班長！　医療班から清潔な布と消毒が欲しいと、負傷者が多すぎて応急処置用具を要求しています」

			「回復魔法が間に合っていないってことですか？　なら奥の馬車の荷台にそれらが入っています。清潔な布ということで、布は袋に入れて雨に濡れないように。あと他の人の手も借りていいので、魔力回復ポーションをいくつか医療班にお願いします。念のためですがないよりはいいと思いますので」

			「分かりました！」

			　指示を受けた身軽な格好をした若い班員は、補給地を駆けていく。

			　ルリも持っていた水の樽を、要求してきた兵士に渡す。

			「ありがてぇ！　って重!?　嬢ちゃんこんなの持ってたのかよ!?」

			「持ち方にコツがあるんですよ！　個人で商売をしていると嫌でも身に付きます」

			「へぇ……すげぇな。っと、ありがとよ！」

			「はい！」

			　彼女は再び走る。

			　戦場の裏で、一人の商人が戦う兵士たちを支えていた。

			　

			　

			「う……おぇ」

			「大丈夫か、美月」

			　魔族大陸に築かれた、人間側の砦。

			　そこは負傷した兵士の治療や、一時撤退を余儀なくされたものたちの休憩所となっている。

			　中には勇者たちの姿もあり、揃いも揃って顔色が悪い。

			　つい数週間前までただの高校生だった彼らにとって、人の死が蔓(まん)延(えん)する戦場というのは、そこにいるだけで拷問に等しいほど精神を弱らせるのだろう。

			「ご、ごめっ……私……人が目の前で……うっ」

			「無理ねぇって……今は全部吐いちまえ」

			　いくつもの死を目の前で見てしまった美月は、先ほどから様々な感情が入り混じり、吐き気が止まらず汚物が入ったバケツの前から離れられないでいた。

			　ひたすら吐き続ける彼女に寄り添うのは、同じく勇者として召(しよう)喚(かん)された次郎だ。

			　彼も戦場で様々なものを見て参ってはいるが、比較的にましな精神状態である。

			　柔道やボクシングなどの格闘技に手を出していた彼の精神は、同年代においてそれなりに強(きよう)靭(じん)だった。

			「おい！　てめぇらしっかりしろ！」

			「すまねぇ、遠藤……」

			「き、気持ちわりぃ……」

			　遠藤と、その取り巻きたちも相当に参っていた。

			　取り巻きを叱(しつ)咤(た)する遠藤であったが、彼自身の顔色も悪い。

			「はぁ……ちくしょう……なんで俺たちがこんな目に……」

			「遠藤くんたち大丈夫？　水を持ってきたよ」

			「花(はな)柱(ばしら)さん！」

			　水を差し出してきた人物が夕陽だと気づくと、遠藤の姿勢がピンと伸びた。

			「いる？」

			「は、はい！」

			　遠藤はがっつくように、夕陽の持ってきたコップを手に取り、飲み干す。

			　憧れの異性から水をもらい、優しくされるだけで、彼の表情は明るさを取り戻していた。

			　遠藤の元気の源になったとは気づいていない夕陽は、少なくとも彼の顔色がよくなったことに安心する。

			「何かあったらまた言ってね」

			　光真のせいで戦わせてもらえない夕陽は、砦では雑用係として働いていた。

			　遠藤は名残惜しそうだったが、彼女にはまだやることがあるため、早々に他の水を持ってその場を去る。

			「ユウ……休まないのか？」

			「光真くん……」

			　他にも水を持っていこうとしたところ、光真に阻まれた。

			　彼は少し怒ったように夕陽を見ていたが、その顔には疲労の色が浮かんでいる。

			　光真自身、相当な人数を討ち取ったことで、少々心が堪えていた。

			「だって私ほとんど戦ってないよ？　だからこれくらいしないと――――」

			「それでも休め！　そんな雑用を夕陽がすることない！」

			　思わず大声を出した光真のせいで、その場の全員が彼らの方を見る。

			　夕陽は慌てたが、光真は気にしていない様子で、彼女の肩を掴んだ。

			「君は俺が守る。だから戦場では俺の後ろに隠れていればいいし、こんなことを君がやらなくてもいいんだ」

			「……」

			　まるでゲームのキャラのようなことを言う光真に、女子は照れ、男子は憧れる。

			　夕陽は何も言えなくなった。

			　それは感動――――ではなく。

			　歓喜――――でもなく。

			　どうしようもなく、彼に「呆れ」てしまったからだ。

			（こういうとき……ユキくんなら褒(ほ)めてくれるのに）

			　夕陽は昔から友達が多く、そのためいろんな人と関わってきた。

			　その過程で、彼女はよく人を助け、さらに多くの人に慕(した)われることになる。

			　セツは、夕陽が誰かを手伝ったり、助けたりする度に彼女を褒(ほ)めた。

			　そこにあったのは素直な関心。

			　当然周りも彼女を褒(ほ)めることがあった。

			　花柱夕陽という少女は、心優しい少女だと……。

			　しかし、実際のところ、彼女の心は特に優しいわけではない。

			　あくまで常識の範囲内で優しいだけだ。

			　優しいから人助けをする――――ではない。

			　人助けをすると、セツが褒(ほ)めた……とどのつまり、花柱夕陽という少女は、セツという男に褒(ほ)めてもらうために、人を助け、人のためになることをするのだ。

			　褒(ほ)めるというのは、すなわち認めるということ。

			　夕陽のことが好きだからこそ、彼女の行動を認め、支えるセツ。

			　夕陽のことが好きだからこそ、その行動を認めず、守ろうとする光真。

			　そこには到底詰めることのできない差がある。

			　夕陽は決して弱い女ではない。

			　守られるよりも守りたいと思えるくらいの強さを、彼女は持っている。

			　どうしようもないくらいに過保護になってしまった光真は、夕陽にとって邪魔でしかないのだ。

			「……」

			「どこへ行くんだ！」

			「ちょっと外の空気を吸ってくる……一人になりたい」

			「あ、ああ……」

			　思わぬ形で目立つ羽目になり、雑用をこなす気分でもなくなった夕陽は、光真の横を素通りして、外へ向かう。

			　呆けた顔をしている彼に、一部始終を見ていた次郎が声をかけた。

			「……ちょっと過保護なんじゃねぇか？　光真」

			「俺は……ユウを危険な目に遭わせたくないんだ」

			「その気持ちは分かるけどよ……あいつだって強いんだぜ？　そう簡単にはやられねぇって」

			「そんなの分からないじゃないか！」

			　怒鳴り声が再び砦に響く。

			　あまりに周りのことを考えない光真に、ついに次郎が立ち上がり、その拳で彼の顔を殴りつけた。

			「がっ……」

			「目ぇ覚ませよ……おい」

			　周りから小さく悲鳴が上がる。

			　光真は床を転がり、なぜ殴られたか分からないと言いたげな様子で、唖(あ)然(ぜん)としているようで動かない。

			　次郎はその胸ぐらを掴み、目線を合わせるために持ち上げる。

			「好きな女を心配して危険に晒(さら)したくねぇって気持ちは分かる！　でもなぁ、お前はユウは無事ならそれでいいのかよ！　他のやつらは!?　すでに怪(け)我(が)したやつだっていんだぞ！　悔しいが、この中で一番強いのはお前だ！　みんなお前を頼る！　ユウばっか気にして他のやつを蔑(ないがし)ろにする気か！　許さねぇぞ、俺は！」

			「っ……」

			「ユウだって戦えるじゃねぇか……俺たちはあいつも含めて、他の戦いが苦手なやつらを守るべきだろ……」

			「……」

			　光真は気まずくなり、次郎から顔を逸らす。

			　他のクラスメイトのことを考えていなかったのは事実であり、彼は自分が冷静になっていくのを感じた。

			「……ごめん、次郎。俺ちょっと冷静じゃなかったかもしれない」

			「……おう。殴って悪かったな」

			　次郎が光真の上から退き、手を差し出す。

			　その手を取り立ち上がった光真は、周りで心配そうに見ていたクラスメイトたちに頭を下げた。

			「ごめん、騒がせた」

			「すまなかった」

			　続けて次郎も謝ると、クラスメイトたちはホッとした様子で各々の休憩に戻る。

			　二人と特に仲のいい美月も、その間にギスギスしたものがなくなっていることに気づき、ホッと胸をなでおろす。

			「俺、ユウを迎えに行く」

			「おいおい待てよ、今行っても気まずいだろ？」

			「うっ……」

			「俺が行ってくる。そしたらあいつに謝れよ」

			「分かった……頼む」

			「おう」

			　気まずいところに心当たりがあったのか、光真は素直に次郎に任せることにした。

			　しかし――――いくら待っても、夕陽が戻ってくることはなかった。

			　

			　

			「はぁ……」

			　時は少し戻る。

			　砦を抜け出した夕陽は、雨に濡れないよう雨合羽を被り、外を歩く。

			　雨と火薬の臭いがする空気は少々きついが、砦の中の沈んだ空気よりもよっぽどマシだと思えた。

			（光真くん……ちょっと邪魔だなぁ）

			　自分を心配してくれる彼の気持ちは彼女も理解しているのだが、どうにもそれが行きすぎている。

			　早いところセツを知っている魔族に会って、あちら側に転がり込みたい夕陽は、光真の存在が邪魔で仕方がなかった。

			「もうこのまま出てっちゃおうかな……」

			　足元の小石を蹴(け)り飛ばし、そう呟(つぶや)いてみるが、すぐにその考えを取り下げる。

			　砦の周りには人が多すぎるのだ。

			　これでは自分が出ていく姿を絶対に見られてしまう。

			　夕陽たちは単独行動を禁止されており、一人で出ていく姿を見られてしまえば、連れ戻されてしまうかもしれない。

			「はぁ……今は戻ろうかな――――」

			「ゆ、勇者どの！」

			　気分も落ち着き、砦の中に戻ろうとしたところで、向こうから駆けてきた兵士の声で立ち止まる。

			　あまりに焦っているようで、ただ事ではないことを感じさせた。

			「どうしたんですか？」

			「そ、それが……五大魔将が現れまして……今、勇者様方に応援を頼もうと」

			「！」

			　五大魔将、その名前は夕陽も聞かされている。

			　最低でもＳＳ級以上の実力者で、魔王直属の五人の部下。

			　一般兵で作られた部隊ならば、いくつあっても足りないような強者が、ついに戦場に姿を現した。

			「確認できたのは一人なのですが……すでに我々の部隊は壊滅状態でして……」

			「それはどこに？」

			「あっちで――――ぴゃっ！」

			　突然、夕陽が兵士の首を掴むと、兵士の意識が飛ぶ。

			「ありがとうございます」

			　崩れ落ちる兵士を支えて地面に転がすと、彼女はバチバチと電気を纏(まと)った腕を振るい、まだ腕に残る電気を振り払う。

			　様々な属性の魔法が使える夕陽にとって、この程度は朝飯前だ。

			　突然兵士が崩れ落ちたように見えたようで、周りの見張りの兵士たちが駆け寄ってくる。

			「どうしました!?」

			「どうやら疲労が溜まってるみたいです、運んであげてください」

			「は、はい！」

			　二名ほどで兵士を運んでいくのを見送ると、夕陽は五大魔将が現れたという方向に駆けだす。

			（五大魔将……確かその人たちは―――――）

			　幸い、見張りが手薄になっていたため、誰にも見つかることはなく、夕陽は森の中へと消えていった。

			　ただ一人、彼女を追って外に出てきた次郎は、その後ろ姿を見つけ、同じく森の中へと入っていった。

			「――――――あいつ……どこへ行く気だ？」

			　

			　

			「〈影の槍(シヤドーランス)〉！」

			「ギャァ！」

			　黒ローブを着た男、カゲロウの放った黒い槍は、魔族の兵士たちを貫いた。

			　兵士たちは彼を取り囲むが、攻撃を仕掛ける前に影に入り込むという術で逃げられてしまう。

			「な、なんとかしろ！」

			「つ、強すぎる！」

			「うわぁ！」

			　兵士を巨大な影の拳でなぎ払ったカゲロウは、周りをつまらなそうに見渡す。

			「こっちは主戦力を解放したというのに、魔族どもはまだ温存する気なのか？」

			　片手間で殺せるような連中では、彼の心を満たすことはできない。

			　再び影の拳を振るおうとした、そのとき―――――。

			「〈炎の二槍(フレイムツインランス)〉！」

			「っ！」

			　反射的にカゲロウは横へ跳ぶ。

			　今まで立っていた位置に炎の槍が刺さると、間髪入れずに逃げた先へもう一つ炎の槍が飛んでくる。

			「ツインの魔法だと！」

			　慌てて転がるようにその場を離れると、すぐ横の地面に槍が突き立つ。

			　少々掠(かす)ったのか、ローブの端が焦げたがダメージはない。

			「ふっ、歯応えがありそうな者が現れたな！」

			「休んでいる暇はないぞ！」

			「ッチ！」

			　後ろからの殺気に気づき、カゲロウは前に跳ぶ。

			「〈破拳〉！」

			　轟(ごう)音(おん)とともに地面が揺れる。

			　地面に足をつけたカゲロウは、揺れに気を取られ、放とうとしていた魔法をキャンセルするはめになった。

			「やっぱり一筋縄ではいかないね」

			「呆(あつ)気(け)ないよりはましであろう」

			「貴様ら……やっとお出ましか」

			　姿を見せたのは、小柄な少女と大柄の男。

			　その二人は、前回カゲロウと相対した魔王の側近――――。

			「五大魔将が一人、リリー・ラヴェント。また会ったね」

			「五大魔将が一人、イデス・アーミクス。……行くぞ、黒ローブ」

			「黒ローブではない、俺の名はカゲロウだ。……魔将が二人、相手にとって不足なし！」

			　カゲロウは黒ローブを脱ぎ去り、その姿を晒(さら)す。

			　黒い髪を持ち、その整った顔には大きな傷があった。

			「へぇ！　結構いい男じゃん！」

			　リリーは魔力を練り始め、イデスは拳を構える。

			　カゲロウも腰に隠していた刀を抜き去り、構えた。

			　互いの軍が誇る、強力なコマたちが、今ここでぶつかり合う。

			　

			　

			「ふん！」

			　五大魔将の一人、ブラッドが放った魔法が人間の兵士を焼く。

			「そんな玩具では俺はやれんぞ！」

			「ギ……ィ……」

			　背後から迫っていた魔導兵の一撃を飛び上がってかわし、その肩に着地する。

			　手にある赤いナイフを、魔導兵の装甲の薄い首元に突き入れると、それは痙(けい)攣(れん)の後に膝から崩れ落ちた。

			（見た目はカラクリだが、血が出るということは生物なのか？）

			　ナイフを抜くと、首元から血が噴き出す。

			　戦場へ来たとたんに襲いかかってきた魔導兵は、一般兵の数倍の実力があった。

			　五大魔将であるブラッドにとっては大した敵ではないが、それなりに数もいるせいで、かなりの脅(きよう)威(い)になるだろう。

			「まずはカラクリから仕留めるか」

			　ブラッドが浅く自分の手のひらを切り裂くと、そこから溢れ出た血が浮かび上がり、手の上で浮遊する。

			「〈ブラッディ・バレット〉」

			　浮かんだ血が分裂し、まるで銃弾のように魔導兵へと発射された。

			　着弾した血の弾は装甲を貫き、その体の司令塔であろう頭部を粉砕する。

			　機能を停止した魔導兵は崩れ落ち、それを見た人間の兵士たちは、五大魔将の存在を甘く見ていたことを後悔した。

			「魔導兵があっさり……っ！」

			「い、一時撤退だ！」

			「逃がすと思うか？」

			　ブラッドが赤いナイフを構えると、手のひらから流れ出る血がそのナイフにまとわりついて行く。

			「〈ブラッディ・セイバー〉」

			　集まった血は魔力によって薄く伸ばされ、その刀身を桁違いの長さへと変化させた。

			　薄く、硬いその長い刀身を力任せにひと振りすると、人間の兵士は簡単に両断される。

			　そして―――――その兵士の血を吸ってさらに伸びたナイフは、他の兵士たちの命を根こそぎ刈り取った。

			「これですべてか……いや」

			　ブラッドは振り返る。

			　そこには、あまり見ない顔立ちの、雨合羽を着た少女がいた。

			（……強いな）

			　ひと目でブラッドは察した。

			　彼女には自分と同レベルの実力があると。

			　負けはしないだろうが、自分も大怪(け)我(が)を負ってしまうだろうという予感があった。

			「貴様……何者だ」

			　そう問うと、少女はブラッドへと歩み寄り始める。

			　そこに敵意はなく、若(じやつ)干(かん)の警戒心を残しつつブラッドは接近を許した。

			「私は花柱夕陽。あなたが五大魔将さん？」

			「……だとしたら？」

			「私に戦う意思はないよ、ただ五大魔将さんと話がしたいだけ」

			「ふむ……」

			　嘘をついている様子はない。

			　この時点で、ブラッドは彼女が召(しよう)喚(かん)された異世界の勇者であることを察した。

			　この世界では珍しい名前であること、珍しい顔立ちであること、そして強大な力を持ちつつ、まだ未熟さが見て取れること。

			　勇者ということで、まず間違いないだろう。

			「話の内容によるな。それによっては――――」

			「セツ……って名前の男の子、知ってる？」

			「っ！　……いいだろう、少し場所を移す」

			「分かったよ」

			　このとき、夕陽は内心ガッツポーズをした。

			　五大魔将がセツのことを知っているのはエルカから聞いていたが、その名前を出すだけで話に応じてくれるかだけは賭けだったのだ。

			　とりあえず第一関門を突破できたようで、夕陽は安心する。

			「じゃあ行こう――――」

			「ユウ！」

			　夕陽がブラッドについて歩き出そうとした瞬間、その背中に知った声がかけられる。

			　そこには驚(きよう)愕(がく)の表情で佇(たたず)む次郎がいた。

			「知り合いか？」

			「……」

			「ユウ！　なんでそんなやつと一緒にいるんだ！」

			　次郎が歩み寄ってくる。

			　一瞬困った顔を浮かべた夕陽は、一瞬にしてその表情を消し――――。

			　

			「ううん、知らない」

			　

			　次郎に向けて、オレンジ色の炎を放った。
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			「ッ！　アァァァァッ！」

			「ほう……」

			　火だるまになった次郎はもがき、その場を転がりまわる。

			　濡れた地面と雨で炎は弱まるが、夕陽の炎はそれで消えるようなやわな炎ではない。

			「行こ」

			　夕陽はすぐに次郎から目を逸らし、背を向けて歩き出す。

			「仲間だろう？　いいのか？」

			「あんな人知らないよ。知ってたとしても……今は邪魔なだけ」

			「……」

			　ブラッドは驚いた。

			　彼女とこの男が友人だということはすぐに分かった。

			　驚いた点は、夕陽の目になんの迷いも感じないところだ。

			　必要だったからそうした――――とでも言いたげだ。

			「……ふん、不気味な女だ」

			「失礼なこと言うなぁ……」

			　二人は歩き出し、魔族の陣営へと向かっていく。

			　次郎は、全身に軽度の火傷を受けたものの、通りかかった兵士により救助され、後に花柱夕陽の裏切りが勇者たちに伝えられた。

			　

			　

			「――――となっております！」

			「分かった、下がってよいぞ」

			「はっ！」

			　魔王城の王座に座っているデザストルは、戦況の報告をしに来た兵士を下がらせ、腕を組み深く考え込む。

			　腕を組むことで、その大きな胸が強調されなんとも素晴らしい光景となっているが、幸いなことに、この場には彼女含め二人の女しかいないため、欲情するものはいない。

			「強(きよう)靭(じん)な魔族を兵として従え、兵士三人がかりでも倒せぬカラクリ兵、それと黒ローブども……か。イビルバロウにはまだ入られてはいないとは言え、ここまで来るのも時間の問題か」

			「状況は良くないわね」

			「ふぅ……お主の言う通りだ、リヴァイア」

			　王としての立場ゆえに苦労が絶えないデザストルに、傍らに立っているリヴァイアが水を作り出して渡す。

			　入れ物は薄い氷で作られており、精神的疲労が溜まった体に冷たい水が心地いい。

			「すまぬな……」

			「王の立場も大変ね」

			「ふふ……まあ心配事は絶えないな」

			　デザストルは自(じ)嘲(ちよう)気味に笑う。

			　この世界での戦争は、日本の戦国時代のような要素が強く、王を討ち取った軍の勝利となる。

			　全兵士から命を狙われているデザストルは、いくら魔の王とは言えど、その精神をすり減らす。

			　仲間の安否を心配しつつ、自分が討たれれば敗北するという責任意識。それだけでここまで参ってしまうものなのかと、デザストルは自分の未熟さを呪った。

			「黒ローブどもの数と、こちらでやつらに対抗できる戦力の数が合わん。せめて五大魔将が全員揃えば……。ええい！　あの二人はいったい何をやっている！　命を落としたわけではないだろうに……」

			　ずいぶん前に人間大陸に攻め込むべく向かった獣(じゆう)人(じん)と魔族の連合軍。

			　その中に、五大魔将のうちの、残り二人はいた。

			　しかし、人間がこうして魔族大陸を攻めていることからも分かるように、連合軍は一瞬にして壊滅させられたらしい。

			　人間軍を大陸から出さぬよう、かなりの戦力を積んで牽制していたはずが、それほど早く崩されるなど、初めは信じられなかった。

			　しかしそれは事実のようで、証拠に兵士たちは誰一人として帰ってきていない。

			　となると、二人も無事ではないと思われる。

			「帰ってこないってことは、死んでるんじゃないかしら？」

			「いや……あやつらに限ってそれはない。あやつらはその……少々勝手な行動をするときがあるが、実力は確かだ。きっと無傷で逃れたに違いない」

			　戻ってこれない事情があるのかもしれない――――デザストルはそう続けたが、それならば何らかの連絡を入れるだろうとリヴァイアは思った。

			　それすらできない状況なら話は別だが……。

			「あやつらさえいれば持ち直せるというのに……くぅ、大方よからぬことでも考えて潜んでいるのであろう」

			「なんというか……ユニークな人たちなのね」

			「トラブルメーカーでもあるがな。……頼むから悪い結果にだけはしないで欲しいものだ」

			　項垂れるデザストルに、リヴァイアは無言で水をもう一杯差し出す。

			「もう少し耐えれば、セツたちも来てくれるはずよ。そうなれば戦況はひっくり返せるわ」

			「うむ……」

			　セツという名前で、デザストルの目に活力が戻る。

			　今のデザストル、いや、魔族全体にとって、セツは希望だ。

			　実際、彼さえ到着すれば、この戦争は勝利と言ってもいい。

			「だから今は持ちこたえるの。あいつが来たときには負けてましたなんて、洒落にもならないわ」

			「その通りだ。それに負ければ―――――」

			　デザストルは言葉を止める。

			　となりで音が出るほど歯を食いしばり、怒気を露にするリヴァイアに気づいたからだ。

			「あいつらの……黒ローブどもの好きにはさせないわ。絶対に全員皆殺しにしてやる」

			「……」

			　デザストルも気持ちは同じだった。

			　負ければ、彼女らは彼らに利用される。

			　そうなることだけは絶対に避けなければならない。

			　

			　なぜなら――――。

			　

			「起こさせるわけにはいかない、〈世界の終焉〉なんて」

			　

			　この世界が、終わってしまうからだ。

			　

			　

			「セツ、魔法陣の準備が終わったよ」

			「おう。ありがとな、レグルス」

			「気にしないで、俺も同盟を結んでいる国がピンチになるのはいただけないからね。後から船でだけど、ここからも兵士を援軍として送るよ」

			「へぇ。じゃあそいつらが来る前に終わらせとくから、後片付け頼むぜ」

			「なかなか言うね」

			　レグルスと軽口を合わせながら、俺はすっかり眠りこけていた猫姉妹をたたき起こす。

			　隅で体をほぐしていたロアも俺たちに気づき、戦闘用の格好でこっちにやって来た。

			「ほれ、行くぞ！　寝ぼすけども！」

			「え……あ！　は、はい！」

			「まだ眠いです……」

			　すぐに身なりを整え始めたミネコと違い、いまだ寝ぼけ眼のシロネコに水の玉を作り出してぶつけてやる。

			「起きたか？」

			「ばっちりです」

			　半眼で俺を睨(にら)むシロネコだったが、悪いのはシャキっとしないお前だ。

			　水に濡れた彼女を片手間で乾かしてやりつつ、俺たちは魔法陣の部屋へと向かう。

			「お前たち、準備はいいね？」

			「ああ」

			「行ってくるぞ、父ちゃん」

			「あまり無茶はするなよ？」

			「分かってるって」

			　俺たちはそれぞれ自分の装備をしっかりと確認する。

			　猫姉妹の姿は普段と変わりない。

			　俺と似たような冒険者風の服だ。

			　ロアは自分の運動能力を最大限活かせるよう、布面積が少ない服を着ている。

			　さっきこの装備でやたら誘ってきたため、デコピンで悶(もん)絶(ぜつ)させておいた。

			　確かにエロ可愛いが、露骨に見せ付けられるのは何か違う。

			　やっぱり恥じらいだよ、恥じらい。

			　三人の装備に対し、俺は背中に黒丸を背負い、いかにも重装備と言った感じだ。

			　斜めに背負っても俺の身長じゃ先端が地面を擦りそうで不安ではある。

			「……それ魔法袋に入れたらいいんじゃ？」

			「ロアは分かってねぇな、この方が戦いって感じがするだろ？」

			「そ、そうなのか？」

			　シロネコもミネコも不思議そうな顔で俺を見るな。

			　大剣を背中に背負うのは男のロマンだろうが。

			　……何はともあれ、これで全員の準備は整った。

			「よし―――――んじゃ、行くぞお前ら」

			　部屋の中心にある魔法陣に立った俺たちを、転移の光が包み込む。

			　こうして俺たちは、歴史に残る大きな戦争の中に、飛び込んだ。

			　

			　ここで……この戦争で、俺は信条という名の足枷を、引きちぎってしまうことになる。

		

	
		
			番外編　冒険者の心得

			　

			「――――金がねぇ」

			　そう言って俺はギルドの机に突っ伏した。

			「……セツさんが昨日あんなにガブガブ酒を飲むからじゃないですか？」

			「うるせぇ！　ハチミツ酒が美味(うま)いのが悪い！」

			「セツ、周りの人にも奢ってた」

			「あれは私もどうかと思いましたよ……？」

			「ぐっ……」

			　お供であるグレイン、ティア、エルカの総攻撃をくらい、俺は何も言えなくなる。

			　このエクレールの世界に来てずいぶんと経ったが、昨日ほど金を使った日は多分ない。

			　たまたま食事目当てで入った酒場のハチミツ酒という甘い酒にはまり、一晩飲み続けた挙句、酔った勢いで周りの客全員に奢る始末。

			　魔族大陸でクエストをこなして手に入れた金は、その一日でほとんど尽きていた。

			「って！　お前らだってガブガブ飲んでただろ!?」

			「そ、それはそうでしたけど……」

			「……あれは不可抗力。酒が出てきたら普通飲む」

			「不可抗力ってなんだこの野郎……」

			　確かにあの酒が目の前にあれば飲むが……ってその酒を頼んだのは俺か。

			　ん？　じゃあやっぱり俺が悪いのか。

			「あー……よく分かんなくなってきたぞ」

			「きっと二日酔い」

			「起きたときにヒールかけてアルコールを飛ばしたっつうの」

			「と、とりあえず何か依頼受けませんか？　このままじゃ私たち今日ご飯抜きですよ？」

			「!?」

			　飯抜き――――その言葉に、俺とティアは同時にエルカを見る。

			「え……そんなにねぇの？」

			「酒場でつまみが買えるかどうか……ってとこですね」

			　グレインが覗いていた財布をぶん取り、中を確認する。

			　そこには大きい銅の硬貨が二枚あるだけだった。

			　大銅貨の価値は、日本で言う二百円……。

			「しょぼ」

			「ああ！　言わなかったのに！」

			　思わず呟(つぶや)くと、グレインが頭を抱えて叫ぶ。

			　いや……仮にも勇者として召(しよう)喚(かん)された男とそのパーティの所持金が二百ゴールドって……ゲーム序盤じゃねぇんだからさ。

			「セツ、今すぐ依頼を受けるべき」

			「はぁ……分かった分かった」

			　めんどくせぇけど、このまま金がないというのは不便なことこの上ない。

			　Ｓ級の依頼を受ければ一回でかなり稼げるし、もうそれで当分の生活費にしちまおう。

			「何かいいのは……っと、〈飛竜討(とう)伐(ばつ)25万ゴールド〉か。これなら近いし、飛竜なら余裕だな」

			　この依頼にするか――――と手に取ろうとすると、横から青白い手が伸びてきて、クエストボードに貼られた依頼用紙を取られてしまった。

			「あっ！　てめぇ何すん――――」

			「この依頼を受けたい！」

			　正体を確かめようとしたが、時すでに遅く、俺から依頼を横取りしたやつは受付嬢に依頼用紙を提出していた。

			「っち……女かよ……」

			　本来、依頼の横取りというのはマナー違反なんだが、相手は年下の魔族の女。

			　注意するのも大人げない気がするし、揉(も)め事になってもめんどくせぇ。

			　諦めて他の依頼を選ぶか――――。

			「何!?　受けられないだと!?」

			「はい、あなたはＥ級ですので、Ｓ級の依頼は受けられません」

			　なんだあいつ、初心者じゃないか。

			　よく見りゃ装備も新品だし、どこからどう見ても新人冒険者だ。

			「私は強いんだからこれくらいこなせる！」

			「そ、そうは言われましても……」

			「たかがトカゲなど私の敵ではない！」

			　……ずいぶんと活きのいい新人だこと。

			　ほら、周りから陰口叩かれてるぞ、生意気だって。

			　近くのゴロツキ冒険者なんか「やっちまうか」なんて言ってんぞ。

			　こりゃまずい流れだ。

			「おいそこの女」

			「む……？　人間ではないか。この戦争中によく魔族大陸にいられるな」

			「まあな」

			　俺たちが人間だからという理由で絡んでくる連中は、全員痛い目に遭ってもらっているから、この街で俺たちに突っかかってくるやつはもういない。

			　ま、そんなこと今は置いといて……。

			「その依頼受けたいんだってな。俺に勝ったら、そのＳ級依頼を受けさせてやるよ」

			「……本当か？」

			「表に出ようぜ、そこでやるぞ」

			「……分かった」

			　女を引き連れ外へ向かう俺に、受付嬢からやりすぎないようにとアイコンタクトが飛んでくる。

			　そりゃ手加減するさ。

			　騒ぎを聞きつけ、お供の三人も他人を装って、見物人としてついてくる。

			　さて、依頼の前に少し遊ぶか……。

			　

			　

			　ギルドの前の通りには、ちょっとした人だかりができていた。

			「お前みたいなヒョロイ男に私は負けない！」

			「そうかい。どうぞ、ご自由にかかってきな」

			　腕を広げて受け止める姿勢を見せる。

			　もちろん手ぶらだ、武器なんて使わない、使ってやらない。

			「……舐めるな！」

			　素早くレイピアを抜いた女は、様になった動きで突きを繰り出してくる。

			　意外と実力があるな、少なくともＥ級ではない。

			　ＤかＣ級ってとこか――――。

			「ほいほいっと」

			　胴へと伸びてくるレイピアを、手の甲で逸らす。

			　何度も連続で突きを繰り出すが、すべて手で弾くことで、俺には掠(かす)りもしない。

			「くっ……」

			「この程度か？」

			「まだだ！」

			　レイピアを引いた女は、大きく後ろへと跳ぶ。

			　ある程度の距離を取ると、腰を落とし、地面と平行になるようにレイピアを構えた。

			「―――――〈飛剣〉ッ！」

			「お！」

			　捻りを加えた一点集中の突き。

			　魔力を込め、中距離でも剣が届くようにする〈飛剣〉は、この世界では基本の技だ。

			　それ故に、奥が深く、使い手によってＥ級の技にも、ＳＳＳ級の技にもなる。

			　レイピアでの〈飛剣〉は初めて見たが、威力、速度から見て、Ｂ級に匹敵している。

			　鍛えればいい冒険者になりそうだ――――。

			「ほいっと」

			　まだ未熟だけどな。

			「なっ……！」

			〈飛剣〉を片手で弾いてやると、女の顔が驚(きよう)愕(がく)に染まる。

			　自信のある技だったんだろう、無理もない。

			「意外とやるな、驚いた」

			　俺はひと蹴(け)りで距離を詰めると、その手を叩いてレイピアを落とさせる。

			「しまっ――――」

			「加減はするから安心しろよ」

			「がっ！」

			　素手になった女の胴に、二発、掌底を叩き込む。

			　息を詰まらせた女の顎を掌底で跳ね上げ、足が地を離れたところで――――。

			「〈連打（ラッシュ）〉」

			　目にも止まらぬ速度で拳を叩き込んだ。

			　支えも何一つない女は、吹き飛ばされ、地面に転がる。

			　立ち上がらないところを見ると、どうやら気絶したようだな。

			「ふぅ……終わったか」

			「や、やりすぎでは？」

			　エルカが女に駆け寄り、様子を見る。

			　あれ？　ちょっと力みすぎたか？

			「うっ……ぐすっ……」

			「あらあら……よしよし」

			　へぇ、気絶しなかったか、見どころのある女だな。

			　ただ号泣するのはどうかと思うんだが……。

			「セツ、大人げない」

			「あー……わりぃ」

			　さすがに〈連打〉はやりすぎだったか。

			　殴りやすかったからつい……。

			「とりあえずヒールをかけて、ギルドの中で寝かせましょう」

			　グレインが女を抱き上げ、俺も近づいて回復魔法をかける。

			　あ～あ……顔が腫れてら。

			　

			　

			「ん……」

			「よし、おはよう。そんで治ったな。じゃ、帰れ」

			「え……？」

			　女が目を覚まし、怪(け)我(が)の完治を確認すると同時に、首根っこを掴みギルドの外へ放り出す。

			　面倒事は外にポイだ。

			「せ、セツ様？　ちょっと厳しすぎでは？」

			「いいんだよ。また騒がれても困るからな」

			　ああいうタイプは有無を言わさず遠ざけるがよし。

			　もう絡んでこないことを祈る。

			「ふぅ……ただいま帰りましたよ」

			「ただいま」

			「おう、お疲れ」

			　入れ違い気味に、グレインとティアが帰ってくる。

			　看病としてついていた俺とエルカの代わりに、二人が飛竜討(とう)伐(ばつ)に向かい、報酬をもらって今戻ってきたのだ。

			　半日もかかってないし、さすがと言うべきか……。

			　もう夜だけどな。

			　ちなみに、女の治療に半日もかかったわけじゃない。

			　ほとんどが泣き疲れたあいつの睡眠時間だ。

			「あんなふうに放り投げてよかったんですか？」

			「あー！　もういいんだよ！　さっさと帰ろうぜ！」

			　あれだけ痛めつけたあとだ、他のやつが手を出す気配はなかったし、あいつ自身、もう身の丈に合わない依頼は受けないだろう。

			　それに……あの女は弱くない。

			　最初にあいつに絡もうとしたゴロツキ冒険者なんかじゃ絶対勝てないだろう。

			　これから順調に依頼をこなして経験を積めば、そのうち登ってくる。

			　だからかける言葉はない。

			　放置で大丈夫だ。

			「また絡んでこないといいですけどね」

			「そんときはそんとき、さっさと飯食いに行って今日は寝ようぜ」

			「そのご飯代、私たちが稼いだ」

			「次の依頼は俺が行くから許せよ……」

			　

			　

			　次の日の昼――――。

			　俺は一人でギルドのクエストボードの前にいた。

			　昨日言った通り、次の依頼を受けに来たんだ。

			　まだ金は心もとないし、とりあえずは当分働かなくていいくらいは稼ぎたい。

			　これから魔王に会って、獣(じゆう)人(じん)大陸にも行かなきゃならないしな。

			　エルカも手伝うと言ってくれたが、今回は遠慮した。

			　昨日はあの女の看病に付き合わせちまったしな。

			「さて……いい依頼は――――」

			「あ、あの！」

			「ん？」

			　声をかけられ振り返ると、そこには昨日の魔族の女がいた。

			　昨日の今日でまた突っかかってくんのか？

			「なんの用だよ、リベンジか？」

			「い、いや……その……頼む！　私を弟子にしてくれ！　いや、してください！」

			「――――はぁ？」

			　うーむ？

			　弟子ってあれか？　鍛えたりするやつか？

			　こいつはそれになりたいのか？

			「どうしていきなり……」

			「昨日私を打ち破った腕を見込んで、私を鍛えてもらいたい！　私は強さが欲しいんです！」

			　そう言われてもな……。

			「……わりぃが、そういうのは他を当たれ」

			　そう一(いつ)蹴(しゆう)し、俺は適当な依頼用紙を取って受付嬢のもとへ向かった。
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			　その次の日――――。

			「お願いします！　私を弟子にしてください！」

			「……」

			「な……どういうことですか、セツ様……」

			「また厄(やつ)介(かい)事」

			「はぁ……」

			　今日は四人で依頼をこなし、それの報告しに来た時だった。

			　クエストボードの前で土下座を見せる女。

			　なんというか……目立ちまくりなんだが。

			「それは断ったろ、他を当たれって」

			「っ！　村を守るために私は強くならなければならないのです！」

			「……知るか」

			　その次の日も、さらにその次の日も、女は俺のもとに来て、頭を下げる。

			　すでに資金は十分溜まっていたが、なぜかお供三人が街から出ていくことを止めてきた。

			「いや……さすがに可哀想ですよ、セツさん」

			「……うわぁ」

			　ギルドの扉の前で頼み込んできたときのまま、土下座し続ける女。

			　これじゃこっちが悪い気がしてくる。

			「セツ様、もう弟子にしちゃいましょうよ！」

			「そ、そうですよ！」

			「私もそう思う」

			「おいおい……」

			　音を上げたのは俺でも、女でもなく、お供三人の方だった。

			　俺は仕方なしに立ち上がり、ギルドの外にいる女を中に引き入れる。

			　中の椅子に座らせ、俺もそれに向かい合うように座った。

			「……お前のどうしても強くなりたいって意志は分かった。本意ではないが……とりあえずは俺の弟子にしてやる」

			「ほ、本当ですか！　うっ……うう……」

			「泣くことねぇだろ……」

			「セツ泣かした」

			「うるせぇ」

			　―――――こうして、いろいろあったが結局根負けし、俺は弟子を取るはめになった。

			　

			　

			「ほれーそこだーいけいけー」

			「はぁ……はぁ……」

			　時は進んで一週間後、俺の弟子になった女、アリゼ・イフリールは、切り立った山に訪れていた。

			　理由はもちろん、師匠としてアリゼを鍛えるためだ。

			「シャー！」

			「くっ！」

			　この山に住むエレメントイーグルが群れとなってアリゼを襲っている。

			　こいつらはこの山にしか出ないが、個体によって様々な属性の攻撃を放つことができ、属性対策から戦闘技術まで全部身につくため、特訓にはもってこいだ。

			　しかしそのランクはＢ級なため、これほどの数がいると今のアリゼでは厳しい。

			　そのため俺の〈付加魔法〉で身体能力を底上げしてある。

			　それでなんとか互角程度、こっからはアリゼ次第だ。

			「シャー！」

			「っ！　〈飛剣・連〉！」

			　数体のエレメントイーグルが急降下して襲ってきたところを見計らい、連続の〈飛剣〉を放つ。

			　タメが少ない分威力は小さいが、その分広範囲に突きが及ぶ。

			　自分の速度のせいで方向転換ができないエレメントイーグルたちは、真正面から突きを受け、血を撒き散らして地面に落ちた。

			「まだ来るぞー」

			「はぁ……はぁ……」

			　技が終わったタイミングで他のエレメントイーグルたちが強襲してきて、アリゼの体がそれをかわすために体勢を崩す。

			　爪や嘴での攻撃はかわせたものの、ついにその膝をついてしまった。

			「―――――二十七体か、上出来だな」

			　俺は崩れ落ちたアリゼに襲いかかるエレメントイーグルどもを、〈飛剣〉を放ちまとめてなぎ払う。

			　十数体がその身を切断され、残ったのも俺の脅(きよう)威(い)が分かったのか、すぐにその場を去っていった。

			「はぁ……はぁ……」

			「いい感じだな、アリゼ。エレメントイーグル二十七体、単純に考えてＡ級上位ってとこだな」

			「はぁ……はぁ……師匠……申し訳ありません……」

			「どうした？」

			　息を整えるアリゼに水を渡し、その横に座る。

			「全部……倒せませんでした……師匠は一撃で何十体も倒せたというのに……」

			　いや、十数体だが……さすがにまとめて数十体は無理だ。

			　実際悔やむことなんてない。

			　前までせいぜいＣ級程度の実力だったアリゼが、今はＡ級に匹敵する敵を倒せるようになったんだ。

			　才能と意志、それが揃っているこいつは、まだまだ強くなれる。

			「冒険者の心得その一、諦めは厳禁」

			「え？」

			「冒険者の心得その二、常に冷静であれ

			　その三、逃亡も戦術

			　その四、鍛錬を忘れるな

			　その五、仲間を大事に

			　その六、広い目で物を見ろ

			　その七、武器にこだわれ

			　その八、金よりも命

			　その九、身の程を知れ

			　その十、いつも心に冒険心」

			「い、いきなり何を……」

			「これが冒険者の心得十か条だ。この中で今のお前に必要なのは、その九、身の程を知れ。お前はまだ新人冒険者。地力がよかったからこうしてすぐに強くなったが、まだ未熟者であることには変わりねぇ。経験もなければ心構えもなっちゃいない。それなのに、ベテランって呼ばれるＡ級冒険者と同じことを、お前は成し遂げたんだ。褒(ほ)められこそすれ、怒られるところなんてねぇよ。よくやったな、アリゼ」

			　俺はアリゼの頭を撫でてやる。

			　こうして俺もバウスのじじいに撫でられたっけな……。もっとこう、ガシガシ！　って感じにだけど。

			　ちなみにこの十か条は、バウスが持論で作ったものだ。

			　何度も言われるうちに俺も覚えてしまい、今では忘れたくても忘れられない。

			「うっ……し、師匠……」

			「おいおい泣くなよ……ほんと泣き虫だな、お前」

			　泣き虫アリゼだ――――。

			　そう言うと、アリゼは泣きながら怒る。

			　それが面白くて、俺は彼女が泣き止むまで、ひたすらこれで弄(いじ)り続けた。

			　なんだかんだで、俺はこいつの師匠をやっているのが、楽しくなっていたのかもしれない。

			　

			　

			「――――――ツ、セツ！」

			「ん？」

			「どうしたのよ、ぼーっとして」

			「あ……わりぃ、ちょっとな」

			　アリゼたちが村から消えて一日経ち、俺とリヴァイアは、魔族大陸の港町へ行くための道中を歩んでいた。

			　その途中で夜になり、今は野営をしている。

			　目の前の焚(た)き火が少し眩(まぶ)しい。

			「ちょっと……アリゼと会ったときのことを思い出してた」

			「……そう」

			「そんときから面白いやつでさ……からかわれて怒って、褒(ほ)めると嬉し泣きして、怒られると悔し泣きするんだ。何ていうか、感情が豊かなやつだったよ……久々だったから……積もる話もあったんだけどな」

			　村丸ごとの失踪。

			　俺の中で、どうしようもない不安が渦巻き、心を揺らしてくる。

			　あいつらは無事なのか、アーメルは本当に敵だったのか……考えても考えても行き詰まってしまう。

			　これじゃ切りがない。

			「ふぅ……ダメだな、こんなんじゃ。俺が十か条を守れなくてどうすんだよ」

			　常に冷静であれ、俺が教えたというのに、自分で守れなきゃ世話ねぇよな。

			　手がかりもゼロの現状じゃどうしようもないんだ。

			　これから少しずつ見つけていくとしよう。

			　あいつらが無事だと信じて――――。

			「寝るか」

			「そうね」

			　魔物に襲われぬよう〈魔物よけの魔石〉は配置してあるし、盗(とう)賊(ぞく)対策に近づくと簡単なアラームが鳴る魔法を周囲にかけたことで、俺たちは見張りを立てる必要がなく、二人同時に眠ることができる。

			「おやすみなさい」

			「ああ」

			　野営用の毛布に包まり、目を閉じる。

			　これから獣(じゆう)人(じん)大陸だ。

			　あそこにも懐かしいやつらがいる。

			　不安と楽しみを同時に持ちつつ、俺は眠りの中へと落ちていった。

		

	
		
			あとがき

			　

			　初めまして。岸本和葉と申します。

			　一巻は少々ページ数が多く、あとがきを入れられなかったので、この二巻にて初めてのあとがきを書かせていただきます。

			　あとがきまで読むという方がどれほどいらっしゃるかは分かりませんが、まずは購入し、読んでくださった方々に最上級の感謝を。

			　さて、この作品についての話もしようと思っていたのですが、いざ書こうとすると難しく感じます。

			　初めに、この作品を小説家になろうのサイトで書こうと思ったきっかけは、自分がこんな物語を読んでみたかったからです。

			　書き始めた当初は勢い任せに書き進められたのですが、話も進んでくると行き詰まり、苦しくなったときもありました。

			　そんなとき、読者様からの応援コメントなどをいただき、こうして出版させていただけるほどに成長することができました。

			　自分自身、まさか本にしていただけるとも思っておらず、お話をいただいたときはパソコンの前でウロウロし、部屋の中で前転し、家中を駆けまわるという奇行に走ってしまいましたが、今となっては良き思い出です。

			　

			　……そろそろ私のことはどうでもよくなってきましたね、次巻の話をします。

			　この巻では、一度目の召(しよう)喚(かん)で出会った人々との再会があらかた終わりました。

			　次巻ではついに本格的な戦いへと進んでいきます。

			　黒ローブの敵たちは何者なのか、彼らの目的は、冬真くんはセツのどこに惚(ほ)れたのか、そんなことに触れていけたらいいなと思います。

			　

			　最後になりますが、ここまで読んでくださった読者の皆様にもう一度感謝を。

			　そして編集様、本当に素敵な絵を描いてくださった40原さんにも感謝を。

			　次も、その次も、許していただける限りセツの物語を書いていこうと思いますので、どうかこれからもよろしくお願いします。

			　

			岸本和葉

		

	
		
			岸本和葉（きしもと　かずは）

			ファンタジーに憧れつつ東京都在住。主に「小説家になろう」にて小説を執筆中。（二〇一六年四月現在）

			　

			イラストレーション

			40原（しまはら）

			主にｐｉｘｉｖ等ネットを中心に活動の幅を広げている。日常的なイラストや鮮やかな色使いが特徴。現在は書籍やゲームイラスト等幅広く活動中。（二〇一六年四月現在）

		

	
		
			異(い)世(せ)界(かい)召(しよう)喚(かん)は二(に)度(ど)目(め)です②

			発行日：２０１６年３月31日

			著　者：岸(きし)本(もと)和(かず)葉(は)

			発行人：稲垣潔

			発行所：株式会社双葉社

			〒１６２‐８５４０

			東京都新宿区東五軒町３番28号

			http://www.futabasha.co.jp/　（双葉社の書籍・コミック・ムックが買えます）

			(C)Kazuha Kishimoto 2015

			　

			本電子書籍は株式会社双葉社刊『異世界召喚は二度目です②』（２０１６年４月２日　第１刷発行）に基づいて制作されました。

			　

			本書の無断複製・転載は著作権法上での例外を除き禁じられています。
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